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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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[image: 衛宮切嗣（えみやきりつぐ） アインツベルンに雇われた“魔術師殺し”。  言峰綺礼（ことみねきれい） 異端を狩る聖堂教会の代行者。  遠坂時臣（とおさかときおみ） 「根源」への到達を悲願とする魔術師の名門・遠坂家の現当主。 間 桐雁夜（まとうかりや） 家督の継承を放棄して間桐家を出奔した男。  アイリスフィール・フォン・アインツベルン アインツベルン家が錬成したホムンクルス。切嗣の妻。  ウェイバー・ベルベット 「時計塔」所属の見習い魔術師。聖遺物を師から奪い取り聖杯戦争に挑む。  ケイネス・エルメロイ・アーチボルト 「時計塔」所属のエリート魔術師。ウェイバーの師。  雨生龍之介（うりゅうりゅうのすけ） 純真無垢の快楽殺人者。  セイバー 騎士王。その正体はアーサー・ペンドラゴン。  アーチャー 英雄王。人類最古の英霊・ギルガメッシュがこの世に現界した姿。  ライダー 征服王。最果ての海（オケアノス）を目指し、古代世界に覇を唱えた古代マケドニア王国のイスカンダル王。  アサシン 暗殺者の起源とされる山の翁ハサン・サッバーハの英霊。  キャスター 自らを〝青髭（あおひげ）〟と名乗る英霊。英仏百年戦争の元帥（げんすい）にして聖なる怪物（モンストル・サクレ）、ジル・ド・レェ伯爵（はくしゃく）。  ランサー ケルト神話の英霊・ディルムッド・オディナ。無類の槍捌（やりさば）きを誇る武人の中の武人。  バーサーカー “狂化”した謎の英霊。]
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　冬ふゆ木き市し新しん都と──

　未み遠おん川がわより東の住宅地は、かつて高度成長期に原野から開拓されたニュータウンで、もとより歴史ある深み山やま町ちょうの町並みとは趣おもむきを異ことにしていたが、旧国鉄の跡地を利用して近代オフィス街を建設しようという官民一体のプロジェクトにより、今また大規模な再開発の波に晒さらされている。

　オフィス街として予定されている地区のビル群も四割方が未完成ではあるが、すでに駅前パークとショッピングモールの整備は終わり、清潔かつ無機質な、華美でありながら無個性な、そんな新都の未来図をすでに完成させている。市庁舎も次々と新都へ移転し、鉄筋と硝子ガラスとモルタルの現代建築へと新生して、都市機能の中枢を着実に深山町から簒さん奪だつしつつある。

　休日だけあって人出も多い昼下がり。北風に身を竦すくませながら、お互いに関心を払うこともなく行き交う人混みの中に、衛え宮みや切きり嗣つぐは誰の注意を惹ひくこともなく、無色無臭の存在となって紛れ込んでいた。

　着古してよれたシャツとコートに、手荷物ひとつないという緩んだ風体は、とても外来の人間とは思われまい。実のところ入国したその足でこの冬木市新都にまで来たのだが、久しいとはいえ仮にも日本は彼の生国である。往来に馴な染じむのはどこの国よりも容た易やすかった。

　ついさっき、何の気なしに自販機で買ってしまった煙草たばこの紙パッケージを、切嗣は複雑な心境で見下ろした。

　喫煙の習慣をやめて九年になる。遠い異郷のアインツベルンでは吸い慣れた銘柄が手に入らなかったというのもあるが、それ以上に母子への心遣いがあった。それが、いよいよ戦いの本番という気構えで冬木駅に降り立った途端、遠い昔の習慣のままに、自販機にコインを投入していた。

　気を取り直し、通りがかったコンビニエンスストアで使い捨てライターを購入してから、煙草を開封する。整列したフィルターの白さが眩しい。

　一本を銜くわえて、火を点つけた。一〇年近いブランクがあるとは思えないほどに、無駄なく自然な動作でそれができた。肺に流れ込む芳香の痺しびれも、まるで昨日味わったばかりであるかのように慣れ親しんだ味わいだった。

「……」

　己おのれの心の在りようが切り替わっていく感覚をまざまざと感じつつ、切嗣はあらためて往来の景色を見渡し、検あらためる。

　冬木市には、三年ほど前にも正体を隠して偵察に訪れたことがあるのだが、そのときから比べても新都の様相は完全に一変していた。予想できなかった事態ではないが、それでも想像していた域を超えている。この近辺の地理事情は、もういちど改めてチェックしなおす必要がある。

　区画の変化にやや難儀しながらも、切嗣は目指すホテルに到着した。

　ロビーとフロントの体裁こそ整えてはいるが、中身はビジネスホテルに毛が生えた程度の安宿。家族連れから浮気まで、いちばん利用者の幅が広いこういうホテルこそ、隠れ家としては重宝する。

　切嗣はさも勝手知ったる風を装って、ロビーを素通りしエレベーターで七階に向かう。すでに三日ほど前から、彼の忠実なる部下が七〇三号室に逗とう留りゅうしているはずだ。

　久ひさ宇う舞まい弥やとの関係は、魔術師の世界に当てはめて言うなら〝弟で子し〟ということになるのかもしれない。

　だが魔術を探究の対象としてでなく、ただの手段としてのみ修得した切嗣にとって、師だの弟子だのといった意識は毛頭なかった。舞弥にはただ単に、自分が知る限りの〝戦う手段〟を教え込んだというだけのこと。それも彼女自身をその〝手段〟に組み込むためだけの目的で、である。まだ聖杯の存在を知らず、決して成就し得ない理想を求めて絶望的な戦いを繰り返していた頃の話だ。

　だから舞弥との関係はアイリスフィールよりも古い。妻にすら見せたことのない、切嗣のもっとも血塗られた側面も、かつて彼と共に戦ってきた舞弥は知っている。

　取り決め通りのリズムで七〇三号室の扉をノックすると、待ち構えていたかのように即座に扉が開かれた。余計な挨あい拶さつは一切抜きに、僅わずかに視線を交わしただけで再会の瞬間を終わらせると、切嗣は無言のまま室内に入ってドアを閉める。

　舞弥とはそうそう久しいわけではない。切嗣が一線を退いた後も、彼女は外地で聖杯戦争に備えた準備を進めるべく切嗣の指示で奔ほん走そうしてきたし、打ち合わせのためにアインツベルン城まで出向いてもらったことも幾度となくある。

　色白の端整な美人だが、アイライナーどころか口紅すらも使わない艶つやとは無縁の女だった。つねに訝いぶかしげに眇すがめているかのような切れ長の眼差しが、ことさらに冷淡な印象を煽あおっている。絹きぬのような漆しっ黒こくのストレートヘアに目を奪われる男は多いだろうが、その冷ややかな鋭い眼まな差ざしで一いち瞥べつを送られれば、どんな色事師であろうとも籠ろう絡らくは諦あきらめるに違いない。

　かれこれ、もう一〇年以上の付き合いになる。出会った頃にはまだ少女だった彼女だが、外見の幼さが抜け落ちてからは、持ち前の怜れい悧りな刃物のような印象によりいっそう磨きがかかった。こういうタイプの美人と一緒にいれば、大抵の人間は威圧されて気疲れを感じるのだろうが、切嗣は逆だった。つねに現実に即した舞弥は、時として切嗣以上に的確かつ容赦ない判断を下すことができる女だ。切嗣は彼女の傍にいても、自分の卑劣さを恥じたり、冷酷さを憎んだりせずに済んだ。それはある種の安息だったと言ってもいい。

「昨夜、遠とお坂さか邸で動きがありました」

　開口一番、舞弥は本題に踏み込んだ。

「映像は記録したので確認してください。それと、装備品一式はすべて到着しています」

「解った。まずは状況を」

　頷うなずいて、舞弥は部屋に備え付けのテレビに繫いだデコーダーのスイッチを入れる。

　切嗣が伝授した魔術の中でも、とりわけ低級な使い魔の操作において才能を示した舞弥に、切嗣は斥せっ候こうや偵察の任務を任せることが多かった。今回も切嗣が日本入りするより以前から、間ま桐とう邸と遠坂邸の監視を命じてある。

　舞弥の得意とする使い魔は蝙こう蝠もりだが、他の魔術師と異なり、彼女の蝙蝠には腹に超小型のＣＣＤカメラが括くくりつけてある。もちろん切嗣の入れ知恵だ。魔術師の幻術や結界迷彩は、暗示により観察者を幻惑する類たぐいのものが多く、そういう手合いは電子機器への対策を怠おこたっている場合がよくある。録画映像は後々の検証にも役立つし、使い魔の動きが鈍重になるデメリットを差し引いても、カメラの併用は効果的だった。

　一三インチのブラウン管に、昨夜の遠坂邸での一部始終が映し出される。映像は不鮮明ながら、何が起こったのかを確認するには事足りた。髑どく髏ろの仮面のサーヴァントが、為す術もなく黄金のサーヴァントに蹂じゅう躙りんされ消滅していく様を、切嗣は眉まゆひとつ動かさずに確認する。

　倒されたサーヴァントの白い仮面は、まぎれもなくアサシンのクラスの象徴である。

「この展開、どう見る？」

「出来過ぎのように思えます」

　切嗣の問いに、舞弥は即答で応じた。

「アサシンの実体化から、遠坂のサーヴァントの攻撃までのタイムラグが短すぎます。待ち構えていたとしか思えません。霊体化した状態の侵入者を、早い段階で察知したのだとすれば解りますが、それも気配遮断スキルを持つアサシンが相手では考えにくい。……遠坂は、事前に侵入者があることを承知していたのではないかと」

　切嗣は頷いた。もともと彼に仕込まれただけあって、舞弥の分析は切嗣のそれと同じところに辿たどり着いていた。

「そう考えると、ますます納得いかない映像だな。待ち伏せするほどの余裕があったなら、どうして遠坂はみすみすサーヴァントを晒すような真似をした？」

　第二次、第三次と聖杯争奪の歴史を重ねてきた遠坂家のマスターともなれば、当然この戦いのセオリーについては知り尽くしていて然るべきである。自陣である遠坂邸が他のマスターに監視されていたことを知らぬ道理がない。

　にも拘わらず、遠坂時とき臣おみは何の躊ちゅう躇ちょもなく庭先にサーヴァントを出現させた。これは普通に考えると愚策でしかない。

　聖杯戦争は、過去に名を馳せた英霊同士の対決である。そして英雄の伝承には、多くの場合、戦術のパターンや得手不得手といった情報が含まれている。つまり英霊たちは、最初から手の内や弱点が露見しているも同然なのだ。

　そのためサーヴァント戦では、英霊の正体を秘ひ匿とくするのが鉄則となる。すべての英霊が真しん名めいを明かさずクラスを呼称としているのも、そういう配はい慮りょである。

　昨夜の遠坂は、サーヴァントの容姿と、そして宝具らしき手段による攻撃という二つの手がかりを他のマスターに与えてしまった。どちらも決定的にサーヴァントの真名を露見させる程のものではなかったとはいえ、これは苦もなく回避できたはずのリスクである。アサシンを邸内にまで誘い込んでから葬れば、誰の目に留まることもなかったのだから。

「見せなくてもいいものを見せたのは──最初から見せる意図があった、ということでしょうか」

　舞弥の指し摘てきに、ふたたび切嗣は頷く。

「だろうな。そうすることで誰にどういうメリットがあったのか、それを考えれば自ずと答えも出る。……舞弥、アサシンのマスターはどうなった？」

「昨夜のうちに教会に避難し、監督役が保護下に置いた旨を告知しました。言こと峰みね綺き礼れいという男だそうです」

　その名を聞いて、切嗣の眼光が冷ややかな凄味を帯びた。

「舞弥、冬木教会に使い魔を放っておけ。ひとまず一匹でいい」

「……いいのですか？　教会の不可侵地帯にマスターが干渉するのは禁じられているはずですが」

「監督役の神父にバレないよう、ギリギリの距離をうろつかせておけ。コントロールも本腰は入れず片手間でな。実際には何もしなくていい」

　切嗣の不可解な指示に、舞弥は眉を顰ひそめた。

「教会を監視するのではないのですか？」

「〝監視しているフリをする〟だけでいいんだ。むしろ絶対に見破られないぐらいに注意深く隠しておけ」

「……はい。わかりました」

　切嗣の意図は見えないものの、それで彼に是ぜ非ひを問う舞弥ではない。彼女は早速、今も遠坂邸に貼りついている三匹の蝙蝠のうち一匹に向けて、新都の外れの冬木教会へと飛ぶよう思念を送った。

　切嗣はテレビの電源を落とし、続いて舞弥の用意した装備品の点検に入る。

　ベッドのシーツの上に整然と並べられ、切嗣のチェックを待ち受けていた品々は、魔術師に相応ふさわしい道具など唯のひとつとして見当たらなかった。短剣や杯といった祭具の類、護符や仙草、霊石などは一切ない。そこにあるのは、いずれも最新鋭かつ高性能の選えりすぐりだが、それ以外の点では何の変哲もない通常兵器ばかりだった。どれひとつとして魔力を帯びたものはない。

　これが〝魔術師殺し〟の異名で呼ばれた衛宮切嗣という魔術師の、異端ならではの流儀なのだ。

　およそ魔術師という生き物の最大の弱点は、その驕きょう慢まんによる油断にある。彼らは自らが神秘と人智の中間に位置する者と信じて疑わない。おのれを脅おびやかす者が神以外にあるとするならば、それは同じ魔術師以外には有り得ないと、そう信じて疑わないでいる。

　よって彼らは、戦闘においてはひたすらに魔術の気配に過敏になる。どんな些さ細さいな術であれ行使される前に見破ること。そのための魔力の感知と、ぬかりない抗魔術対策こそが勝利の鍵であると──それがいずれの魔術師にとっても変わらない戦いのセオリーなのだ。

　結果として彼らは、魔術に依よらない純物理的な手段による攻撃を二次的な脅威として軽視する。どんな鋭いナイフも、強力な銃弾も、実際に魔術師の肉体を抉えぐるその瞬間までは恐れるまでもない。そしてそうなる前に魔術の力は、幻術で、麻ま痺ひで、あるいは防護の結界で、低俗な攻撃手段を悉ことごとく無力化してしまうだろう。

　だが、彼らは科学技術というものを軽視している。人間が魔術に頼ることなくどれだけのことが出来るのか──多くの魔術師が、それを正しく認識していない。

　敵の予期せぬ攻撃こそが、すべての戦いにおける勝利への近道である。数あま多たの魔術師との死闘を通して、切嗣はひとつの公式を得ていた。──魔術師は、魔術に依らぬ攻撃にこそ脆ぜい弱じゃくさをさらけ出す、と。

　その公式に、冬木の聖杯戦争という状況を当てはめた末の解答が、これら舞弥に用意させた一連の装備品である。その中でもとりわけ異彩を放つのは、シーツの中央、ガンオイルの香りに包まれて横たわる一挺ちょうのライフルだ。それは職工の技と最新電子技術とがもっとも獰どう猛もうな形で結晶した芸術品だった。

　根幹となるのは、ワルサーＷＡ２０００セミオートマチック狙撃銃。全長九〇センチ強というライフルとしてはコンパクトなサイズでありながら、弾倉と薬室チャンバーを銃じゅう把はより後ろに配置したブルパップ構造により、銃身の長さは実に六五センチにも及ぶ。・３００ウィンチェスター・マグナム弾を使用し有効射程は一〇〇〇メートル以上。現存する世界最高級、そして最高性能のライフルである。本体単価一万二千ドルという高コストのため、わずか一五四挺しか生産されることのなかった幻まぼろしの銃の、うち一挺がこれだった。

　標準装備のシュミット＆ベンダー社製照準器の代わりに、切嗣は二つの照準装置を同時に使用できる構造の特製スコープマウントを発注し、銃の直上と左斜め側面に、いずれも特大の光学照準器を並列して固定していた。

　うちメインとなる片方は、米軍最新鋭装備のＡＮ／ＰＶＳ０４暗視スコープ。いわば超高感度のビデオカメラとでも言うべき装置で、対物レンズから入るごく僅わずかな光線を電気的に増幅し、大幅に明度を上げて表示する。月明かりの下なら六〇〇ヤード、星明かりだけでも四〇〇ヤードの視界を倍率三・六倍で捕捉するという、まさにエレクトロニクスによる〝梟ふくろうの眼〟だ。本来ならば技術漏ろう洩えいを防ぐため国外輸出を禁止されている、米軍の最新鋭装備である。

　さらにその横に補助用として装着されているのは、スペクターＩＲ熱感知スコープ。こちらも闇の中での視野を得る電子装置だが、こちらは光量増幅ではなく、被写体の熱パターンを捉えて画像表示する。摂せっ氏しマイナス五度から六〇度までの温度変化を、二〇〇メートル先から一・八倍の倍率で捉えることが可能だ。

　魔術回路の発動が術者の体温に変化をもたらすことに気付いた切嗣は、研究と鍛たん錬れんを重ね、今ではサーマル映像の熱分布から魔術回路の状態を読み取れるまでになっていた。常人と魔術師の判別は無論のこと、魔力を放出した後の隙すきを見抜くこともできる。重く嵩かさ張ばる暗視装置をわざわざ二つも併用しているのは、夜間戦闘だけでなく対魔術師戦を意識した構成なのである。

　日進月歩の技術革新で年々小型化が進んでいるとはいえ、それでも暗視照準器はまだ単体でペットボトルほどの寸法があり、ただの光学照準器とは比較にならないほど嵩張る。なまじ銃自体がコンパクトに設計されたデザインだけに、その上に巨大なスコープが二つも並んでいる様は、不格好なほどに不釣り合いだった。銃本体とあわせた総重量は一〇キロを上回る。もはや狙撃銃というより分隊支援火器のレベルである。重装備もここまでくると実用性に支障をきたすものだが、切嗣は敢えてこの選択をベストとした。

　この暗視狙撃銃は、たしかに魔術に比べれば性能は劣る。魔術を行使すればより明敏に闇を見透かし、敵の魔術師の位置を見破ることも可能だろう。だが切嗣はこの銃によって、一切の魔力を外に漏らさぬまま標的を狙い撃つことが出来るのだ。

　何の魔力も感知できない闇の中から、数百メートルもの距離を隔てて攻撃される可能性──プロの軍人であればことさら不可解でもない事態でも、そういう方面では素人しろうと同然という魔術師は実に多い。人智を超えた神秘の世界に踏み込んでおきながら、その実、自らがどれだけ狭い世界での固定観念に縛られていることか、自覚できている魔術師はなかなかいない。

　切嗣は超重量級の狙撃システムをベッドから抱え上げ、遊底ボルトの可動の滑なめらかさと引き金の重さをチェックして、最高の状態にあることを確認した。

「射程五〇〇メートルで零点規正しておきました。確認しますか？」

「いや、いいだろう」

　出来ることなら照準の確認だけでなく、射撃の感覚を摑つかむためにも試し撃ちをしておきたいところだったが、あいにく法治国家の日本にあっては、そうそう簡単な話ではない。既に聖杯戦争の戦端が開かれている以上、早ければ今夜にでもこの銃を使う羽は目めになるかもしれないが、切嗣は舞弥の仕事に全幅の信頼を置いている。

　ワルサー狙撃銃の他にもう一挺用意されていたライフルは、前衛となり斥候を務める舞弥のためのステアーＡＵＧ突撃銃である。これもまた照準装置を切嗣のそれと同じ暗視スコープに交換してあったが、それ以外は標準仕様のため重量は五キロに満たない。

　さらに二人の予備兵装サイドアームとして、二挺のキャレコＭ９５０短機関銃が用意されている。大型拳銃とそう変わらないコンパクトな寸法と強化プラスチックを多用した外見は、先のワルサー狙撃銃に比べると玩具おもちゃのような印象を与えるが、ヘリカル式と呼ばれる特殊な弾倉に五〇発もの９ｍｍ軍用弾パラベラムを装塡し、毎分七〇〇発の発射速度を誇る凶悪な武装である。

　その他、対人手榴弾とスタングレネード、発煙筒、Ｃ２プラスチック爆弾も束で用意されている。北の地の果てから切嗣が飛ばした指示の通りに、舞弥は委細漏らさず装備を調えていた。──が、切嗣の無表情な眼差しは、まだ満足の色を示さない。

「預けておいたやつは、どこだ？」

「……こちらに」

　舞弥はクローゼットの奥から、紫し檀たんで設しつらえられたケースを両手で恭うやうやしく取り出した。ただでさえ笑みひとつ浮かべない美貌が、心なしか、さらに畏敬の念に強こわ張ばっているかに見える。

　差し出されたケースを受け取ると、切嗣はそれをサイドテーブルに載せ、慣れた手つきで留め金を外して蓋ふたを開けた。

　ベッドの上の武装はすべて、今日の日のために新調した品々である。アインツベルンの財力に物を言わせて揃そろえさせたそれらは、たしかに法外に高価で貴重な最新鋭装備だが、資金と然るべきコネクションさえあれば苦もなく集められる商品であり、それ以上のものではない。

　だがその紫檀のケースの中で、長い沈黙とともに眠っていた一挺の拳銃は、金銭で購あがなえるものではない。それは、かつて切嗣が幾多もの戦場で愛用し、そして九年前の引退に際して舞弥の手に託たくしておいた、世界に一挺限りの、切嗣ただ一人のためだけの銃なのだ。

　金にあかせて買い揃えたハイテク装備は、言うなれば〝魔術師殺し〟衛宮切嗣の武装である。だがそれらとは別に、〝魔術師〟衛宮切嗣の武器もまた存在した。すなわち『礼装』──魔術師が魔術を行使して戦いに臨むための武器である。

　トンプソンセンター・コンテンダー。胡桃材ウォールナットから削り出したグリップとフォアエンドに、一四インチもの長い銃身は、さながら鞘に収まった短剣を連想させる。拳銃らしい部品といえば引き金と撃鉄があるだけで、あとは胴輪シリンダーも遊底も見当たらないシンプルな外観は、中世末期の先込め拳銃パーカッションピストルに近い。

　実際、コンテンダーは中折れ式の薬室にただ一発の弾丸を装塡するだけの、単発式拳銃である。本来この銃は射的競技用のスポーツ拳銃だが、切嗣のそれは狩猟用ライフルの大口径弾を使用できるよう銃身を交換したハンティング仕様に、さらに〝魔弾〟の使用に即してライフリングと撃針に魔術的処置を施したものである。

　使用するのは・３０‐０６スプリングフィールド弾。ボトルネック構造のライフル用カートリッジで、そもそも拳銃弾とはサイズも威力も格が違う。大型軍用ライフル用の・３０８ウィンチェスター弾よりも、さらに一割増しのパワーを発揮する・３０‐０６は、いわゆるハンドキャノンクラスのマグナム弾をも遥かに凌りょう駕がする威力を誇る。拳銃として携行する銃から発射するには、過剰きわまりない火力と言えよう。

　だがこの銃の真の脅威は、炸さく薬やくと弾頭が発揮する物理的な破壊力ではない。

　銃ともどもケースに収まっていた専用弾──いま一二発が残っているそれらは、鉛なまりの弾頭の芯に切嗣自身の骨から摘てき出しゅつした骨粉が封印されている。切嗣の魔力を込めて撃ち出されるとき、その『魔弾』は切嗣という魔術師の〝起源〟そのものを対象に叩きつけることになる。いわば擬似的な概念武装と言ってもいい。

　魔術師は魔術に固執するあまり、テクノロジーが盲点になる……それはあくまで傾向の話であり、裏を返せば一般論に過ぎない。なるほど世の魔術師の大半は、暗視装置や熱感知スコープといった手段によってまんまと隙を衝かれ敗北するだろう。だが、ただの経験則や法則だけでは決して測れない例外というものもある。魔術師に対する一般論は、その一般をさらに逸脱した魔術師には通用しない。そういう相手を称して切嗣は〝強敵〟と呼ぶ。

　策謀の通用しない〝強敵〟に当たるとなれば、そのときは──切嗣もまた、一人の魔術師として、持てる秘術の限りを尽くして立ち向かうしか他にない。そのときはこのコンテンダーが、切嗣の持つ唯一にして最強の牙となる。

　心の時計を巻き戻しながら、切嗣はケースからコンテンダーを取り上げた。過去に幾度となく切嗣の手の汗を吸い取ってきた胡桃材の銃把は、九年のブランクを隔ててなお、まるで絡みつくようにぴったりと掌てのひらと指に収まった。

　掌が銃把を握っているのか、銃把に掌が握られているのか、それさえも判然としない一体感。静かに指に力を込めれば、それだけで銃が手の骨と融合し、腕の延長になったかのような錯覚を憶える。

　人差し指で用心鉄の下のスプールを引くと、薬室のロックが解除され銃身がガクリと前に倒れ込む。開放された薬室に、同じくケースから取り出した魔弾の一発を滑り込ませ、手首のスナップで銃身を撥はね上げて薬室を閉鎖する。これで銃本体に弾薬を加えた総重量は二〇六〇グラム。切嗣の右手が何よりも慣れ親しんだ手応えだ。

　久しい手触りとは思えない、あまりにも馴染んだ凶器の感触に、切嗣の胸に苦いものが湧わき上がる。

　果たして自分の手は、ここまで完璧に、妻と娘の感触を思い出すことができるのだろうか？

　彼女たちの頰ほおの柔らかさ、指の細さを、どれだけ切嗣は憶えているというのか？

　切嗣はケースからもう一発の弾薬を左手で取り出すと、両手に染みついた再装塡リロードの手順を実演してみた。

　薬室開放、露出した薬やっ莢きょうのリムに指先を引っかけて外へと弾き出し、返す手で薬室内に二発目の弾薬を滑り込ませて、即座に銃身を撥ね上げ薬室閉鎖──

　所要時間タイムは二秒に近かった。邪念が手て捌さばきのキレを鈍らせている。

「……衰えたな」

「はい」

　切嗣の自嘲的な呟つぶやきに、舞弥は斟しん酌しゃくなく頷いた。彼女はパートナーの往年の腕前を見知っている。

　切嗣は再装塡した弾薬を銃から抜き取り、床に落とした一発も拾って、二発の弾とコンテンダーを再びケースに収めた。

「そこのワルサーよりもな、イリヤの体重は軽いんだ。もう八歳になるのに……」

　独り、苦々しい述懐を漏らしかけた切嗣の意識は、完全に緩みきっていたのだろう。背後から回り込むようにして彼の内懐へと踏み込んできた舞弥の動きに、彼は完全に不意を衝かれた。

　蛇のように素早く伸びた手が切嗣の首に巻きついて後頭部を捕らえ、動きを封じられたその口を──柔らかく乾いた唇が、奪う。

　胸を締め上げる面影とは似ても似つかない、違う女の味と感触。男の郷愁を断絶させるのに、それは容赦ないほどに覿てき面めんだった。

「……いま必要なことだけに意識を向けてください。余計なことは、考えないで」

　蠱こ惑わく的な舌使いの余韻を残した掠れ声で、舞弥は静かに切嗣を律した。

「……」

　言葉もないまま、切嗣は胸の中の情感が冷却されていくのを感じる。冷めきった心の中で、痛みはもう遠く霞かすんでいる。

　こういう女だ。他ならぬ切嗣が、かつて戦場で拾った少女を、こういう女に仕上げてしまった。

　衛宮切嗣という機械を、より機械らしく動作させるための補助機械。それが久宇舞弥である。切嗣がこの戦いを勝ち抜くために、必要不可欠な最後の武器……それはこの女に他ならない。
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　衛宮切嗣と久宇舞弥が新都の安ホテルで合流した丁ちょう度どその頃、冬木市の最寄り空港であるＦ空港の滑かっ走そう路ろに、ボラーレ・イタリア航空のドイツ発チャーター便が舞い降りた。

　同じ冬の凍気といえど、日本のそれはアインツベルン城の厳しさには比べるまでもない。昼下がりの柔らかい日差しを見上げて、アイリスフィール・フォン・アインツベルンは心が軽くなる。

「ここが、切嗣の生まれた国……」

　良い所だ。写真やら何やらで知識だけはあったものの、肌身に感じる空気から、アイリスフィールは改めてそう感じた。

　軽いのは心だけではない。旅客を装って来日するにあたり、彼女は普段の城中で着ているようなドレスではなく、可能な限り市し井せいに馴染めるだけの外出着を用意していた。踵かかとの低いブーツに膝上丈のスカートという軽装だけでも、まるで生まれ変わったかのように動作が軽い。

　とはいえ、とかく外の世界の常識を忘れがちな隠いん遁とん生活を送るアインツベルンでは、〝庶しょ民みんの服装〟として認識されるドレスアップが既に庶民を逸脱していた。シルクのブラウスと膝上丈のロングブーツ、銀狐のファーをあしらったカジュアルコート、どれもこれも高級ブティックのショーウィンドウでしかお目にかかれないような、見るからに生き地じと仕立ての違う逸品である。ファッションモデルでなければ明らかに着負けする装束が、生まれ持った気品を育ちの良さで磨き上げたアイリスフィールには馴染みすぎるほどに馴染んで、むしろ彼女の流れるような銀髪と美貌を飾るに相応しい華になっている。

　これでもアインツベルンの基準の範囲で、アイリスフィールは充分に市街地での擬装に配慮したのだが、どだい彼女ほどの美人が大衆に紛れ込もうというのが無理な相談でしかない。

「どう？　セイバー。空の旅の感想は」

　一足先に滑走路に降り立ったアイリスフィールは、後に続いてタラップを降りてくる小柄なサーヴァントに問いかける。

「別段、どうということも。期待していたよりは味気ないものでした」

　その言葉に偽りはないのであろう。セイバーの翡ひ翠すい色の瞳ひとみは、あくまで平静である。

「あら残念、もっと驚いたり感激したりしてくれるかと思ったのに」

「……アイリスフィール、さては私を原始人か何かと勘違いしていますね」

　不満げに眉根を寄せるセイバーに、アイリスフィールは邪気のない照れ笑いを返す。

「英霊ともなれば、空を飛ぶぐらいは驚くほどのことでもないのかしら？」

「そういうわけではありませんが、サーヴァントとして現界した私には現代の知識が与えられていますから。──それに、セイバーのクラスにある私には騎乗スキルが備わっています。いざとなれば、この飛行機という機械を乗りこなすことも可能です」

　さらりと言われて、アイリスフィールは驚きに目を丸くする。

「操縦──できるの？」

「おそらくは。私の騎乗というスキルは〝乗り物〟という概念すべてに適用される能力ですから。鞍くらに跨またがり手綱を握れば、あとは直感で何とかなります」

　セイバーの表現に、アイリスフィールは吹き出してしまった。彼女は飛行機のコックピットを見ていない。鞍も手綱も見当たらない計器だらけの操縦席と対面したら、何を思うだろうか。

　とはいえ、スキルに対する彼女の説明は真実だろう。セイバークラスの騎乗技能は幻獣、神獣を除くすべての乗り物を駆使できるという。必要とあれば車やバイクといった文明の利器を扱うことも可能に違いない。

「でも少し残念ね。生身の身体で飛行機に乗ったサーヴァントなんて、たぶんあなただけでしょうから」

「……その点は申し訳なく思っています。私が不ふ甲が斐いないばかりに」

「あら、いいのよ。──気にしないで。そういう意味じゃないの」

　外来のマスターたちは、当然何らかの手段で日本に渡航してくるわけだが、アイリスフィールのようにサーヴァントと二人連れを装って旅客便に乗るなどは異例であろう。

　原因はセイバーにあった。彼女は英霊でありながら、他のサーヴァントにはない幾つかの制約があったのだ。中でももっとも由ゆ々ゆしいのは霊体化できないという点である。彼女は実体化を解除して高速で移動したり、休息の際に霊体化してマスターからの魔力供給を抑えるといった、全てのサーヴァントが基本的に備えているはずの能力を持ち合わせていない。切嗣との契約や召喚の方法に落ち度があったわけではなく、アルトリアという英雄の魂たましいが他の英霊とは異なる条件下でサーヴァントとして機能している故ゆえ……らしい。詳細なところはアイリスフィールにも解らない。

　何よりも厄やっ介かいなのは、不可視になって衆人の目を逃れ、自らの存在を秘匿することが出来ないという問題である。まさか現界したときそのままの鎧よろい甲かっ冑ちゅう姿すがたで出歩くわけにもいかず、セイバーは人間を装って当世風の衣装を纏まとい、アイリスフィールに同伴するしかなかった。

　──ただし、こと服装の都合に限って言うなら、アイリスフィールはセイバーの制約をむしろ歓迎していたのだが。

「セイバーと二人で旅が出来たのは、とっても楽しかったわよ。あなた、いくら見てても飽きないし」

「？　アイリスフィール、何か変わった事でも？」

「ううん、何でもないのよ？　気にしないで」

　笑み崩れた顔を誤魔化して、アイリスフィールはそっぽを向く。その様に、ますます胡う乱ろんげに目を細めるセイバー。

「……貴女あなたがそういう笑い方をするときは、何か含むところがあってのこと。何でしょう、正直に言ってほしい」

「あなたがずっと実体なのは、なにも悪いことばかりじゃない、ってこと。おかげで私には、あなたの服を選ぶ楽しみが増えたから」

「……」

　何を暢のん気きな──と言い返そうとして、セイバーは溜ため息いきをついた。霊体化できないという制約は、本来ならばマスターから罵ば倒とうされても仕方ないほどのデメリットである。楽しまれるのも不本意ではあるが、だからといって笑い事ではないのだと主あるじを戒めるのも、それはそれで本末転倒である。

「アイリスフィール、本当に私のこの格かっ好こうは、この時代の往来に馴な染じむものなのですか？」

「ええ、……多分。私もこの国は初めてだし、ちょっぴり不安もあるけれど」

　日本という国の庶民感覚を身につけた第三者がこの場に居合わせたなら、断固としてアイリスフィールの認識に異を唱えたことだろう。

　アイリスフィールが出立の前からセイバーの体格を採寸してオーダーを出し、フランクフルトの空港でテイラーから受け取った彼女のための現代衣装は、濃紺のドレスシャツにネクタイ、フレンチ・コンチネンタル風のダークスーツという取り揃えだった。もはや完璧なる男装である。

　身長一五〇センチ台半ばの少女が着るには、あまりにも突飛で馬鹿げた服装──かと思いきや、これをセイバーが身に纏うとなると俄が然ぜん話が違ってくる。

　いわゆる男装の麗人、といった倒錯的な美しさではない。凜りんとした硬質の雰ふん囲い気きで引き締められたセイバーの美貌は、女性的な色艶とはまた異なった向きのものである。そんな彼女の男装は、もはや浮き世離れした絶世の美少年としか言いようがないほど決まっていた。細い体軀と、あきらかに髭とは無縁な色白できめ細かな肌も、まだ男性なりの色香が身につかない少年の清せい純じゅん無む垢くな雰囲気として素直に納得できてしまうほどだった。

「私の恰好と釣り合いを取って選んだ服なんだけれど、セイバーは気に入らない？」

「はあ、いえ別に。それなりに動きやすい衣装ですし、男装には昔から慣れています」

　鎧甲冑から着替える必然性は、当然ながらあったのだが、ドレスアップの段階でアイリスフィールが必要以上の趣味に走ったことは、どう転んでも否定できないだろう。

　カーゴエリアから降ろされた荷物は飛行機に同乗してきたメイドたちに一任し、アイリスフィールとセイバーは手ぶらのまま税関へ向かった。メイドたちは二人と別行動で冬木市郊外の森にあるアインツベルンの別邸に荷物を搬送した後、そのまま帰国する手て筈はずになっている。今回の聖杯戦争に、アイリスフィールは傍の者を侍はべらすつもりはなかった。無関係な者を不要な危険に晒すことはない。その気になれば身の回りの諸事は自分一人でも片付けられたし、何にも増して、心強いセイバーが伴侶として隣にいてくれる。

　滞りなく入国手続きを済ませ、空港ロビーへと解放されるまでに、さほどの時間はかからなかった。が、そこに到るまでの係官たちの態度──誰も彼もが例外なく、肝を潰つぶして目を白黒させながらアイリスフィールとセイバーを遇したことは、早くも二人にそこはかとない不安を感じさせた。

「やはり、これは……私の服装に問題があるのでは？」

　ロビーを行き交う人々から浴びせられる視線を察して、セイバーは気まずそうに呟く。

「まあ、ちょっと目立ちすぎかもしれないわよね……」

　アイリスフィールも苦笑いするしかなかったが、実のところ視線を集める原因は彼女にもあった。なにせ二人が二人とも絶世の美形である。エキセントリックな服装も、常識離れの度合いで言えばむしろ釣り合いがとれていて、なまじ似合っているだけにたちが悪い。周囲からの注目は奇異の眼差しではなく、もはや陶酔を孕はらんだ羨せん望ぼうの視線であった。

「──行きましょうセイバー。気にしてても始まらないわ」

　そう言ってアイリスフィールは、苦い顔で俯うつむいていたセイバーの手を取った。

「せっかくの日本だもの。戦いが始まる前に、思う存分に満喫しないと」

「いや、アイリスフィール、満喫とかそういう問題では──」

　口ごもるセイバーを半ば引っ張るようにして、アイリスフィールは弾むような足取りでハイヤー乗り場を目指す。そんな彼女の表情が、どういうわけかセイバーには、これまで見たこともないほどに活いき活いきと輝いて見えた。
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　二人が冬木市に到着したのは、ほどなく夕焼けが西の空を染めようかという、午後も大分経ってからだった。

「凄い活気ねぇ……」

　駅前パーク広場でハイヤーを降り、宵よいの頃に向かう雑踏の賑にぎわいに身を晒したところで、アイリスフィールは目を輝かせて感想を漏らした。

　だがその隣に付き従うセイバーは、さながら戦場の地形を吟ぎん味みする指揮官のように、醒めた眼差しで周囲を見渡している。

「すでに切嗣も、この地に辿り着いている手筈でしたね？」

「ええ。私たちより半日早い予定でね」

　すでに入国の段階から、切嗣は自らの存在を秘匿するべく、アイリスフィールたちとは完全に別のルートを辿っていた。彼はまず旅客便を乗り継いで大阪国際空港に降り立ち、そこから鉄道で冬木市に到っている筈である。

「合流の算段はしなくても良いのですか？」

「大丈夫よ。彼の方から私たちを見つけてくれるはずだから」

　セイバーは面おもてにこそ出さなかったが、内心では、ろくな段取りもない切嗣とアイリスフィールの行動方針にいささか呆れていた。

「では、今後の方針は？」

「そうね……当面は、状況の変化を見極めながら、柔軟に臨機応変に」

「つまり、何もすることがないと？」

「そういうこと」

　憮然とするセイバーに、アイリスフィールは子供じみて見えるほど悪戯っぽい仕し草ぐさで微笑する。

「でもそれじゃあ勿もっ体たいないわよね。折せっ角かくこんな遠い国にまで来たんだし」

　にこやかに周囲の雑踏を見渡すと、アイリスフィールは何の気負いを見せることもなく歩き出す。隣のセイバーが慌てて付き従うほどに、その歩調は毅き然ぜんとして淀よどみない。

「ど──どこか敵のサーヴァントを見つける当てでも？」

「ううん。まさか」

　あっけらかんと否定してから、アイリスフィールはくるりと振り向いて、請うような眼差しで連れを正視する。

「ねぇセイバー。折角の機会なんだから、この街を見物しておきましょうよ。きっと面白いと思うわ」

「……」

　予想だにしなかった申し出に、セイバーは一瞬だけ呆気に取られたが、すぐに表情を厳しく引き締めた。

「アイリスフィール。油断は禁物です。こうして冬木の土地に踏み込んだ以上は、もう敵地にいるものと覚悟してください。聖杯戦争は、もう始まっています」

「ええ。そこはセイバーが頼りよ。もし近くにサーヴァントがいれば、気配でそれと判るんでしょう？」

「それはまあ……そうですが」

　霊体・実体を問わず、サーヴァントはサーヴァント同士で互いの気配を感じ取ることが出来る。もちろん索敵能力には個人差があるし、中にはアサシンのような気配を消すスキルを持ち合わせた者もいる。

「私の場合、感知できるのはおおよそ半径二〇〇メートル程度が限界です。それも相手が何らかの能力を行使している場合に限ります」

「そう……でもそれなら、今この場で私たちを狙っているサーヴァントはいないのね？」

「はい。しかし──」

「じゃあ、こっちから誘い出すぐらいのつもりで行きましょう。どうせ捜す当てなんてないんだし」

　見えざる敵を捜し求めて、敢えて挑発的に街中を闊かっ歩ぽするというのも、なるほどひとつの策ではあった。大胆不敵な手段だが、これといって際立った探査能力を持ち合わせているわけでもないセイバーが、積極的に敵を捜そうとするならば、それしか他に方法はない。どのみち霊体化できない時点で、すでに彼女は隠おん密みつ行動という選択肢を失っている。

　だが筋の通った話と認めた上で、なおセイバーはアイリスフィールの方針に不純なものを感じていた。いやどう考えても、彼女はただ単に物もの見み遊ゆ山さんをしたいがためだけに、セイバーを誘っているとしか思えない。

「アイリスフィール、やはりどこかに拠点を構えてから、切嗣も交えて、いったん方策を詰めるべきです。この街の外れには、アインツベルンの用意した城があるのでしょう？」

「それはまぁ……そうだけれど」

　今度はアイリスフィールが言葉を濁にごす番だった。彼女とて、自分が危機感を欠いた軽率な行動をしようとしているという自覚はあるらしい。何か事情があるのかと察して、セイバーは重ねてアイリスフィールに質ただす。

「この街を見て回るのに、どうしてそう拘こだわるのですか？」

「私ね……初めてなの」

　やや気後れした風に、アイリスフィールは俯き加減で答える。セイバーは呆れ半分に溜息をついた。

「──知っての通り、私は聖杯に招かれるに及んで、この世界の知識を得ています。むろん戦場となるこの土地についても。アイリスフィール、ここはさほど大きな都市でも観光地でもありません。とりわけ見るような名所などないはずです」

「ううん、そうじゃないの。そうじゃなくて──」

　アイリスフィールはまるで子供のように、説明になっていない否定で頑かたくなに拒んだ後、しばらく逡しゅん巡じゅんしてから、端的に白状した。

「私──外に出るのが初めてなの」

「……は？」

　すぐには理解が及ばず、セイバーは呆然と聞き返す。

「だから、外の世界を出歩くのは、これが──生まれて初めてなの」

「では貴女は……これまでの生涯を、ずっとあの城で？」

　きまり悪そうに俯いたまま、アイリスフィールは小さく頷く。

「私、この聖杯戦争のためだけに造られた人形だったから。外を出歩く必要なんてないって、そう大お爺様も仰おっ有しゃっていたわ」

　セイバーとて、かつてのアルトリアとしての生涯が幸多いものだったわけではない。

　だが、あの氷に閉ざされた城中に、生まれてからこのかた籠かごの鳥のように囚とらわれ続けてきた人生などというものがあるのなら、さすがにそれには同情を禁じ得なかった。

「もちろん、何も知らないわけじゃないのよ？　特に切嗣が来てくれてからは。彼は映画とか、写真とか、外の世界の景色や出来事をいっぱい私に教えてくれた。ニューヨークだとか、パリだとか、大勢の人が色々な暮らしをしている世界のことを。もちろんこの日本についてもね」

　アイリスフィールは侘わびしそうに笑い、それから辺りの雑踏を、さも愛おしげに見渡す。

「でも……この目で本当に世界を見るのは、これが初めて。だから嬉しくて、つい、はしゃぎ過ぎちゃったみたい。御免なさいね」

　セイバーは静かに目を伏せて頷くと、ダークスーツに包まれた細い肘ひじを、そっとアイリスフィールに差し出した。

「……セイバー？」

「私とて、この街を歩くのは初めての経験ですが──それでもエスコートは騎士の役目です。及ばずながら努力します。さあ、どうか」

「──ありがとう」

　朗ほがらかな喜びに目を輝かして、アイリスフィールはセイバーの肘に腕を絡ませる。

　夜までには、まだ大分時間があった。
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　繁華街の直ただ中なかでも、セイバーとアイリスフィールの取り合わせは存分に衆目を集めた。

　輝く銀髪にカシミアのコートという装いを、決して華美なものにさせずしっくりと調和させるほど気品に満ちた若い女性と、その腕を預かって傍かたわらに侍る玲れい瓏ろうな美貌の少年。こんな組み合わせは、映画スターの集うカクテルパーティにでも行かない限り、お目にかかれるものではない。

　そんな銀幕の中にしか有り得ない幻影が、いま日本の地方都市の街路を悠ゆう々ゆうと闊歩している。道行く人は誰もが一瞬、歩みを忘れて目を見張った。

　二人の歩みは、逢い引きというほどには睦むつまじくもなく、観光というほどの感嘆もなく、ただ歩道の往来に流されるがまま、漫然とそぞろ歩いているに過ぎない。時折ふと足を止め、暮れなずむ夕陽に輝くビルの窓や、煌きらびやかなショーウィンドウの中身といった、どうということもないものをさも嬉しげに眺めたりはしても、決して店に入って散財したり、カフェテラスで憩いこうようなこともない。

　まるで部外者としての身の程を弁わきまえているかのように、二人は喧けん噪そうの中に紛れ込みながらも、それでも一定の距離を置いて慎ましく街の営みを見守っているばかりだった。

　いつしか冬の低い太陽は山の稜りょう線せんの向こうへと完全に沈み、夜の帳とばりの降りた市街は別の顔を見せ始める。色とりどりのイルミネーションが瞬またたく景観に、アイリスフィールは陶然と溜息をついた。

　ここ冬木市より美しい夜景を見せる街など、世界中にはごまんとあろう。だがアイリスフィールにとっては、いま目の当たりにするこの夜、この感動こそが、初めて手に入れた宝物だった。

「本当に、綺麗……大勢の人の営みがあるというだけで、夜がこんなに眩しいなんて……」

　感極まって漏らしたアイリスフィールの呟きに、セイバーは無言のまま頷いた。彼女とて、かつて生きた世界とは遠く時空を隔てたこの場所で初めて目にする景色に、何の感慨も湧かないわけではない。が、外面だけは安穏と構えていても、その裏で彼女は針のように神経を尖とがらせていた。

　ここは、既に敵地──その認識は変わらない。

　セイバーは決して索敵能力に優れたサーヴァントではないし、場合によっては、徘はい徊かいするセイバーの存在を敵のサーヴァントの方が先に察知するかもしれない。衆人環視の中で堂々と襲いかかってくる敵がいるとは考えがたいが、それでも今は、いついかなるタイミングで奇襲を受けようとも不思議のない状況下である。

　それでもなおアイリスフィールを窘たしなめることなく、束の間の自由を満喫したいという彼女の希望を聞き入れたのは、自らの剣に託した揺るがぬ自信故だ。

　彼女は冬木の聖杯が設けた最強のクラス、剣セイバーの座に招かれた英霊である。こと近接戦闘において、彼女を凌駕するサーヴァントは存在しない。どんな不利な状況から戦端が開かれようとも、活路を拓ひらく自信はある。

　奇襲は、むしろ望むところだ。堂々と受けて立ち、返り討ちに仕留めるまでのこと。彼女を相手に策を弄ろうそうとする愚か者には、セイバーのクラスが伊だ達てではないことを思い知らせてやればいい。

「……ねぇセイバー、次は海を見に行かない？」

　興奮を隠しきれぬまま誘うアイリスフィールに、男装の少女は微笑んで頷いた。自らの緊張は、決して相手には気取らせない。

　アイリスフィールを護ると誓った。だからセイバーは、いまアイリスフィールが味わっている歓喜もまた、そのままに守り抜く。それは誇り高き騎士としての意地だった。




　未遠川を跨ぐ冬木大橋を渡った対岸の袂たもとには、広大な海かい浜ひん公園があった。

　夜も更け、人通りも途絶えた寂しい歩道を、二人は連れだって散策した。海からの北風が遮るものもなく渺びょう々びょうと吹き渡り、アイリスフィールの長い銀髪を流星の尾のように巻き上げる。デート中のカップルたちも、夏季ならいざ知らず、冬の夜には寒気を嫌って寄りつかないこの場所だが、初めて海を目にするアイリスフィールは、故郷で飽くほどに慣れた寒さなど意にも介さない。

「ここは、明るいうちに来るべきでしたね……」

　ただ寒々しい闇を湛たたえるばかりの夜の海を見遣りながら、セイバーは少し申し訳なさそうに口にする。だが闇に沈んだ水平線に目を凝らすアイリスフィールは、まったく頓とん着ちゃくしていない。

「いいのよ。夜の海も綺麗だわ。まるで夜空の合わせ鏡みたい」

　延々と寄せては返す波の音に聴き入りながら、アイリスフィールは満面の笑みだった。今日一日の散策がよほど嬉しかったのか、色白の頰をかすかに紅こう潮ちょうさせている。こうして見ると子持ちの人妻とは思えない、まるで年とし端はもいかない少女のように、その笑顔は純朴で無邪気だった。

「殿方に連れ添われて見知らぬ街を歩くのが、こんなに楽しい経験だなんて──本当、思いもしなかったわ」

「殿方の紛い物で、事足りましたか？」

　さも嬉しげなアイリスフィールに、セイバーは、この堅物の英霊には珍しい、やや皮肉げな口調で混ぜ返す。

「充分に。非の打ち所もなかったわ。セイバー、今日のあなたはとっても素す敵てきなナイトだったわよ」

「光栄です。姫」

　慇いん懃ぎんにお辞儀するダークスーツの少女を前に、アイリスフィールは、いささか照れくさそうに顔を逸らして海の方へと向き直った。

「セイバーは、海は好き？」

「好きかと言われると、どうだか……」

　苦笑して、セイバーは遠き故郷に想いを馳せる。

「私の時代の、私の国では……海の彼方かなたは、つねに夷い狄てきの押し寄せてくる場所でしたから。忌いま々いましく思うことはあっても、憧れたことはありません」

「そう……」

　セイバーの返答に、アイリスフィールは少しだけ表情を曇らせる。

「……何だか、申し訳ないわ。あなただって同じ女なのに。

　アーサー王として生きたあなたには、殿方と逢い引きを楽しむなんて、そんな余裕はなかったのよね」

「まあ、それはそうですね」

　セイバーは涼しげに笑って肩を竦めた。女を捨てたことに後悔はない。代わりに、雄々しく戦場を駆け抜けた誇りが、その小さな胸には詰まっている。

「アイリスフィールこそ、本当は私ではなく、切嗣と街を歩きたかったのではありませんか？」

　セイバーの問いに、今度はアイリスフィールの方が醒さめた微笑を浮かべた。

「あの人は……駄だ目めよ。辛い想いをさせてしまうわ」

　返答の意味が解らず、セイバーは怪け訝げんな顔をする。

「切嗣は、貴女と過ごす時間を楽しまないのですか？」

「いいえ。きっと私と同じぐらいに、幸せを感じてくれるでしょうね。……だから駄目なの。あの人は、〝幸福〟であることに苦痛を感じてしまう人だから」

「……」

　その言葉の意味を嚙みしめ吟味して、セイバーは衛宮切嗣という男の中にある矛盾を理解しようとする。

「──己が幸福に値しない人間である、と、そういう引け目を負っているのですか？」

「そうかもしれない。あの人はいつも自分の中で、自分自身を罰している。理想を追いかけて生きるなら、もっと本当の意味で冷酷にならないと駄目なのに」

　アイリスフィールは遠い眼差しで海を見渡す。今もこの街のどこかに身を潜め、同じ目的のために奔走しているはずの夫を想って。

　取りなす言葉をかけようとして、セイバーは思い留まった。

　……今となっては、期せずして沈んだ話題に会話が流れてしまったのが悔やまれる。今日という日の締めくくりは、快い空気のままに終わらせたかったというのに。

　さり気なく、セイバーはアイリスフィールの二の腕を摑んでそっと引き寄せた。ただそれだけの所作で、アイリスフィールは落ち着いた眼差しのままセイバーと視線を交わす。

「……敵のサーヴァント？」

「はい」

　違ちがえようのない感覚だった。一〇〇メートルほど横手の物陰から、まるで挑発するかのようにあからさまに気配を放っている。明らかにセイバーを意識していながらも、それでいて距離を詰めるのではなく、むしろゆっくりと遠ざかっていくのは──

「どうやら、我々を誘っているようです」

「ふぅん。律りち儀ぎなのね。戦う場所を選ぼうってわけ？」

　アイリスフィールは声に緊張を顕あらわすこともなく、依然、悠々と落ち着き払ったまま応じる。戦いに臨んでこの余裕は、すなわちセイバーに託した絶対の信頼の証あかしでもあった。あらためてセイバーは良い主あるじに恵まれたことを胸の内で感謝する。

「どうやら相手の思惑も、私たちとそう変わらなかったみたいね。これ見よがしに気配を振りまいて、嚙みついてくる相手を誘い出す……セイバー、あなたと同じ真っ向勝負のサーヴァントと見ていいんじゃない？」

「となると、クラスはランサーかライダーですね。相手に取って不足はない」

　そう頷くセイバーに、アイリスフィールもまた不敵な笑みを返す。

「それじゃあ、お招きに与るとする？」

「望むところです」

　敵がより自分に有利なフィールドに誘い込もうという腹であれば、みすみす誘いに乗るのは危険を伴う。が、そんな小細工に臆するほどセイバーは脆弱ではなく、彼女の主あるじもまた自らのサーヴァントを過小評価していない。

　敵の気配が遠ざかっていく方角に向けて、悠然と自信の足取りで歩き出すセイバー。アイリスフィールもその後に続きながら、ポケットの中に忍ばせてあった手の平サイズの装置にスイッチを入れる。切嗣から託されていたそれは何でも『発信機』といって、別行動中の切嗣にアイリスフィールたちの位置を伝えるための機械らしい。魔力を使わない機械仕掛けの小道具を、切嗣はよく好んで使う。

　アイリスフィールはセイバーの力量を信じていた。願わくは、これより出会う敵がセイバーよりはるかに格下で、彼女の誇り高いサーヴァントが一ひと太た刀ちのもとに瞬殺してのけるような──そんな安易な展開を期待していた。

　そう、出来ることなら……切嗣が戦いに介入するより先に、騎士には勝負を決めてほしかった。
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　河口も間近な未遠川の川幅を跨ぐ冬木大橋は、全長六六五メートルの威容を誇る、三径間連続中路アーチ形式の橋である。

　アーチの頂いただきは高さ五〇メートル以上。その高みにあって海から吹き込む風をもろに受ければ、すぐさま足を踏み外して眼下の川へと落下するのは当然の末路であり、熟練の整備工とて命綱なしに上ることは決してない。

　そんな冷たい鉄骨の上に、ウェイバー・ベルベットは命綱も何もなく両手両足だけでしがみついていたものだから、このさい致し方なく、普段から心掛けている威厳や余裕を示すことは綺麗さっぱり諦めていた。

　すぐ隣には、彼のサーヴァントのライダーが、どうにも憎らしいほどに威厳たっぷりの態度でもって胡座あぐらをかいて座っている。

「ラ、イ、ダー、早く……降りよう、ここ……早く！」

　寒さと恐怖に、ひっきりなしに歯を鳴らしながら訴えかけるウェイバーの声も、巨漢のサーヴァントはどこ吹く風である。

「見張るには誂あつらえ向きの場所だ。まぁ今暫しばらくは高みの見物と洒しゃ落れ込もうではないか」

　手にしたワインの酒瓶を、時折ぐびりと呷あおりながら、漫然と彼が見下ろしているのは橋の西側の袂、河口から海岸にかけてを覆う広い海浜公園の敷地である。ウェイバーの視力では捉えられないが、ライダーの談によれば、そこに目下の標的──かれこれ四時間ほども追いかけ廻しているサーヴァントの気配があるという。

　敵との接触を求めて市街を徘はい徊かいしていたライダーたちが、そのサーヴァントの気配に気付いたのは午後も遅くなってからのことだった。

　ところがさっそく襲いかかるのかと思いきや、ライダーは遠巻きに相手を監視するばかりで、一向に仕掛けようとしない。疑問に思ったウェイバーが問い質すと、ライダーは鼻を鳴らしてこう答えた。

「アレは明らかに誘っておる。ああもあからさまに気配を振りまいていれば、気付かぬ方がおかしい。すでに余だけでなく、他のサーヴァントたちも奴を見つけて様子を窺っていることだろう。

　放っておけば、いずれ気の短いマスターが痺れを切らせて仕掛けるやも知れん。それを期待して成り行きを見守る手だな」

　ライダーの方針は、ウェイバーの目から見ても非の打ち所もなかった。むしろ意外でさえあった。この豪ごう放ほう磊らい落らくな巨漢のサーヴァントが、思いのほか狡こう猾かつな策略を巡らしていたことが。

　たしかにライダーの言う通り、誘いに乗ってむざむざ挑みかかるのは愚の骨頂である。そんな手に乗る愚か者たちは、放っておいても互いに喰らいあって数を減じていくだろう。あの挑発しているサーヴァントがどれほどの自信家かは知らないが、ライダー以外のサーヴァントが喧嘩を買ってくれるのなら、それはそれで好都合だった。どちらか一方が敗退したところで、勝ち残った方をライダーに潰させる。まさに漁ぎょ夫ふの利というものだ。

　さて、そうと決まれば後は根比べである。市内をあてどなく彷ほう徨こうするサーヴァントの気配を、ウェイバーとライダーは一定の距離を置いたまま追跡し続け、今もこうして見張っている。

　とはいえ──視野の広い高所に陣取る理屈は、むろん解らなくもないが、それにしても限度というものがあるだろう。サーヴァントならいざ知らず、生身の人間にすぎないウェイバーは、ここから落ちれば確実に死ぬ。その程度の理屈が解らないはずもあるまいに、なぜこの巨漢はこうもウェイバーの身の安全に無む頓とん着ちゃくなのか？

「お、降りる！　いや、降ろせ！　も、も、もう嫌！」

「まぁ待て。落ち着きのない奴め。坐ざして待つのも戦いくさのうちだぞ」

　ライダーは酒瓶を呷りながら、そう鷹おう揚ように答えるばかりで、ウェイバーの半泣きの顔を見ようともしない。そもそも両者の間には、〝高い所は危険〟という共通認識からして無いようだ。

「そんなに手持ち無ぶ沙さ汰たなら、預けてある本でも読んでおれ。良い書物だぞ」

　そう言われて、ウェイバーは肩に引っかけたナップザックの忌々しい重量を思い出す。余計な重みを請け負う余裕など一グラムたりともない状況なのに、分厚いハードカバーの詩集のなんと恨めしいことか。

　それは、ライダーが現界してすぐさま図書館を襲撃し奪ってきた本のうちの一冊だった。古代ギリシアの詩人ホメロスが記した『イリアス』──神と人間が入り乱れて戦ったトロイア戦争を描く大叙事詩である。

　地図帳は、まだいい。世界征服を嘯うそぶくライダーが現代の地理に興味を示すのは、馬鹿げているとはいえ解らなくもない。

　だがこの詩集は何なのか？　いざ戦いに臨む段になって、ライダーは地図帳を家に置いてきたくせに、このイリアスを持ち歩くことに最後まで固執した。無論、彼が自分の持ち前の装備以外の物品を持ち歩くとなれば実体化し続けているしかなく、時と場合によっては人目を忍んで霊体化してもらわなければ困るのだから、結局ウェイバーが荷物持ちをやらされる羽目になる。

　たしかにライダーは本の調達を『戦いくさの準備』と言い張っていた。だが兵法書でも何でもない本一冊が、いったい戦場で何の役に立つというのか？

「ライダー……なんで、こんな本、持って、きた？」

　怨念じみた苦渋の声で質すウェイバーに、英霊はひどく厳粛な面持ちで答えた。

「イリアスは深遠だ。戦いの最中にも、ふと詩歌の一節が気になって仕方がなくなるときが、ままあるのでな。そんなときには、すぐさまその場で読み返さんと気が済まんのだ」

「……」

　相手が何か途方もなく出で鱈たら目めなことを言っているような気がしたが、恐怖のせいで頭がよく回らない。

「その場で、って……戦場で？」

「うむ」

「戦場で……戦いながら？　剣、振りながら？」

「そうだ」

　さも当然のことだと言わんばかりに、ライダーは涼しい顔で頷く。

「……どうやって？」

「右手で剣を執とるときは左手で。左手が手綱を握るときは、隣の小こ姓しょうに音読させた」

「……」

　想像を絶する回答に、ウェイバーは言葉を失った。

「驚くようなことではあるまい。余の時代の武人もののふは皆、行ぎょう住じゅう坐ざ臥がが戦いくさとともにあった。飲み喰らいながら戦い、戦いながら女を抱き、眠りながらもまた戦う。その程度、誰でも出来て当然だ」

　開いた口が塞がらない。たしかにこの男なら、本当にやりかねない事だが……

「……噓うそだろ？」

「当たり前だ。馬鹿者」

　失笑とともにウェイバーの額ひたいにデコピンが炸さく裂れつする。

「ぎゃあ～～～ッ‼」

　避けるどころか、悶もだえることさえ不可能だった。なにせ両手両足とも鉄骨にしがみついているだけで精せい一いっ杯ぱいなのだ。ウェイバーは痛む額をさすることすらできず、ただ、あられもない悲鳴を上げるしかなかった。

「だがな坊主、この程度の冗談ならば誰もが笑い飛ばしたのは、真実だ。青くなって呆ほうけるようでは、まだまだ肝が細すぎるのぅ」

　豪放に笑うライダーを前にして、魔術師は額の痛みにぼろぼろと落涙しながら、つくづくこの英霊をサーヴァントに選んだことを後悔した。

「帰りたい……イギリスに帰りたい……」

「そう急せくなと言うておろうに。ほれ、状況もようやく動きそうだぞ」

「……は？」

　ライダーはいかつい顎で、眼下の海浜公園を指す。

「この征服王としたことが、つい今しがたまで気付かなんだが──そこの公園な、どうやらもう一人別のサーヴァントがおった様子だ。そいつも気配を隠しておらん。それどころか、我らが追っていた奴に近づいていく」

「じゃ、じゃあ──」

「二人とも、どうやら向こうの港の方に向かうらしい。売り言葉に買い言葉、というわけだ。これは一戦やらかすと見て良かろう」

　剽ひょうげた風に笑いながらも、その双そう眸ぼうには、いつの間にか獣じみた鋭い眼光が宿っている。まだ傍観の構えとはいえ、それでも英霊イスカンダルの魂は、今ようやく戦場へと戻りつつあるのだ。

　そんなライダーの頼もしさより、ウェイバーの胸を占める想念は、鉄骨の上で身動きできない自分の情けなさの方が勝っていた。──さらに加えて言うならば、彼の心の大部分を占領していたのは、もう地面に降ろしてもらえるのなら何がどうなろうとも構わないという気持ちだった。
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　海浜公園の西側に隣接する形で広がるのは、無味乾燥なプレハブ倉庫が延々と連なる倉庫街である。港湾施設も兼ね備えたその区画は、さらに西の工業地帯を新都から隔てる障壁の役割も担っている。夜ともなれば人通りも絶え、まばらな街灯が無益にアスファルトの路面を照らしている様が、よりいっそう景観を空虚にしている。無人のデリッククレーンが暗い海に向かって整然と並んでいる様もまた、まるで巨大な恐竜の群れが立ったまま化石化しているかのようで不気味だった。

　人目を忍んで行われるサーヴァント同士の対決には、なるほど、うってつけの場所である。

　大型車しゃ輛りょうの行き来を考慮して幅広に設けられた四車線の道路を、セイバーとアイリスフィールは、さながら約定に赴おもむく決闘者デュエリストの如く、堂々と歩んだ。敵もまた、すでに逃げも隠れもせず姿を現している。無人の大通りの真ん中に立ちはだかる長身の人影は、その出で立ちの異様さもさることながら、何よりも沸ふつ々ふつと放つ法外な魔力によって、人ならざる超常の存在であることを暴露している。

　二人のサーヴァントは、およそ一〇メートルほどの間合いを隔てて立ち止まり、対峙した。

　ついに出会った最初のサーヴァント。これより死を賭して競うことになる敵を、セイバーはつぶさに観察する。

　癖のある長い髪をざっくりと後ろに撫でつけた、端整な男だった。まず真っ先に目を惹くのは、その得物。身の丈をさらに上回る二メートル余りの長竿は、もはや武具として見違えようもない。七つのクラスの中でも〝騎士〟の座クラスとして恐れられる三つ──セイバー、アーチャーに並び立つ〝槍〟の英霊。彼こそはランサーのサーヴァントに相違あるまい。

　異様なのは、その象徴的でもある長柄の得物が一本限りではなかったことだ。

　ランサーは右手に緩く握った長槍の穂を肩に預けているのとは別に、左手にももう一本、右のそれより三割ほど短い拵こしらえの短槍を携えていた。

　槍の長さを活用して自在に操るとなれば、当然、両手を使って一本を構えるのが常道である。刀剣ならいざ知らず、二本の槍を同時に使うという流儀は尋常には想像しがたい。

　二本の槍にはいずれも柄から刃先まで、びっしりと呪じゅ符ふらしき布が巻き付けられ、その実体を見ることができない。おそらくは宝具としての真しん名めいを秘匿するための対策だろう。

「よくぞ来た。今日一日、この街を練り歩いて過ごしたものの、どいつもこいつも穴熊を決め込む腰抜けばかり。……俺の誘いに応じた猛も者さは、お前だけだ」

　そう低く朗らかな声で讃たたえてから、男──ランサーの英霊は、身構えることもなく飄ひょう々ひょうとセイバーに問う。

「その清せい澄ちょうな闘気……セイバーとお見受けしたが、如い何かに？」

「その通り。そういうお前はランサーに相違ないな？」

「いかにも。──フン、これより死合おうという相手と、尋常に名乗りを交わすこともままならぬとは。興の乗らぬ縛りがあったものだ」

　それにはセイバーも同感らしく、硬く引き締めていた表情をわずかに弛ゆるめる。

「是非もあるまい。もとより我ら自身の栄誉を競う戦いではない。お前とて、この時代の主あるじのためにその槍を捧げたのであろう？」

「フム、違いない」

　今から命の遣り取りに臨もうとしている者とは思えない、妙に涼しい表情で、ランサーは苦笑した。改めて見ると、ひときわ以上に見み目め麗うるわしい男である。

　高い鼻び梁りょうと凜り々りしい眉の精せい悍かんな顔立ち。固く切り結んだ口元には厳格でストイックな意志を窺わせながらも、どことなく穏やかな憂いを秘めた眼差しが、男ならではの色香を強く匂におい立たせている。右目の下には涙粒のような黒子ほくろがひとつ。それが印象的な目元によりいっそうの艶を添えている。

　実に、視線ひとつで女心をとろかしてしまいそうな美丈夫だった。──否いな、はたしてその婉えん然ぜんたる風情は、容貌だけによるものか？

　セイバーの後ろに控えていたアイリスフィールが、わずかに息を詰まらせながら眉根を寄せる。

「……魅了チャームの魔術？　既婚の女に向かって、ずいぶんな非礼ね。槍兵」

　ランサーは明らかに、女を惑わす霊力を放射していた。ホムンクルスとして魔術の使用に特化したアイリスフィールの肉体だからこそ、人一倍の抗魔力によって抵抗レジストできたが、並の女性ならただの一目でこの男の虜とりこになっていただろう。

　だがアイリスフィールの抗議に、ランサーは苦笑して肩を竦める。

「悪いが、持って生まれた呪いのようなものでな。こればかりは如何いかんともしがたい。俺の出生か、もしくは女に生まれた自分を恨んでくれ」

　魅惑の呪いの代表格といえば『魔眼』だが、さっきまでランサーが直視していたのは前に立つセイバーだけで、その後ろのアイリスフィールには視線を向けていなかった。おそらく魅了が発動したのは、アイリスフィールがランサーの顔を見た折であろう。魔眼ならぬ『魔貌』といったところか。

　セイバーは鼻で笑って、ランサーを眇め見た。

「その結構な面構えで、よもや私の剣が鈍にぶるものと期待してはいるまいな？　槍使い」

「そうなっていたら興醒めも甚はなはだしいが、成る程、セイバーのクラスの抗魔力は伊達ではないか。……結構。この顔のせいで腰の抜けた女を斬るのでは、俺の面目に関わる。最初の一人が骨のある奴で嬉しいぞ」

「ほう、尋常な勝負を所望であったか。誇り高い英霊と相見えたのは、私にとっても幸いだ」

　嘯いて、セイバーも静かな微笑を返した。限りなく透明で凄せい烈れつな、生命の遣り取りに臨む者同士だけが浮かべ得る笑みだった。

「それでは──いざ」

　ランサーは担いでいた右の長槍を一旋させて持ち直し、左の短槍もまたゆるゆると切っ先を持ち上げる。二本の槍を、まるで翼を拡げるかのように大きく掲げたその構えは、まったく流儀の読めないものだった。

　セイバーもまた、体内に沸々と滾たぎっていた闘気を、ここにきて解き放つ。迸ほとばしる魔力が、竜巻のように渦を巻いて少女の細身なダークスーツを包み込み──次の瞬間、彼女は白銀と紺こん碧ぺきに輝く甲冑に身を包んでいた。魔力により編まれた鎧と籠こ手ては、この麗しき騎士王の、英霊としての本来の姿であった。

「セイバー……」

　緊張に生なま唾つばを吞みながら、アイリスフィールが後ろから呼びかける。二人のサーヴァントの放つ闘気と、その緊張に張り詰めた大気を敏感に察した彼女は、たちどころに悟っていた。──この戦い、自分の割り込む余地など微み塵じんもない、と。

　それでも、ただ傍観するだけでは済まされない。彼女は代理とはいえ、セイバーのマスターを務める身である。

「……気をつけて。私でも治癒呪文ぐらいのサポートは出来るけど、でも、それ以上は……」

　皆まで言わせず、セイバーは頷いた。

「ランサーはお任せを。ただ、相手のマスターが姿を見せないのが気懸かりです」

　セイバーの言うとおり、この場にまだ姿を見せていないランサーのマスターは、それ単体で独立した脅威だった。普通ならマスターはサーヴァントの傍らに同伴し、戦況に応じた指示を飛ばす一方で、魔術によるサポートを行うのが定石だ。ランサーのマスターは、配下のサーヴァントを信頼しきって全権を委任しているのでもない限り、必ずどこか間近な場所に身を潜め、ランサーの戦いぶりを見守っているはずである。

「妙な策を弄するかもしれない。注意しておいてください。──アイリスフィール、私の背中は貴女にお任せします」

　翡翠色の瞳が、物静かに語っていた。怯えるまでもないと。

　剣の英霊を信じよ。

　その英霊により主あるじと認められた、アイリスフィール自身を信じよ。──と。

「……わかったわ。セイバー、この私に勝利を」

「はい。必ずや」

　決然と頷いて、セイバーは一歩を踏み出す。

　身構えて待ち受けるランサーの、その長槍の間合いへ向けて……
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　アイリスフィールの発信機からの信号に導かれて、夜の倉庫街へと駆けつけた衛宮切嗣と久宇舞弥は、人気の途絶えた静寂に出迎えられた。

　聞こえるのは海から吹き込む風の音ばかり。あとは死のような沈黙と停滞した空気が、何の変哲もない夜のしじまを装っている。

　にも拘わらず──

「……始まってるな」

　辺り一帯に張り詰めた魔力の気配だけで、切嗣は状況を正しく理解した。

　誰かが結界を張っている。おそらくは敵のサーヴァントのマスターだろう。聖杯戦争とは無縁の通行人から、この街路の奥の状況を隠いん蔽ぺいするための擬装だ。おのれの行いを衆目から覆い隠すのは魔術師にとって鉄則である。

　一〇キロ余りもある異形の狙撃銃を小脇に抱えたまま、切嗣は暫しばし思案した。発信機からの信号で、アイリスフィールたちのいる位置はほぼ正確に解っている。問題は、どうやってその場所に接近し、そして何処どこから見守るか、だ。

　戦闘に身を投じる気は毛頭ない。そのための狙撃銃である。距離を隔てた位置から戦況を見極め、隙を見て敵のマスターを狙い撃つのが切嗣の目的だった。もとより霊的存在であるサーヴァントに傷を負わせることができるのは、同じ英霊であるサーヴァントだけに限られる。切嗣と舞弥の銃にどれほどの威力があろうとも、サーヴァント相手には豆鉄砲ほどの効果もない。サーヴァントの相手をするのはあくまでセイバーの役目だ。それも敵のサーヴァントが自分のマスターの保護に神経を割けなくなる程度まで、戦況を加熱させてくれればそれでいい。

「あの上からなら、戦場がくまなく隅々まで見渡せますが」

　舞弥がそう言って指さしたのは、岸壁の闇夜を背景に聳そびえ立つデリッククレーンだった。操縦席の高さは目算でも三〇メートル余り。誰にも気付かれることなく上に登れば、最良のポジションから眼下を俯ふ瞰かんできる。

　舞弥の意見に異論はなかった。が、だからこそ切嗣は首を横に振った。

「たしかに、監視にはあそこが絶好だ。誰が見たってそう思うだろう」

「……」

　皆まで言わせることもなく、舞弥は切嗣の意図を理解する。

「舞弥は東側の岸壁から回り込め。僕は西側から行く。──セイバーたちの戦闘と、それとあのデリッククレーンの両方を見張れるポイントに着くんだ」

「解りました」

　ＡＵＧ突撃銃を腰の高さに構えたまま、舞弥は小走りに音もなく倉庫街の物陰へと消えていく。切嗣もまたアイリスフィールの発信機の反応を窺いながら、油断のない足取りで反対方向へと移動を始めた。
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　アイリスフィールは、ただ驚愕に息を吞のんでいた。

　いま彼女の眼前で繰り広げられる戦いの、度外れた凄まじさ。

　推おし量はかるにそれは、ただの前時代的な決闘でしかないはずなのだ。

　ともに甲冑を身に纏い、剣と槍とを鍔つば迫ぜり合わせるというだけの、一対一の武人の対決。

　だが迸る魔力の量が違う。激突するその熱量が違う。

　ただ鋼と鋼が打ち合うだけで、これほど破壊的な力の奔流が吹き荒れることなど有り得ない。

　踏みしめる足が路面を穿うがつ。

　空振った一撃の風圧が街灯を割る。

　超高速の剣けん戟げきは、もはやアイリスフィールの視力で捕捉しきれない。ただ、激突し相そう克こくしあう二人の余波を見届けることしか叶わない。

　倉庫の外装から引き剝がされたトタン材が、まるでアルミホイルの一片のように異常な形に歪んで軽々と宙を舞い、アイリスフィールのすぐ脇を吹き飛んでいく。なぜあの建物の壁が剝がれたのかは理解できない。きっと程近い辺りの虚こ空くうを、セイバーの剣かランサーの槍が擦さっ過かした──ただ、それだけのことだったのだろう。

　風が唸る。

　この世界の物理法則にあるまじき狼ろう藉ぜきに、大気がヒステリーをおこして絶叫している。

　荒れ狂うハリケーンの直中にあるかのように、無人の倉庫街はいま容赦なく蹂じゅう躙りんされ、破壊されつつあった。

　たった二人のヒトガタが白兵戦を演じているだけで、街が崩壊していくのだ。

　聖杯戦争──

　その脅威と驚愕を、いまアイリスフィールは目の当たりにしていた。神話、伝説の世界の住人を、この現世に具現させ激突させるという意味を。

　それはまさに、あり得べからざる神話の再演。

　雷が天を裂き、荒れ狂う波は濤とうが大地を砕く、幻想でしか成立し得ないはずの奇跡の具現。

〝これが……サーヴァント同士の戦い……〟

　かつて想像だにしなかった領域の世界を、アイリスフィールは瞬きする隙すら見出せずに注視し続けるしかなかった。




　そして驚愕の念は、セイバーとて同じだった。

　彼女とて、幾多の戦場を先陣切って駆け抜けた騎士である。剣と槍と盾の鬩せめぎ合いについては、食器の扱いも同然に熟知し、慣れ親しんでいる。

　そんな彼女の知る限り、〝槍〟というのは両手で扱うのが常道の武器。その原則に例外はない。

　よってセイバーは、ランサーのサーヴァントが二本の槍を携えて現れたことを、擬装の策と勘繰っていた。

　彼が槍の座クラスに据えられた英霊である以上、その手に執る槍が宝具であることはまず間違いない。そして聖杯戦争の鉄則として、宝具の正体を見破られることは自らの真しん名めいを暴かれるに等しい。

　ランサーの槍に巻かれた包帯状の呪符は、間違いなく槍の正体を秘め隠すためのものだ。彼とそのマスターは、真名の秘匿についてとりわけ慎重である。

　ならば、さらに敵を惑わす策略として、偽の槍まで用意するという周到さも充分に考えられる。どちらか一方の槍が偽物で、ただの棒きれに過ぎないとしても、対峙するセイバーは二本の槍を同時に警戒し続けなければならない。

　だとすれば、右の長槍、左の短槍──はたしてどちらが、あのランサーの〝真の槍〟なのか？

　その見極めに勝機があると判断し、セイバーはランサーの槍やり捌さばきを見切るのに専念していた。愛用の得物とその囮フェイクでは、必ずや技の重みに〝虚〟と〝実〟の差が生じるのが道理である。

　ところが──

　これで三度目になる踏み込みを阻はばまれて、セイバーは大きく飛びすさり間合いを取った。

「どうしたセイバー。攻めが甘いぞ」

「……ッ」

　ランサーの揶や揄ゆにも返す言葉がない。もう三〇合ばかりも打ち合いながら、セイバーはただの一度も敵を己の刃圏に捉えていない。

　ランサーが右腕一本で刺し突とつを繰り出し、縦横無尽に振り払う長槍の穂先は、両手で繰られるのに遜そん色しょくない速度と重さを誇っていた。いや、片腕だけで操作されるその槍は、むしろ尋常な両手の槍術にはない変幻自在で奇抜な挙動を繰り返し、予想外の角度からセイバーに奇襲をかけてくる。

　それでも竿さお状じょう武器の宿命として、連撃の合間にはしばしば隙を見せるのだが、虚を衝いて懐ふところに飛び込もうにも、そのタイミングに限って左の短槍が、周到にセイバーを牽けん制せいしている。さっきからセイバーの打ち込みは、隙のない短槍の切っ先で封殺されたままだ。

　二本の槍のいずれにも〝虚〟がない。このランサーの英霊は、左右それぞれの短長の槍を、それぞれ左右の腕一本で何不自由なく操っている。いかな研けん鑽さんを積んだ槍術が、これほどの離はなれ業わざを可能とするのか。

〝……この男、出来る！〟

　初戦でありながら、早くも予想外の難敵に巡り会った戦せん慄りつに、セイバーの総身を武者震いが駆け抜ける。




　だが驚愕の念は、ランサーとて同じだった。

　攻めの手数の多さでいえば、傍はた目めにはランサーが優位に立って防戦一方のセイバーを圧倒しているかに見えよう。が──実態は違う。

　ランサーは初手から今に至るまで、セイバーを不用意に近づけないよう追い散らすのに手一杯だった。軽口を叩いて揶揄してはみても、攻めに転じられないのは彼とて同じだったのだ。

　本来なら両手武器である槍のリーチと重量を、片手武器同然のスピードと柔軟さで駆使している彼である。しかも長短二本の槍を併用して間合いの遠近にも対応している。武装の優位さで語るなら、ただの一刀を振りかざすばかりのセイバーに遅れを取る道理はない。

　にも拘わらず──

〝何とまた卦け体たいな剣を……〟

　ランサーは内心で独りごちた。超高速の剣戟を視認できずにいたのは、傍観するアイリスフィールだけではない。同じサーヴァントでありながら、ランサーもまたセイバーの執る剣が見えなかったのである。

　ランサーは知る由よしもない。これこそが英霊アルトリアの宝具のひとつ、『風王結界インヴィジブル・エア』の脅威である。

　剣の周囲に、大量の空気を魔力で集積して束縛し、光の屈折率を変えて不可視にする。宝具の能力としては決して派手な部類ではないが、こと近接戦闘における効果は絶大だ。

　セイバーと相対した敵は、見えざる剣の斬撃を受け、また自らの攻撃も不可視の剣に阻まれる。ランサーの焦しょう燥そうも当然だった。セイバー自身の挙動から太刀筋を読みとる程度のことはできても、刀身の長さが判らないのでは間合いの測りようがない。

　結果としてランサーは、明らかに相手の攻撃圏外と判断できる距離を維持し続けることでしか、セイバーの剣に対処できなかった。流麗で派手な技を連発する槍捌きが圧倒的に見えるのは上辺だけの話である。変則攻撃による幻惑でセイバーの出鼻を挫くじいてはいるものの、ランサーもまた決め手となる攻撃を繰り出すチャンスを一向に摑めない。

〝この女、手強い……！〟

　最初の敵を前にして、早くも死力を尽くした激闘を予感し、その血の滾りにランサーは悽せい愴そうな笑みを浮かべる。




　二人の英霊は、眼前の対決に気を取られるあまり、周囲の警戒に意を割く余裕などなかった。

　否、たとえあったとしても、その忍び寄る存在をはたして察知していたかどうか……

　何故ならば、火花散らす剣と槍の斬舞からは遠く距離を隔てながら、音もなく忍び寄ってきたその影は、サーヴァントの霊感すらも欺あざむく『気配遮断』スキルを備え持っていたからだ。

　海を渡って吹き込む突風に漆黒のローブを煽られながら、白い髑髏面の下でほくそ笑む無貌の唇。

　誰がその存在を予期し得ようか。昨夜、数多の目撃者の眼前で消滅したはずのサーヴァント『アサシン』が、いま再び夜の倉庫街に姿を現したのである。

　誰に気づかれることもなくアサシンが身を潜めていたのは、セイバーとランサーの対決を見守るのに絶好の高所──岸壁に聳え立つデリッククレーンの上だった。戦場となっている倉庫街の街路からは五〇〇メートル近く離れている。人間の視力など及びもつかないサーヴァントの目であれば、この距離からでも死闘の直中にあるランサーとセイバーの、その表情までもが見て取れた。だがこの遠距離にアサシンのスキルを重ねれば、戦闘中の二名はもちろん、他にそれを監視しているサーヴァントがいたとしても、まず察知される気遣いはない。

　さらに隠身に鉄壁を期するなら、実体を纏わずに霊体のまま斥候を行うことも可能であったし、その場合はもっと標的に接近することもできた。が、霊体の状態ではアサシン自身の知覚もまた『霊視』の感覚のみに限定される。今夜のアサシンに与えられた任務は、戦闘の状況を〝肉眼で見届ける〟ことなのだ。

　マスターの意図を理解していたアサシンは、その指令を従しょう容ようと受け入れ、ただ黙然と彼方の死闘を注視し続けていた。
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　死闘の続く倉庫街より南東に遥か一五キロ。

　夜の沈黙に抱かれた冬木教会の地下室にて、闇の中に座す人物がいた。

　目を閉ざし、それでいて微睡まどろむこともなく、静寂の中に神経を尖らせている漆黒の人影は、言峰綺礼の僧衣姿である。

　傍目には瞑めい想そうに耽るかのようなその横顔が、いま耳じ朶だに海風の唸りを聞き、瞼まぶたの裏に剣けん戟げきの火花を眺めていようとは、誰に想像し得ようか。

　彼の視覚と聴覚が認識しているのは、遠く離れた倉庫街で人知れず展開されているサーヴァント戦……今この瞬間に彼のサーヴァントであるアサシンが見届けている光景と、寸分違わぬ知覚であった。

　彼が行使しているのは、三年に亘る修業の成果だった。遠坂時臣により伝授された魔術のひとつ、共感知覚の能力である。

　魔力の経路パスが繫がった契約者に対し、綺礼はこうして感覚器の知覚を共有することが可能だった。聖杯戦争において、サーヴァントの行動を遠隔地から完全に監視できるこの術は極めて有用度が高い。特に斥候能力に長たけたアサシンを従えているのであれば、鬼に金棒とも言うべき能力である。

　唯一の難点といえば、共有の対象である契約者の同意がなければ行使できない点であろう。現に、この術を綺礼に伝授した当の時臣本人は、アーチャーの知覚への割り込みを許されていない。気位の高い英雄王からすれば、たとえマスターといえども覗のぞき見みなどは慮りょ外がい千せん万ばんであるらしい。

　だが、否、だからこそ、そのための綺礼とアサシンなのだ。

「──未遠川河口の倉庫街で、動きがありました。いよいよ最初の戦闘が始まった様子です」

　そう綺礼が語りかける闇の中には誰もいない。代わりに、そこには卓上に載せられた古めかしい蓄音機が、真しん鍮ちゅう製せいの朝顔を綺礼に向けて傾けている。果たして、ただの骨こっ董とう品と見えた蓄音機は、人語によって綺礼の言葉に応答した。

『最初、という言い分はあるまい。公式には〝第二戦〟だよ。綺礼』

　かすかに歪んだ音質ではあるが、余裕のある洒脱な声は、まぎれもなく遠坂時臣のものである。

　よくよく見れば、その骨董装置は、古式ゆかしい朝顔形の集音部分があるせいで蓄音機と見紛うが、その下にあるべきターンテーブルと針がない。代わりに朝顔の終端にあるのは、針金の弦によって支えられた大粒の宝石である。

　この装置は時臣によって綺礼に貸し与えられた、遠坂家伝来の魔導器だった。これと同じ装置が遠坂邸の工房にも据え付けられ、おそらくは今、時臣もまた朝顔に対面して座しているはずである。二つの装置の宝石は距離を隔てて共振し、朝顔から伝わる空気の振動を相互に交換しあう。つまりは遠坂家の宝石魔術を応用した〝通信装置〟がこれだった。

　冬木教会が言峰璃り正せい神父の管轄下に収まった時点で、時臣はこの宝石通信機を教会に運び込んでいた。無論、目的は陰の協力者である璃正神父と、その息子──聖杯戦争の開始と同時に、まず最初の敗北者として教会に保護される段取りになっていた言峰綺礼とに、密かに連絡を取ることにあった。

　目下、目もく論ろ見みはすべて順調である。教会の中の綺礼に外部との連絡手段があるなどとは、誰も想像すまい。もともと魔術師でない綺礼にしてみれば、なにもこんな奇妙な装置を使わずとも無線機で充分事足りるように思えたが、遠坂の宝石通信機は無線と違って万に一つも傍受される心配はない。より慎重を期すると思えば、時臣の流儀に沿そうのもさして無益ではなかった。

　ともあれ当面は、アーチャーに代わって、アサシンと綺礼が時臣の目となり耳となる。綺礼はアサシンの視覚を自分なりに観察し、マスターとして与えられたパラメーターの透視能力も動員して、なるべく子細に状況を描写した。

「戦っているのは、どうやら──セイバー、それにランサーのようです。とりわけセイバーは能力値に恵まれています。大方のパラメーターがＡランク相当と見受けられます」

『……成る程な。流石さすがは最強のクラス、といったところか。マスターは視認できるか？』

「堂々と姿を晒しているのは、一人だけ……セイバーの背後に控えています。銀髪の女です」

『ふむ、ならばランサーのマスターには身を隠すだけの知恵がある、と。素人ではないな。この聖杯戦争の鉄則を弁えている……待て。セイバーのマスターだが、銀髪の女だと？』

「はい。白人の若い女です。銀髪に赤い瞳。どうにも人間離れした風ふ情ぜいに見えますが」

　真鍮の朝顔の向こう側から、黙考の沈黙が伝わってくる。

『……アインツベルンのホムンクルスか？　またしても人形のマスターを鋳ちゅう造ぞうしたのか……あり得ぬ話ではないが……』

「ではあの女が、アインツベルンのマスターなのですか？」

『ユーブスタクハイトが用意した駒は衛宮切嗣だとばかり思っていたが……まさか見込みが外れるとはな』

　胸の内に湧いた奇妙なささくれを、はじめ綺礼は自覚できずにいた。すこし間をおいてからようやく、それが落胆の念だということに気がついた。

『ともかく、その女は聖杯戦争の趨すう勢せいを握る重要な鍵だ。綺礼、決して目を離すな』

「……了解しました。では常時、一人を付けておくことにします」

　そう謎めいた言葉で請け負ってから、綺礼は引き続き、彼方で繰り広げられている二人の英霊の激げき斗とうを注視する。

　だが火花散らす剣戟の閃ひらめきも、迸る魔力の奔流も、どこか彼には先刻よりも色いろ褪あせて見えた。
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　岸壁間際の集積場に積み上げられたコンテナの山の隙間から、切嗣はそっとワルサー狙撃銃の銃口を覗かせ、電子の目で夜の闇を透かし見た。

　まずは熱感知スコープ。……いる。夜気に冷え切った黒と青の空漠を背景に、くっきりと浮かび上がる赤やオレンジの反応色。ひときわ大きく白熱する熱源は、おそらくサーヴァント二体ぶんの映像だ。激しく交錯する両者の放熱は、渾こん然ぜん一いっ体たいとなって大輪のフレアを咲かせている。

　それよりも遥かに小さいが、まぎれもなく人体の放熱パターンとして映っている反応が、あと二つ。道路の真ん中に佇ちょ立りつしてサーヴァントの対決を見守っているのが一人、そしてもう一人は──やや離れた倉庫の屋根の上に、身を潜めるようにして蹲うずくまっている。

　どちらが狙うべき標的なのかは、容易に判断がついた。

　確認のため切嗣は熱感知スコープのアイピースから目を離し、隣の光量増幅スコープを覗き込む。薄緑色の燐りん光こうに彩られた深海のような視界は、だが熱線視界よりはっきり鮮明に闇の帳を暴き出す。

　やはり往来に立っている方がアイリスフィールだった。さも誇り高いセイバーのパートナーに相応しく、隠れ潜むことなく堂々と戦うよう、彼女には予あらかじめ言い含めてある。

　ならば屋根の上にあった熱源こそが、敵のマスター……切嗣のセイバーと渡り合う二槍の使い手、ランサーの主あるじであろう。

　闇に身を潜めたまま、切嗣は冷酷にほくそ笑んだ。望ましい最良の展開だ。ランサーのマスターは幻影や気配遮断といった魔術的な迷彩で自分の位置を隠匿していたのだろうが、それで事足れりとして機械仕掛けのカメラアイに対する配慮を怠った。これまでに切嗣の餌え食じきとなってきた魔術師たちと、まさに同じ轍てつを踏んでいる。

　さっそく口元のインコムで、戦場の反対側に陣取っている舞弥に呼びかける。

「舞弥、セイバーたちの北東方向、倉庫の屋根の上にランサーのマスターがいる。見えるか？」

『……いいえ。私の位置からは死角のようです』

　可能であれば、切嗣と舞弥との十字砲火で万全を期したかったのだが、あいにく攻撃可能なポジションにいるのは切嗣一人だけらしい。だが問題はない。距離は三〇〇メートル弱。切嗣の腕前であれば確実に一撃で仕留められる。狙撃手の存在に勘付いていない以上、あの魔術師に・３００ウィンチェスター・マグナム弾を防御する術はない。

　銃身上に備え付けられた二脚架を拡げ、狙撃体勢に入ろうとしたところで──切嗣は思い留まり、いったんワルサーの銃身を巡らせてデリッククレーンの上に狙いをつけた。

　途端に、彼の段取りは根底から覆される。

　胸の内で舌打ちしながら、切嗣は再びインコムに囁ささやきかけた。

「舞弥、クレーンの上だ……」

『……はい。こちらもいま視認しました。読み通りでしたね』

　切嗣が暗視スコープで捕らえた人影は、舞弥のＡＵＧ突撃銃の照準装置にも捕捉されていたらしい。

　切嗣と舞弥に続き、セイバーとランサーの死闘を覗き見る第三の監視者が、いまデリッククレーンの操縦席に姿を見せていた。

　予期できた事態ではある。聖杯戦争の緒戦においては、積極的な対決よりもむしろ傍観が上策だ。堅実なマスターであれば、他のサーヴァントが戦闘に入っても決して嘴くちばしを突っ込まず、それでも抜かりなく監視にだけは馳せ参じるだろう。そして戦いの末に、勝者が疲弊しきっていれば乱入して漁夫の利を攫さらうも良し。そう都合よく事が運ばなかったにしても、敵の手の内を探ることはできる。

　いの一番にセイバーたちの戦いの現場へと駆けつけた切嗣だったが、彼は観客ギャラリーが自分たちだけで終わるとは思わなかった。だからこそデリッククレーンという最良の監視ポイントをみすみす放棄し、後に現れるかもしれない新たな監視者のために、敢えてその場所を譲ったのである。結果は見事に思惑通り。敵はデリッククレーンが見張られているとは露知らず、観戦に誂え向きな特等席を占せん拠きょして、結果、切嗣たちの前に姿を露呈させた。

　とはいえ、切嗣にも計算外の要素はあった。

　暗視スコープの薄緑の画像を、改めて切嗣は凝視する。新たなる監視者の出で立ち……全身を覆う漆黒のローブと、顔に塡はめられた髑髏の仮面。信じがたいことではあったが、それは昨夜、遠坂邸の庭で消滅して果てたはずのアサシンに他ならなかった。

　舞弥の使い魔が録った画像に釈然としないものを感じていた切嗣は、死んだはずのアサシンの再登場にも、ことさら驚きの念はなかった。その面妖さはこのさい置いておくとしても、問題なのはデリッククレーンの上に陣取ったのがサーヴァントだという点である。

　いま切嗣がランサーのマスターを狙撃すれば、まず間違いなく相手を即死に至らしめるだろう。だが同時に、銃撃の位置はアサシンにも露見する。アサシンは決して戦闘力に秀でたクラスではないが、それでも超常存在たるサーヴァントの端くれ。いかに切嗣が魔術師といえど太刀打ちできる相手ではない。

　セイバーの助勢は期待できなかった。現状ではセイバーと切嗣の距離が、アサシンと切嗣の距離よりも遥かに遠い。そもそもセイバーは切嗣がここにいるという事実すら了解していないのだから、咄とっ嗟さに反応できるわけがない。

　さらに加えて彼女はランサーとの死闘の真っ最中である。たとえマスターを屠ほふられて魔力の供給が途絶えたとしても、サーヴァントは独力である程度の時間は現界を保てるから、ランサーのマスターを倒しただけで即座にランサーをも排除できる、というわけではないのだ。

　残る手段があるとすれば──令呪。

　マスターの令呪による命令権は、サーヴァントの能力の範囲内に留まるものではない。サーヴァントに抵抗のない、マスターとの同意に基づいた命令であれば、令呪はその英霊のポテンシャルを逸脱した奇跡すらも可能にする。いざとなればセイバーをいま切嗣のいる場所まで瞬間移動させ、アサシンからの防衛に当たらせることも不可能ではあるまい。ただし、その場合には無防備なままのアイリスフィールがランサーの前に置き去りにされる羽目になる。

　──諸もろ々もろの要素について、切嗣は思案を総動員して検証し、すみやかに結論を下した。ランサーのマスターを仕留める絶好の機会ではあるが、今夜のところは見送るしかない。

　一いっ旦たんそうと決めれば、切嗣はそれ以上何の未練も残さなかった。

「舞弥、引き続きアサシンを監視してくれ。僕はランサーを観察する」

『了解』

　静かに吐と息いきをつくと、切嗣はワルサーの重い銃身を二脚架に預け、心を落ち着けて暗視スコープの映像に見入った。

　策を巡らす余地がなくなった以上、切嗣にとって今夜のセイバーの戦いは徒労でしかない。みすみす宝具を使ったりせず、程良いところで切り上げてアイリスフィールともども逃走してくれれば有り難いのだが──あの誇り高い英霊に限って、そういう思考は期待できまい。

　ともあれ、一度ぐらいは自分の手駒の力量を見極めておくのもいいだろう。

「……では、お手並み拝見だ。かわいい騎士王さん」






-154:03:11






　セイバーとランサーの対決は、依然、拮きっ抗こうしたまま続いていた。

　むしろ互いが互いの力量を測りあぐねて小手調べに終始するようになってからは、いよいよ膠こう着ちゃくの様相を呈しはじめていたと言ってもいい。

　無論、たかが小手調べといってもサーヴァントの話である。その余波を食らった街路には、惨さん憺たんたる破壊の爪痕が刻まれていた。すでに二棟の倉庫が倒壊し、路面のアスファルトは畑の畝うねのように掘り返されている。戦場となったその一角だけが、まるで直下型の大地震に見舞われたかのような有様だった。

　そんな惨状の直中に、セイバーとランサーは、どちらもいまだ掠かすり傷ひとつ負わないままに対峙し、互いに次の一手を見計らって睨み合っている。両者とも疲弊の色はない。

「名乗りもないままの戦いに、名誉も糞もあるまいが──」

　二槍の切っ先に殺意を漲みなぎらせながらも、その眼差しだけは涼しげなまま、ランサーはセイバーに語りかける。

「ともかく、賞賛を受け取れ。ここに至って汗ひとつかかんとは、女だてらに見上げた奴だ」

「無用な謙遜だぞ、ランサー」

　不可視の剣を掲げたまま、セイバーもまた口元に笑みを刻んでいた。

「貴殿の名を知らぬとはいえ、その槍捌きをもってその賛辞……私には誉ほまれだ。ありがたく頂戴しよう」

　共に素性も知らず、縁もゆかりもない異境の地にて相対した二人であったが、このとき両者の心には確かに相通ずるものがあった。

　どちらも自ら鍛きたえ上げた技と力を矜きょう持じとし、それに匹ひっ儔ちゅうするだけの敵と見まみえれば惜しみなく畏敬を捧げる──そんな戦士としての誇りを胸に秘めた者同士であることを、二人の英霊は理解しあっていたのである。

　だが──

『戯ざれ合いはそこまでだ。ランサー』

　どこからともなく響き渡った冷淡な声に、セイバーとアイリスフィールが目を見張る。

「ランサーの……マスター⁉」

　凝ぎょう然ぜんとアイリスフィールは周囲を見渡すが、それらしい人影はない。声は不自然な反響を伴い、男の声か女の声か、そもそも何処から響いたのかさえも判然としなかった。おそらくは幻覚による偽装だろう。あくまで敵はアイリスフィールたちの前に姿を見せない腹でいるらしい。

『これ以上、勝負を長引かせるな。そこのセイバーは難敵だ。速やかに始末しろ。──宝具の開帳を許す』

　見えざる魔術師の言葉に、セイバーは表情を引き締める。

　宝具──いよいよサーヴァントとして本気の牙を剝けと、そうランサーは促されているのだ。

「了解した。我が主あるじよ」

　それまでの飄ひょうとした気風とは裏腹に、ランサーは粛しゅく然ぜんと声を落として、武器の構えを改めた。

　左手に持っていた短槍を、何の未練もなく足下に放り捨てる。

〝では……あの長槍の方が、ランサーの⁉〟

　セイバーの凝視する前で、ランサーの右手の長槍から、呪符の緊縛が剝がれ落ちていく。

　それは、深紅の槍だった。さっきまでとは桁けた違ちがいの魔力が、不吉な蜃しん気き楼ろうのように、ゆらり、と槍の穂先から立ち上る。

「──そういう訳だ。ここから先は殺とりに行かせてもらう」

　ついに露わになった必殺の得物を、今度こそ両手に構え直して、ランサーは低い声で呟いた。

　セイバーもまた剣の構えを低めに変えて、それまで以上に慎重にランサーとの間合いを測る。

　宝具が発揮する効果は、大別して二つに分類される。

　ひとつは真しん名めいを宣言するとともに一撃必殺の大威力を発揮するタイプ。セイバーの必殺奥義はこれだ。今は不可視の結界に護られている『約束された勝利の剣エクスカリバー』だが、偽装をかなぐり捨ててその真名を叫べば、彼女の宝剣は光の奔流を放ち一千の軍勢を薙なぎ払う。まさに大地を焦土にまで変える対城宝具であり、おいそれと行使するわけにはいかない最終手段だ。

　それに対してもう一方は、武器の属性そのものがすでに宝具としての性質を帯びているタイプ。セイバーの場合、『風王結界インヴィジブル・エア』がこれに相当する。それ単体で敵を殲せん滅めつするほどの効能はないものの、戦いそのものを有利な方向へ導いていく〝利器〟としての宝具。効果がさほど強大でないというのは、言い換えれば使い勝手よく駆使できるということで、うまく活用すれば結果として勝敗を決する切り札にもなりうる。

　果たして、あのランサーの赤い槍は──

　おそらくは、後者。そうセイバーは直感した。ランサーは引き続きセイバーと打ち合う構えでいる。次の一撃で勝負を決める、という切迫した気迫は、今のところ見受けられない。

「……」

　沈黙のまま、だが緊張の密度は倍増しで、両者はじりじりと摺すり足あしで間合いを詰めていく。

　──仕掛けたのはランサーが先だった。

　これまでの曲芸めいた変幻自在な槍の舞いに比べると、いっそ愚直にすら思える一直線の突き込み。『風王結界インヴィジブル・エア』で隠されたセイバーの剣の間合いを推し量ることも、否、警戒することさえも放棄したかのような無策の刺し突とつである。

　当然の対応として、セイバーは手にした剣で、苦もなくランサーの槍を打ち払う。果たして、それはとりたてて重くも鋭くもない凡庸きわまる一撃だった。が……

　異変の皮切りは突風だった。

　嚙み合った槍と剣を中心にして、突然何の前触れもなく一陣の烈風が、旋つむじを巻いて吹き荒れたのである。

「な⁉」

　驚愕の声を漏らしつつ、セイバーが三歩ばかり退しりぞいてランサーの槍から離れる。ランサーは泰然と構えたまま追わない。見守っていたアイリスフィールの目には、一体なにが起こったのか解らない。

　今の突風、ただ一瞬ではあったが、べつに魔力の奔流というわけでもなかった。どこから生まれた風なのかは謎だが、決してそれがランサーの槍による脅威とは思えない。

　にも拘わらず、驚愕はセイバー独りのものだった。ランサーは不敵な微笑で、そんな彼女の驚きを嗤っている。

「晒したな。秘蔵の剣を」

「……」

　得意げに呟くランサーと、解せないとばかりに黙するセイバー。今のささやかな怪現象の正体を正しく理解していたのは、当事者たるこの二人だけだった。

　風は、セイバーの剣から生まれたものだ。……正しくは、彼女の『風王結界インヴィジブル・エア』の内から。

　光を屈折させるほどに凝縮され圧あっ搾さくされていた結界内の空気が、ほんの一瞬だけ漏れ出たのである。それもランサーの槍と打ち合った瞬間──風を束ねていた剣の魔力がほつれたのだ。

　そしてその刹せつ那なに、破られた結界の内にあるセイバーの〝真の剣〟の姿を、ランサーは垣かい間ま見みていた。先のランサーの呟きは、まぎれもなく彼の槍が『風王結界インヴィジブル・エア』を暴いたことの証であった。

「刃渡りも確かに見て取った。これでもう、見えぬ間合いに惑わされることはない」

　そう嘯くや否や、ランサーは立て続けに刺突を放ってきた。

　まさに宣言の通り、槍は俄然勢いを増して、苛烈で無駄のない攻めに転じていた。セイバーの剣の間合いを把握した上での、狙いすました無む謬びゅうの技。ただの一刺たりとも捨て置けば致命傷を免れない──そう見て取ればこそセイバーも、ただ身を躱かわすばかりでは応じきれず、すべての槍撃を剣で打ち払って防ぎ抜く。

　刹那、明滅するかのように残像を残す黄金の剣の姿。

〝くっ……〟

　またも『風王結界インヴィジブル・エア』から漏れ出た気圧が、今度は立て続けの烈風となって混ざり合い、逆巻いてセイバーの金髪を激しく煽る。もはや疑いの余地はない。ランサーの赤い槍は『風王結界インヴィジブル・エア』を削っている。続けざまに迫る槍の穂と交差するたびに、不可視であったはずのセイバーの剣は刹那の隙だけ姿を晒し、それが連続するにつれ、まるでコマ落としの動画のように黄金の刀身の全貌をさらけ出していく。

〝だが……この槍の筋ならば……〟

　まだ応じようもある──そうセイバーは己を鼓舞した。両手で構えて繰る一槍、これならばセイバーとて心得のある順当な槍術だ。

　間断ない連撃の最中に、わずかに狙いの甘い一撃をセイバーは目め敏ざとく見切った。これならば打ち払わずとも身を捩よじるだけで、あとは鎧の硬度で防げる。死中に活を求めたカウンターを放つなら、ここが待ちわびた好機に違いない。

　即断のうちに、セイバーは剣先を翻ひるがえしてランサーの肩口へと打ち込んだ。脇腹を掠める赤槍の穂先は、看過すると決めた以上は意に介さない。この浅さであれば槍は鎧に弾かれ、対するセイバーの剣は袈け裟さ懸がけに敵を断ち割るものと──

　痛みに先んじた直感が、セイバーを失地から救った。

　振り下ろす剣を宙に泳がせたまま、セイバーは総身を横に投げ出して転身する。間一髪、とは言い難かった。唸りを上げて擦過したランサーの槍は、たしかに血の雫を散らしていたのだから。

　誰の流血かは言うまでもない。

　地を転がりつつランサーの追撃から逃れたセイバーは、即座に立ち上がって相手を牽制する。が、その眉根には苦痛の色を隠せない。

「セイバー！」

　何が起こったのか、理解はさておきアイリスフィールは魔力を編んで、セイバーの脇腹に向けて治癒の術をかけた。

「──ありがとうアイリスフィール。大丈夫、治癒は効いています」

　そうは言いながらもセイバーがまだ脇腹を庇かばう構えなのは、まだ消えぬ痛みの残ざん滓しであろうか。

「やはり、易々と勝ちを獲らせてはくれんか……」

　そう呟きつつもランサーは落胆した風もなく、むしろ興じるかのように声を弾ませる。この男、強敵と競い合うことが心底から悦よろこびであるらしい。

　歯嚙みしながらもセイバーは、冷静に、脳裏でパズルのピースを組み合わせるようにして、信じがたい一連の事態を、意味を成す形に並べ替えていく。

　ランサーの槍は鎧が防ぐはずだった。にも拘わらず、槍の切っ先はセイバーの血に濡ぬれた。

　そして──いまセイバーの鎧には、依然として傷ひとつない。

　そこから成り立つ推測があるとすれば、槍が触れたその刹那だけ、セイバーの鎧が消え失せて刃やいばを素通りさせた、という現象だ。

　霊体化を果たせないセイバーではあったが、戦支度である甲冑は任意に実体化させ、また消滅させることが可能である。つまりセイバーの鎧とは魔力で編まれたものであり、アイリスフィールが買い揃えた着衣のように現うつつの実体があるものではない。

　さらに加えて、やはり不可解だった『風王結界インヴィジブル・エア』の亀裂……ランサーの槍と嚙み合ったその刹那にのみ、風を編む結界に綻ほころびが生じた。

「……そうか。その槍の秘密が見えてきたぞ、ランサー」

　セイバーは低い声で呟いた。相見えた難敵の手強さを、あらためて嚙みしめながら。

　あの赤い槍は、魔力を断つのだ。

　とはいえ魔術の効果を根元から破棄したり解除するほど強烈なものではない。今もセイバーの鎧は健在だし、『風王結界インヴィジブル・エア』も問題なく機能している。槍の効果は刃の触れた一瞬のみ。その刹那だけ魔力の流れを遮断し、無力化するのであろう。

　なるほど宝具として格別の破壊力を誇るものではないが、それでも充分に脅威となる能力だった。サーヴァントの武装の優劣は、それが帯びた魔力や魔術的な効能によって決すると言っても過言ではない。だがこのランサーを前にしては、強力な武装を誇るサーヴァントほど、その優位を覆されてしまう。

「その甲冑の守りを頼みにしていたのなら、諦めるのだなセイバー。俺の槍の前では丸裸も同然だ」

　揶揄するかのようなランサーの言葉に、セイバーは鼻を鳴らした。

「たかだか鎧を剝いだぐらいで、得意になってもらっては困る」

　ランサーの槍の脅威を認識してなお、セイバーは畏い怖ふの心を持ち合わせなかった。まだ形勢はどちらに傾いたわけでもない。

　セイバーの全身を覆っていた銀色の甲冑が、そのとき飛沫しぶきの如く四方に飛散した。

　驚きに息を吞むアイリスフィール。目を眇めるランサー。

　胸甲、腕甲、スカート状の長い草くさ摺ずりから足甲に到るまで、ただのひとつも残さなかった。セイバーは自ら、甲冑を除装したのである。澄んだ金属の音色とともに撒まき散ちらされた甲冑の断片は、セイバーからの魔力を断たれて、すぐに霞のように消滅していく。

「防ぎ得ぬ槍ならば、防ぐより先に斬るまでのこと。覚悟してもらおう。ランサー」

　青い帷かた子びらのみとなった軽装で、セイバーは再び構えを取った。低く下段に、それも刀身を後ろに流して、半身でランサーに対峙する。防御など眼中になく、ただ渾身の一振りで逆さか袈げ裟さに斬り上げるのみを期した必中必殺の構えである。

　セイバーが、次の捨て身の一撃で勝負を決する覚悟でいることは、誰の目にも明らかだった。

「思い切ったものだな。乾けん坤こん一いっ擲てき、ときたか」

　ランサーの面持ちは、なにか懐かしいものにでも出会ったかのように満足げでありながら、だがその口調は緊張の色がありありと窺えた。

　鎧を脱いだセイバーは、ただ身軽になったばかりではない。鎧の形成と維持に要していた魔力を、今、彼女はすべて攻撃に注ぎ込むことができる。『魔力放出』のスキルを保有するセイバーにとって、この意味するところは大きい。

『魔力放出』とは、手にした武器や自らの四肢に魔力を高圧で蓄積し、任意のベクトルで瞬発的に噴射することで、運動能力を格段に高めるという荒技である。いわばセイバーの一挙一動が魔力によるジェット噴流を帯びているのも同然なのだ。体軀の上では細身の少女でしかない彼女が、大剣を軽々と振りかざすパワーファイターとしての戦闘スタイルを発揮できるのも、ここに秘ひ訣けつがある。

　余剰魔力のすべてを近接戦の機動力に転化することができるセイバーが、鎧に要する魔力までも『魔力放出』に動員した場合、そのパワーとスピードは少なく見積もっても六割増し……充分に一撃必殺を狙い得る破壊力といえよう。

　鎧を奪われたことの不利を、鎧を捨てることの利点で覆す。それがランサーの〝破魔の槍〟に処するセイバーの結論だった。

「その勇敢さ。潔い決断。決して嫌いではないがな……」

　ランサーは猛牛を前にした闘牛士の如く、あえて挑発するかのような軽い足運びで横へ横へと位置を変えていく。

「この場に限って言わせてもらえば、それは失策だったぞ。セイバー」

　そんな言葉に惑わされることもなく、セイバーは不敵な笑みで応じる。

「さてどうだか。諫かん言げんは、次の打ち込みを受けてからにしてもらおうか」

　ランサーとて弁えていよう。次のセイバーの突進の前には、剣に対する長槍の間合いの優位など、まったく意味を成すまい。セイバーのスピードを捕捉できなければ、すなわち一刀両断の末路が待っている。

　相手の軽敏なフットワークを静かに見据えながら、セイバーは斬りつけるタイミングを計る。彼女が総身に帯びた魔力の密度から、ランサーはその突進のスピードを見積もっていることだろう。だが、彼女にはさらに重ねてもうひとつ秘策がある……

　僅かに、ほんの僅かに、ランサーの足運びが鈍る。

　アスファルトが捲めくれあがって砂じゃ利りも同然になっていた足場に、ごくささいな支障があったのだろう。わずかにランサーの下肢に力がこもり、その動きが停滞する。

　見逃すセイバーではなかった。

　ばん、と破裂する大気の咆ほう吼こう。それまで不可視だった黄金の宝剣が、その輝きで夜闇を反転させる。

　大気を圧縮し屈折させる幻惑の『風王結界インヴィジブル・エア』には、ほかに二次的な用途がある。結界を解いたその瞬間、超高圧に凝縮されていた空気を烈風の一撃として敵に叩きつけるという、一度限りの遠隔攻撃。

　今セイバーが秘策としたのは、さらにその応用だった。敢えて剣先が背後にくるほどに大きく振りかぶった構えの意図は──突撃の、さらなる加速である。

　黄金の剣より解き放たれ、セイバーの真後ろに向けて迸った大気の噴流。それは鎧を捨てた渾身の『魔力放出』にさらに上乗せされて、彼女の体軀を超音速の砲弾に変えた。

　このときのセイバーのスピードは、通常の踏み込みの実に三倍に達していた。迎撃も、回避も、すでにセイバーが踏み出した時点で手遅れだった。たとえランサーの槍がセイバーに重傷を負わそうとも、その刹那にランサーは即死に討ち取られているだろう。まさに肉を斬らせて骨を断つ覚悟の、捨て身にして必勝を期した一刀限りの斬撃。音速に数倍する超々高速の突進が大気の壁を突き破り、衝撃波が周囲の瓦が礫れきを木の葉のように吹き飛ばす。

　ランサーは動かない。もはや迎撃を諦めたかのように、赤い槍の切っ先は微動だにしない。

　代わりに動いたのは──足、だった。

　極度に集中した意識の中で、刹那よりなお短い時間が、長く引き延ばされて緩かん慢まんに流れる。

　そのときセイバーは悟った。ランサーの隙が偽ブラフであったこと。彼は偶然に足を踏み違えたのではなく、予めその位置に身を置くべくして立ち止まったのだということ。

　即ち、ランサーの意図した必勝の位置──二槍から一槍に持ち替えたランサーが、左手から短槍を手放した地点。

　脳裏に蘇よみがえるランサーの台詞。〝それは失策だったぞ〟

　そのときセイバーは見届けた。必勝の機を摑んだランサーの凄せい烈れつなる笑み。眼光が言葉よりなお雄弁に語っていた。『その不覚を衝かせてもらう』と……

　槍を執る腕でなく、ランサーの爪先が足下の砂利を蹴り上げる。宙に浮いたのは砂利だけではなかった。先にランサーの捨てた短槍。その切っ先が、正確にセイバーの方を向いたまま空中へと跳ね上がる。長槍と同様に全長を覆い隠していた呪符の緊縛は、すでに解けて、その下の黄色い地金を剝き出しにしていた。

　セイバーの第六感、理論的思考を超越した天てん賦ぷの戦闘判断が、自らの失策をつまびらかにする。

　槍の正道は両手で一槍──その先入観こそが罠わなだった。左右の片腕に一本ずつの槍を繰る手並みを、ただの幻惑としか見なかったのが。

　もとよりあれがランサーの正道であったならば。

　あのサーヴァントが、そもそも〝二本の魔槍〟の遣い手として名を轟かせていた英霊であったならば。

　そう、宝具とは──決して単一とは限らない。

　ランサーの蹴り上げた黄色い短槍、その切っ先が、赤い長槍に劣らぬほどの禍まが々まがしい魔力を渦巻かせてセイバーを睨み据える。もはや制動をかけることも叶わず直進するしかないセイバーの喉笛を刺し貫く瞬間を、刹那の後に待ち受けて……
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「……いかんなぁ。これはいかん」

　冬木大橋のアーチの上から、倉庫街での戦いを遠望していたライダーは、そう低い声で唸ってから立ち上がった。

「な、何がだよ？」

　巨漢のサーヴァントが初めて見せる焦あせりの表情に不安を煽あおられたウェイバーは、鉄骨にしがみついた姿勢のままで質す。

「ランサーの奴め、決め技に訴えおった。早々に勝負を決める気だ」

「いや、それって好都合なんじゃ……」

「馬鹿者。何を言っとるか」

　ガン、と、ライダーは踵の下の鉄骨を踏み鳴らす。全身で鉄骨に貼りついていたウェイバーは、その震動に骨まで揺すぶられて、またしても悲鳴を上げそうになる。

「もう何人か出揃うまで様子を見たかったのだが、あのままではセイバーが脱落しかねん。そうなってからでは遅い」

「お、お、遅いって──奴らが潰し合うのを待ってから襲う計画だったじゃないか！」

「……あのなぁ坊主、何を勘違いしておったのか知らんが」

　ライダーは眉を顰めて、まるで笑えない道化師の芸に興醒めしたかのような表情で足許のマスターを見下ろした。

「たしかに余は他のサーヴァントがランサーの挑発に乗って出てこないものかと期待しておった。当然であろう？　一人ずつ捜さがし出すよりも、まとめて相手をした方が手っ取り早いではないか」

「……」

　ウェイバーは返事を忘れ、自分と、この剛胆きわまりない英霊との間に開いた認識の落差に呆然となる。

「まとめて……相手？」

「応とも。異なる時代の英雄豪傑と矛ほこを交える機会など滅多にない。それが六人も揃うとなれば、一人たりとも逃す手はあるまい？」

　ライオンが低く喉のどを鳴らすような、獰どう猛もうで剣けん吞のんな唸りがライダーの喉から漏れる。だが唇の端を吊り上げた表情は笑みのように見えなくもない。ウェイバーは、それがこの男ならではの含み笑いなのだと理解した。

「現に、セイバーとランサー。あの二人にしてからが、ともに胸の熱くなるような益荒男ますらおどもだ。気に入ったぞ。死なすには惜しい」

「死なさないでどーすんのさッ⁉　聖杯戦争は殺し合いだってばギャワゥ！」

　半ばヒステリーまじりに糾ただすウェイバーの声は、デコピンの一撃で無惨に中断させられた。

「勝利してなお滅ぼさぬ。制覇してなお辱はずかしめぬ。それこそが真の〝征服〟である！」

　ライダーはそう胸を張って言い放つと、腰の剣を抜き払い、虚空に一いっ閃せんさせて空間を切り裂く。

　すぐさま渦巻く魔力の奔流とともに、煌こう々こうと輝きながら現界する大型宝具。巻き起こる突風に吹き飛ばされそうになり、ウェイバーは悲鳴を嚙み殺して鉄骨を抱きしめた。

「見物はここまでだ。我らも参じるぞ、坊主」

　言うが早いか、ライダーはマントを翻して跳ちょう躍やくし、その宝具の上に騎乗する。

「馬鹿馬鹿馬鹿！　オマエやってること出鱈目だ！」

「ふむ？　気に食わぬなら、この場所に残って見ているか？」

「行きます！　連れて行け馬鹿！」

「ぃ良し。それでこそ我がマスター」

　豪快に笑って、ライダーはひょいとウェイバーの襟首を摑み上げると自らの隣に乗せる。

「いざ駆けろ、神威の車輪ゴルディアス・ホイール！」

　征服王の呼びかけに、彼の宝具が雷鳴の轟きで呼応する。
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　逆巻く烈風。生と死の錯さく綜そう。

　紅ぐ蓮れんに舞った血の華が、すれ違う剣士と槍兵の間隙で艶やかに咲き乱れ──そして刹那のうちに散る。

　駆け抜けたセイバーの静止と、両者の反転とは同時だった。

　ともにいまだ直立し、敵と対峙する意思を失わない。二人の英霊は健在である。

　決着を先送りにしたのは、土壇場で趨勢を判じたセイバーの即断が、かろうじて突撃の軌道をごく僅かに傾かせ得るタイミングだったが故だ。

　結果、セイバーを串刺しにせんと待ちかまえていた黄色の短槍は、胸ではなく左腕を抉えぐるに留まり、同時に彼女が振り上げた黄金の剣もまた浅く流れてランサーの急所を外した。斬撃の切っ先が捉えたのは、ランサーの左腕……奇くしくも両者の負傷は同じ部位である。

　だが、果たしてダメージの応酬は等価であったのか否か。

「つくづく、すんなり勝たせてはくれんのか。……良いがな。その不屈ぶりは」

　ざっくりと肘裏を抉った傷を意に介さぬかのように、ランサーは悽愴の笑みでセイバーを見据えている。果たしてランサーの負傷は、まるでフィルムの逆回しを見るかのように、誰に触れられることもなく閉じ合わさり癒着して、痕も残さずに消失してしまった。サーヴァントの自己治癒能力としても有り得ぬ回復のスピードは、身を隠したまま勝負を見守る彼のマスターが、治癒魔術を施したのであろう。

　そんなランサーとは裏腹に、セイバーの端整な美貌は苦痛と焦燥を隠せずにいた。

　ただ宙に浮いていただけのランサーの槍と、柄を両の手に摑まれていたセイバーの剣とでは、当然のように威力が違う。セイバーの下腕に穿たれた短槍の傷跡は、ランサーに比べて軽傷である。すくなくとも外見上は。

「……アイリスフィール、私にも治癒を」

「かけたわ！　かけたのに、そんな……」

　傷を負った当のセイバーよりも、掩護するアイリスフィールはさらに狼ろう狽ばいを露あらわにしていた。

　魔術師としてのアイリスフィールはまぎれもなく一級である。修業の密度と高度さは無論のこと、元来が魔導に特化して〝設計〟され〝造られた〟身体なのである。たかが治癒魔術程度の行使にミスを犯すようなことは有り得ない。万が一に失敗があったとしても、それならそうとアイリスフィール自身に知れる。

　なのに──

「治癒は、間違いなく効いてるはずよ。セイバー、あなたは今の状態で完治しているはずなの」

「……」

　油断なくランサーを警戒しながらも、セイバーは左腕の傷を凝ぎょう視しする。出血もさほどのことはなく浅手に見えるが、まずいことに腱けんを切られた。五指のうち肝心の一本である親指が動かない。これでは充分な握力で剣柄を執ることができない。

　セイバーとて、アイリスフィールの手際に間違いがないのは知っている。なのに腕は癒えていない。左手の親指は、まるでそれが彼女の生まれ持った欠損であるかのように、まったく動こうとしない。

　セイバーが仕掛けてこないのをいいことに、ランサーは余裕の構えで腰を屈め、地に落としたままだった黄色の短槍を左手で拾い上げる。

「我が『破魔の紅薔薇ゲイ・ジャルグ』を前にして、鎧が無意だと悟ったのまでは良かったな」

　もはや効能を見せた後では秘めるまでもないと断じたのだろう。ランサーは自らの宝具の真しん名めいを惜しげもなく口にした。

「が、鎧を捨てたのは早計だった。そうでなければ『必滅の黄薔薇ゲイ・ボウ』は防げていたものを」

　嘯きながらも、右手に赤の長槍を、左手に黄の短槍を、それぞれ翼のように大きく掲げて構えるその姿勢は、戦闘の開始時とまったく同じ。それは幻惑の構えなどではなく、まさにこの戦士が熾し烈れつな鍛錬の末に身につけた我流の殺法であったのだ。

「成る程……ひとたび穿うがてば、その傷を決して癒さぬという呪いの槍。もっと早くに気付くべきだった……」

　魔を断つ赤槍。呪いの黄槍。さらに加えて、乙女を惑わす右目の泣なき黒子ぼくろ──これだけ揃えば断定は容易たやすい。ケルトの英雄譚に綴つづられるその威名は、伝承の区分でいえばアーサー王伝説とも類縁にある。他ならぬセイバーが、ここに到るまで思い至らなかったことこそ不思議であった。

「フィオナ騎士団、随一の戦士……〝輝く貌かお〟のディルムッド。まさか手合わせの栄に与るとは思いませんでした」

「それがこの聖杯戦争の妙であろうな。──だがな、誉れ高いのは俺の方だ。時空を越えて『英霊の座』にまで招かれた者ならば、その黄金の宝剣を見違えはせぬ」

　第四次聖杯戦争に参ずるランサーのサーヴァント……ケルトの英霊、ディルムッド・オディナ。

　ついに真名を看破されたランサーは、むしろ清々しいほどの面持ちで目を眇めた。

「かの名高き騎士王と鍔迫り合って、一矢報いるまでに到ったとは──フフン、どうやらこの俺も捨てたものではないらしい」

　ひとたび英霊として時系列から隔離された彼らであれば、歴史の前後は関係ない。招かれた時代において過去に当たる伝説ならば、彼らは自分自身より後世の英雄についても知識を持ち合わせている。ディルムッドもまた、後に彼の故郷を栄光へと導くことになるアーサー王を伝説として知るのである。

「さて、互いの名も知れたところで、ようやく騎士として尋常なる勝負を挑めるわけだが──それとも片腕を奪われた後では不満かな？　セイバー」

「戯れ言を。この程度の手傷に気兼ねされたのでは、むしろ屈辱だ」

　毅然とそう言い放ちながらも、セイバーは内心で歯嚙みせざるを得なかった。

〝ただの一刺が、高くついた……〟

　セイバーは再び魔力を編んで白銀の鎧に身を包んだ。依然、ランサーの『破魔の紅薔薇ゲイ・ジャルグ』の前には魔力の浪費でしかないが、それでもより致命的な『必滅の黄薔薇ゲイ・ボウ』を防ぐ役には立つ。『風王結界インヴィジブル・エア』にも再び周囲の大気を収しゅう斂れんさせ、黄金の宝剣を不可視の鞘に包み込む。

　いかなる手段をもってしても癒せない黄槍の呪いは、おそらく槍自体を破壊するか、その持ち主たるディルムッドを倒さぬかぎり解除ディスペルできまい。残る右腕一本で、セイバーはランサーの二槍を打ち破らなければならないのだ。『魔力放出』のフォローがあれば右手だけで剣を繰るのもさほどの苦ではない。が、両手での渾身の振り抜きが封じられたとなると、彼女の必殺奥義たる『約束された勝利の剣エクスカリバー』は放てない。

　しかし──ここにきてセイバーの闘志は、萎なえるどころか一層に昂たかぶっていた。

　二つの宝具のうち片方を牽制にして、まんまともう一方の宝具への油断を誘った周到な知略。謀られたことへの怒りより、その策謀に対する賞賛の念が先に立つ。

　この敵に不足はない。

　聖杯戦争の緒戦にして、申し分のない好敵手を得た。剣に生き抜いた武人として、この巡り合わせに昂揚せずにはいられない。今ここに対峙するディルムッド・オディナとは、武勇のみならず知謀まで尽くした極限の競い合いを強いられることだろう。

　そんなセイバーの意気込みは、言葉に出さずともランサーに伝わったのであろう。満足げな笑みを口元に刻む彼もまた、実のところ心の内はセイバーと変わらなかった。必殺の罠のつもりで用意した『必滅の黄薔薇ゲイ・ボウ』の奇襲を、左腕ひとつの代償で凌しのいだセイバーへの畏敬と、この戦いの勝利の価値がより高値にまで吊り上がったことへの歓喜。

　騎士たる二人の英霊は、その闘魂の形までもが似通い、相通ずるものだった。

「覚悟しろセイバー。次こそは獲る」

「それは私に獲られなかった時の話だぞ。ランサー」

　両者は不敵な挑発を交わし合いながら、互いの必殺を見計らい、じりじりと慎重に間合いを詰めていく。

　一触即発の宝剣と魔槍。

　冷たく清澄な緊迫の空気が──そのとき、不意に轟いた雷鳴の響きに破られた。

「──⁉」

　ともに凝然と、東南方向の空を振り返るセイバーとランサー。轟音の元は明らかだった。もつれ合う紫電のスパークを夜空に撒き散らしながら、こちらを目掛けて一直線に空中を駆けてくるソレに他ならない。

　啞あ然ぜんとなったアイリスフィールが、その驚愕を口にする。

「……戦車チャリオット……？」

　形の上でだけ判ずるならば、それは古風な二頭立ての戦車だった。轅ながえに繫がれているのは軍馬でなく、隆々と筋肉をうねらせる逞たくましくも美しい牡牛である。その蹄ひづめが虚こ空くうを蹴って、壮麗に飾られた戦車を牽ひいてくるのだ。

　否、それらはただ安直に宙に浮いているわけではない。戦車の車輪が踏み鳴らし、牡牛たちの蹄が蹴り立てるのは、大地ではなく稲妻だ。

　蹄と車輪が虚空を〝蹴る〟たびに、紫電が蜘く蛛もの巣状の触手を閃かし、轟々たる雷鳴で大気を揺すり上げるのである。そのつど迸る魔力の圧力は、おそらくセイバーやランサーが繰り出す渾身の一撃にも匹敵するだろう。

　これほどの怪異、これほどの魔力の放出が、サーヴァントの宝具でないわけがない。それは勘繰るまでもなく、セイバーとランサーの対決に介入せんとする意図で現れた第三のサーヴァントに違いなかった。

「……ッ」

　セイバーも、ランサーも、ともに緊迫の面持ちで言葉もなく戦車の推参を睨み据える。アイリスフィールはもちろん、いまだ姿を見せないランサーのマスターもまた、戦慄の念は同じであっただろう。

　あれほど盛大な雷気を纏う英霊となれば、おそらくは雷神かそれに由来する存在。そして牡牛に縁えにしのある雷神となると、真っ先に思い当たるのはオリュンポスの至高神である。それはさすがに英霊の格にすら収まらぬだけに有り得ないが、その眷けん属ぞくたる英霊というだけだったとしても、途轍もない脅威には違いない。

　雷電に乗った戦車は、居い丈たけ高だかにセイバーとランサーの上空を旋回すると、それから速度を緩めて地上へと降り立った。対峙していた二人の英霊のちょうど真ん中、両者の矛先を阻む位置である。着地と同時に目ま映ばゆい雷光が収まり、御者台に立ちはだかる威風堂々たる巨漢の姿が露わになった。

「双方、武器を収めよ。王の御ご前ぜんである！」

　やおらそう吼えた大音声は、天駆けて現れたときの雷鳴にも匹敵した。炯けい々けいたる眼光は、その気迫だけで対峙する剣と槍の切っ先を押し返さんばかりの圧力である。

　むろん、セイバーもランサーも各おの々おのが名の通った英霊である。たかだか怒鳴られたぐらいで威圧される器ではない。が、この新たな英霊の目的が襲撃ではなく、ただ単にセイバーとランサーの対決に水を差すためだけに横槍を入れてきたのだと解ると、二人はその意図を判じかねて躊躇せざるを得なかった。

　ひとまず両名の気勢を削いだところで、巨漢の御者は厳かに先を続ける。

「我が名は征服王イスカンダル。此こ度たびの聖杯戦争においてはライダーのクラスを得て現界した」

　居合わす全員が、今度こそ呆気にとられた。聖杯戦争の場において、まさか攻略の要かなめたる真しん名めいを自ら名乗るサーヴァントなど有り得るはずがない。そして誰にも増して動転したのは、ライダーの隣で御者台に踞うずくまっていたウェイバーだった。

「何を──考えてやがりますかこの馬ッ鹿はあああ‼」

　錯乱のあまり、もはやライダーの巨軀に対する畏怖さえも忘れたウェイバーは、金切り声で喚きながら征服王のマントに摑みかかる。

　べしっ、と非情のデコピンが夜気に鳴り、抗議の声は沈黙に沈んだ。右手中指以外には何事もなかったかのように、ライダーは左右のセイバーとランサーを見渡して問いかけた。

「うぬらとは聖杯を求めて相争う巡り合わせだが……矛を交えるより先に、まずは問うておくことがある。

　うぬら各々が聖杯に何を期するのかは知らぬ。だが今一度考えてみよ。その願望、天地を喰らう大望に比してもなお、まだ重いものであるのかどうか」

　何を言わんとするのか、まだ判然としない問いではあったが、しかしセイバーはその真意に直感だけで不穏なものを感じ取り、我知らず眦まなじりを決していた。

「貴様──何が言いたい？」

「うむ、嚙み砕いて言うとだな」

　ライダーはここで、威厳だけはそのままに、妙に飄々とくだけた口調に切り替わった。

「ひとつ我が軍門に降くだり、聖杯を余に譲る気はないか？　さすれば余は貴様らを朋友ともとして遇し、世界を征する快悦を共に分かち合う所存でおる」

「……」

　あまりにも突とっ拍ぴょう子しもない提案であった。セイバーは怒りすらも通り越して呆あきれかえり、その対面のランサーもまた話についていけず途方に暮れていた。

　征服王イスカンダル。たしかに破格の英霊であろう。人類の歴史において、世界征服という野望の実現に彼ほど迫った者はいない。

　だがそれにしてもこの人を食った提案はどうか。いきなり現れて堂々と真名を名乗り、あげく矛すら交えぬ前から恭順を要求するなどとは、もはや聖杯戦争という枠組みを端はなから意に介していないとしか思えない破は天てん荒こうぶりである。英断なのか愚挙なのか、それすらも判じがたい。

「先に名乗った心意気には、まぁ感服せんでもないが……その提案は承諾しかねる」

　苦笑まじりにかぶりを振るランサーだったが、その目だけは笑っていない。刃物のように威い嚇かく的てきな眼光で、征服王の睥へい睨げいと真っ向から火花を散らす。

「俺が聖杯を捧げるのは、今生にて誓いを交わした新たなる君主ただ一人だけ。断じて貴様ではないぞ、ライダー」

「……そもそも、そんな戯たわ言ごとを述べ立てるために、貴様は私とランサーの勝負を邪魔立てしたというのか？」

　そうランサーに続いて問いかけるセイバーの顔には、美貌の槍兵と違って笑みすらなかった。生き真ま面じ目めな彼女にとっては、ライダーの提案そのものが不愉快きわまるものだった。

「戯れ事が過ぎたな征服王。騎士として許し難い侮辱だ」

　セイバーとランサーの双方から容赦ない敵意の視線を向けられて、ライダーはさも困窮した風に「むぅ」と唸りながら、いかつい拳こぶしをごりごりと自身のこめかみに押しつけた。どことなく愛嬌のある仕草でありながら、そのくせ威風堂々たる居住まいは微塵も揺るがないのだから、これはこれで実に希有な存在感の持ち主といえよう。

「……待遇は応相談だが？」

「「くどい！」」

　なおもおもねるように申し出るライダーを、セイバーとランサーは声をそろえて一蹴する。さらにセイバーの方は、憮ぶ然ぜんとしたまま続けて言葉を付け加える。

「重ねて言うなら──私もまた一人の王としてブリテン国を預かる身だ。いかな大王といえども、臣下に降るわけにはいかぬ」

「ほう？　ブリテンの王とな？」

　その宣言によほど興味を惹かれたのか、ライダーは大仰に眉を上げた。

「こりゃ驚いた。名にしおう騎士王が、こんな小娘だったとは」

「──その小娘の一太刀を浴びてみるか？　征服王」

　低く抑えた声とともに、セイバーは剣の構えを取る。依然、左手に握力はなく、四指を柄に添えただけだが、その刀身からゆらめき上る闘気はランサーに浴びせていたものより厳しい。ライダーは眉を顰めて、深く溜息をついた。

「こりゃー交渉決裂かぁ。勿体ないなぁ。残念だなぁ」

　そうぼやいて俯いた拍子に、ライダーは足下から見上げてくる怨みに満ちた視線と目があった。

「ら、い、だぁぁぁ……」

　腫れあがった額の痛みと、それに勝る惨めさ口惜しさで、ウェイバーの声はどん底まで低く掠れていた。

「ど～すんだよぉ。征服とか何とか言いながら、けっきょく総スカンじゃないかよぉ……オマエ本気でセイバーとランサーを手下にできると思ってたのか？」

　マスターからの問いを、巨漢のサーヴァントは何ら悪びれた風もなくハハハと剛胆に笑いとばした。

「いや、まぁ、〝ものは試し〟と言うではないか」

「〝ものは試し〟で真しん名めいバラしたンかい⁉」

　逆上したウェイバーは、そびえ立つライダーの胸鎧に、非力きわまる両手の拳でポカポカと連打をくれながら泣きじゃくった。哀れを誘う光景に、アイリスフィールは軽蔑したものか同情したものか解らず、何ともいたたまれない心地になった。

　そんな、微妙に弛し緩かんした空気が──

『そうか、よりにもよって貴様か』

　──低く地を這うような怨えん嗟さの声によって、ふたたび凍りついた。

　いまだ姿を現さぬランサーのマスターである。自らのサーヴァントに宝具の使用を促して以来、ふたたび黙して戦いを見守っていた彼ないし彼女が、ここにきて何のつもりか口を挟んできた。それも先刻とはうって変わって、何か曰いわくがあるとしか思えない憎悪の念を剝き出しにした声で、である。

『いったい何を血迷って私の聖遺物を盗み出したのかと思ってみれば──よりにもよって、君みずからが聖杯戦争に参加する腹だったとはねぇ。ウェイバー・ベルベット君』

　忌々しげに名を呼ばわれて、ウェイバーはその憎悪の対象が自分であると理解した。のみならず、その声の主が誰であるかも。

「あ……う……」

　なぜ予測できなかったのか。時計塔で講師を務めるほどの地位にあれば、たとえイスカンダルのマントを盗まれた後でも、他の英霊の聖遺物を用意することぐらいは出来て当然だったではないか。だとすればこの冬木の地において、あの男が今度こそウェイバーの仇きゅう敵てきとして立ちはだかることになったとしても、何の不思議もない展開である。

『残念だ。実に残念だなぁ。可愛い教え子には幸せになってもらいたかったんだがね。ウェイバー、君のような凡才は、凡才なりに凡庸で平和な人生を手に入れられたはずだったのにねぇ』

　幻覚で攪かく乱らんされて、声の出所は判然としない。にもかかわらずウェイバーは、もう幾度味わったか知れない胃の腑ふの反り返る感覚を──講師ケイネス・エルメロイ・アーチボルトの酷薄な細面の、侮ぶ蔑べつと憐れん憫びんの入り交じった碧へき眼がんが、頭の上からじっと自分のことを見下ろしてくる感覚を──まざまざと再体験していた。

　何か気の利きいた嘲あざけりの言葉でも投げかけてやりたかった。ウェイバーは彼を出し抜き、まんまとこうして英霊イスカンダルをサーヴァントとして従えたのだ。永らく時計塔で受けてきた辱めに対する、最高の意趣返しではないか。

　そうだ。もう講師と教え子の関係ではない。いまや奴は正真正銘の敵なのだ。存分に憎んでいい。命さえ奪ってしまっていい。そうまでしてやって当然の相手なのだ。

　但し──それは逆もまた然り、なのだが。

　ウェイバーは、時計塔で過ごしてきた数年間、寝ても覚めてもあの高慢な講師を敵視し続けてきた。殺してやりたいと思ったことさえ何度もある。──が、逆にその相手からの敵意に晒されたのは、これが初めての経験だった。少年はいま初めて、本物の魔術師が殺意を込めた視線というものを体感していたのである。

　声の主は、ウェイバーが恐きょう懼くに固まっているのを目敏く見て取ったのだろう。ぞっとするほど冷ややかな猫撫で声で、弄いらうように先を続けた。

『致し方ないなぁウェイバー君。君については、私が特別に課外授業を受け持ってあげようではないか。魔術師同士が殺し合うという本当の意味──その恐怖と苦痛とを、余すところなく教えてあげるよ。光栄に思いたまえ』

　事実、ウェイバーは恐怖に身を竦ませていた。屈辱を感じるゆとりさえなかった。

　真に魔術師たることは、死を観念することに他ならないと……言葉の上でしか理解していなかったその大原則を、今こそウェイバーは身に染みて味わっていた。それほどまでに、何処からともなく浴びせられるあの男の視線はおぞましく致命的だった。魔術師が殺意を胸に懐いだくというのが、これほどまでに決定的な〝死の宣告〟であったとは──ウェイバーはついぞ知らなかった。

　独り恐怖に震えていた少年の小さな肩を、そのとき、優しく力強く包み込むものがあった。

　その硬く大きく温かい感触に、他ならぬウェイバーが面食らった。この巨漢のサーヴァントの手──いかつく節くれ立った五指は、矮軀のマスターにとって畏怖の対象でしかなかったというのに。

「おう魔術師よ。察するに、貴様はこの坊主に成り代わって余のマスターとなる腹だったらしいな」

　いずこに潜むとも知れぬランサーのマスターへ向けてライダーは呼びかけると、じつに底意地の悪い憫びん笑しょうで顔を歪めた。

「だとしたら片腹痛いのぅ。余のマスターたるべき男は、余と共に戦場を馳せる勇者でなければならぬ。姿を晒す度胸さえない臆病者なぞ、役者不足も甚だしいぞ」

『……』

　沈黙の降りる中、姿無き者の怒りの気配だけが夜気を伝でん播ぱする。ライダーは呵か々かと剛胆に大笑すると、今度は誰にともなく夜空に向けて、大だい音おん声じょうを張り上げた。

「おいこら！　他にもおるだろうが。闇に紛れて覗き見をしておる連中は！」

　セイバーも、ランサーも、これには怪訝な顔をした。

「──どういうことだ？　ライダー」

　問いかけるセイバーに向けて、征服王は満面の笑みとともに親指を立てて示す。

「セイバー、それにランサーよ。うぬらの真っ向切っての競い合い、まことに見事であった。あれほどに清せい澄ちょうな剣戟を響かせては、惹かれて出てきた英霊が、よもや余ひとりということはあるまいて」

　アイリスフィールは内心で、いずこかに潜んでいるであろう切嗣が看破されたのかと肝を冷やしていたのだが、どうやらライダーの意中には他のサーヴァントのことしかないらしい。再びライダーは辺り一面に轟き渡れとばかりに、大声で呼びかける。

「情けない。情けないのぅ！　冬木に集った英雄豪傑どもよ。このセイバーとランサーが見せつけた気概に、何も感じるところがないと抜かすか？　誇るべき真しん名めいを持ち合わせておきながら、コソコソと覗き見に徹するというのなら、腰抜けだわな。英霊が聞いて呆れるわなぁ。んん⁉」

　そうしてひとくさり豪笑を放った後、ライダーは、軽く小首を傾げて不敵に口元を歪めると、とことん挑発的な眼差しで周囲の闇を見渡した。

「聖杯に招かれし英霊は、今！　ここに集うがいい。なおも顔見せを怖じるような臆病者は、征服王イスカンダルの侮蔑を免れぬものと知れ！」




　ライダーの大熱弁は、遠く離れたコンテナ集配場で暗視スコープ越しに顚てん末まつを見守っていた衛宮切嗣の許にまで届いていた。同じく反対側から監視している舞弥の耳にも聞こえていた。

　太古の英雄の思考回路は、切嗣の理解を遠く絶して、もはや嘆たん息そくひとつしか出てこない。

「……あんな馬鹿に、世界はいちど征服されかかったのか？」

『……』

　インコムの向こう側の舞弥もまた、語る言葉を持たない様子だった。




　切嗣や舞弥と同様に、密かに状況を見守っていたアサシンの視覚聴覚を通じて、遥か彼方の冬木教会に陣取る言峰綺礼もまたライダーの所行を見届け、聴き取っていた。そして綺礼は見聞きしたすべての詳細を、傍らの宝石通信機を通して遠坂時臣に実況していた。

『……これは、拙まずいな』

　真鍮の朝顔から、遠く遠坂邸からの苦り切った言葉が漏れ出る。相手が眼前にいないと知りつつも、綺礼もまた眉を顰めて頷いてしまった。

「拙いですね」

　時臣も、綺礼も、ライダーの放言を衛宮切嗣のように嗤わらい飛ばすことなどできなかった。何故なら彼らは、よりにもよってこの類の挑発だけは断じて見過ごさないであろう一人の英霊について、ともに心当たりがあったからである。
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　黄金の光は、ひとしきりライダーが吼えたてた直後に現れた。

　そのあまりの眩さに若じゃっ干かんは怯ひるみこそすれど──居合わす者たちの胸には、すでに驚きの感情はなかった。これより姿を現すのが、ライダーの挑発に乗ってきた第四のサーヴァントであることは、もはや察するまでもない。むしろ恐るべきは、こんな緒戦から一つ所に四人ものサーヴァントが集結してしまったという事態である。もはや誰一人として、次の展開を推し量ることはできなくなっていた。

　果たして、金色の輝きは地上一〇メートル余りの高さに佇立する街灯のポールの頂上に、輝く甲冑の立ち姿となって現界した。その眩く絢けん爛らんな偉容に、ウェイバーが思わず息を吞む。

「あいつは……」

　以前に見たのがほんの一瞬だったとはいえ、これほど強烈な存在を見違えるわけがない。高い街灯の上に悠然と立ちはだかるのは、昨夜、遠坂邸に侵入したアサシンを圧倒的な破壊力をもって葬り去った謎のサーヴァントに他ならなかった。

　全身をくまなく甲冑で覆った重装は、キャスターのものとは思えない。またライダーの呼びかけに応じて現れたのだとすれば、それは挑発を挑発と判断するだけの理性を持ち合わせている証であり、即ち狂化したバーサーカーでも有り得ない。

　となれば、消去法で残るのは──三大騎士クラスの最後のひとつ、アーチャー。

「我オレを差し置いて〝王〟を称する不ふ埒らち者が、一夜のうちに二匹も涌わくとはな」

　開口一番、黄金の英霊はさも不愉快げに口元を歪めて、眼下に対峙する三人のサーヴァントを侮蔑も露わに睥睨する。傲然たる態度とその口調は、ライダーの尊大さに通ずるようでいて、だが根幹から異なるものだった。征服王の声と眼差しは、ここまで冷酷で無慈悲ではない。

　ライダーもまた、まさか自分以上に高飛車な相手が現れようとは予想外だったらしく、いささか毒気を抜かれたかのように困惑顔でボリボリと顎あごの下を搔かいていた。

「難癖つけられたところでなぁ……イスカンダルたる余は、世に知れ渡る征服王に他ならぬのだが」

「たわけ。真の王たる英雄は、天上天下に我オレただ独り。あとは有象無象の雑種にすぎん」

　もはや侮辱と呼ぶにも度の過ぎる宣言を、アーチャーはさらりと言い捨てた。これにはさすがにセイバーも色をなしたが、ライダーは寛容に聞き流したのか、呆れたように溜息をついた。

「そこまで言うんなら、まずは名乗りを上げたらどうだ？　貴様も王たる者ならば、まさかおのれの威名を憚はばかりはすまい？」

　ライダーがそう混ぜ返すと、アーチャーの真しん紅くの双眸は、ますます傲ごう岸がんな怒りを帯びて眼下の巨漢を睨み据える。

「問いを投げるか？　雑種風情が、王たるこの我オレに向けて？」

　順当に考えるならば、ライダーの言い分にこそ理がありそうなものだったが、どうやらアーチャーの観点からするとそれは度し難い不敬であったらしい。真しん名めいを秘めおこうという打算とは明らかに次元の違う、ただひたすらに感情的なばかりの癇かん性しょうでもって、黄金の英霊はいま殺意を剝き出しに放射しはじめていた。

「我が拝はい謁えつの栄に浴してなお、この面貌を見知らぬと申すなら、そんな蒙もう昧まいは生かしておく価値すらない」

　そう断じたアーチャーの左右の空間に、ゆらり、と陽炎かげろうのような歪みが生じ──次の瞬間、眩い刃の輝きが忽然と虚空に出現していた。

　抜き身の剣と、そして槍である。どちらも目を奪われるほどの装飾に彩られ、のみならず隠しようもないほど猛烈な魔力を放っていた。明らかに尋常な武器ではなく、宝具としか思えない代物である。

　まぎれもなく、昨夜の怪異──アサシンを一方的に抹殺せしめた不可解なる攻撃の再現である。昨夜の遠坂邸を監視していた者たちは、全員がそれを理解した。

「……ッ」

　ウェイバーが恐懼した。姿なきランサーのマスターが息を吞んだ。遠く離れて監視する切嗣と舞弥もまた、緊張に身を硬くした。

　そして、いま一人の男──ライダーとウェイバー同様に、日中からランサーの動きを追尾し続け、今もこの倉庫街に身を潜めたまま顚末を見守っていた一人のマスターもまた、戦場を覗き見る使い魔の視覚を通じて、アーチャーの奇怪な攻撃態勢を凝視していた。

　そう、疑いようもなく同じであった。もはや間違いなくあのアーチャーは、昨夜アサシンの侵入から遠坂邸を守護した黄金の英霊、即ち遠坂時臣のサーヴァントに他なるまい。

「はは、はははは」

　闇の中、憎悪に隻せき眼がんを血走らせて、間桐雁かり夜やは笑いを漏らした。

　待ち望んだ時がきた。一年間に亘る生き地獄の中、この瞬間だけを夢見て耐えてきた。

　遠坂時臣……

　葵あおいの夫でありながら、桜さくらの父でありながら、あの母子の幸福を踏みにじった男。

　間桐雁夜が望んだ全てを手に入れ、その全てを貶おとしめた、憎んでも呪ってもなお足りぬ怨おん敵てき。

　今こそ積年の恨みを晴らすのだ。胸に滾る憎悪を刃に変えて、あの男に挑む時がきた──

「殺せ……」

　憎しみを声に出して発露させるのは、想像を絶する悦楽だった。高じすぎた憎悪は歓喜にも似て甘いのだと、いま雁夜は初めて理解した。

　時臣自身は後回しでもいい。まずは奴のサーヴァントを粉砕し、憎き魔術師を聖杯戦争から脱落させてやる。挫折の屈辱にまみれた時臣の顔を思い浮かべただけで、狂おしいほどの興奮が身体の芯しんから沸き上がる。

「殺すんだバーサーカー！　あのアーチャーを殺し潰せッ‼」




　そのとき、あらぬ場所から轟と吹き荒れた魔力の奔流は、誰一人として予期しないものだった。

　居並ぶ全員が瞠どう目もくして見守る中で、巻き上がる魔力は次第に凝固して形を成し、屈強な人影として実体化を果たす。

　セイバーとランサーの戦いの場となっていた四車線道路を、さらに海側へ二ブロックほども進んだ先に、その影は立っていた。──そう、まさに〝影〟としか形容しようのない異形の風体である。

　その長身で肩幅の広い〝男〟の総身は、一分の隙もなく甲冑に覆われていた。が、セイバーの纏う白銀の鎧や、アーチャーの豪ごう奢しゃな黄金拵えとはまったく違う。その男の鎧は黒かった。精せい緻ちな装飾もなければ磨き上げた色艶もない。闇のように、奈落のように、ただ底抜けに黒かった。面貌すらも無骨な兜ヘルメットに覆われて見えない。細く穿たれたスリットの奥に、熾おき火びのように爛々と燃える双眸の不気味な輝きだけが、ある。

　サーヴァント。それは間違いないだろう。だとしてもその不吉な姿は一体いかなる英霊なのか？

　既に姿を現していたサーヴァントたちが、それぞれに持ち合わす〝輝き〟の要素を、その黒い騎士はまったく備えていなかった。アルトリア、ディルムッド、そして征服王イスカンダルと、いまだ名も知れぬ黄金のアーチャーにも、それぞれが備え持つ〝華〟がある。それは英霊としての誇りの発露。諸もろ人びとの賞賛と憧しょう憬けいが結晶した伝説という栄誉。彼らを〝貴い幻想ノウブル・ファンタズム〟たらしめる不可欠の要素である。

　だが新たに現れた黒い騎士には、それがない。強いて言うならばアサシンに近いだろうか。その黒い鎧にまとわりつく闇は、まぎれもない〝負の波動〟であった。

　ならば、それは英霊と呼ぶよりも、むしろ怨霊と称すべき何かであろうか……

「……なぁ征服王。アイツには誘いをかけんのか？」

　油断なく黒い騎士を見据えつつ、それでも口調だけは軽けい剽ひょうに、ランサーがライダーを揶揄する。受けたライダーは顔を顰しかめた。

「誘おうにもなぁ。ありゃあ、のっけから交渉の余地なさそうだわなぁ」

　黒い騎士から放たれるのは、掛け値なしの殺気のみであった。魔力から生じた旋風すらもが、怨えん嗟さの呻うなり声に似て禍々しい。

　バーサーカー……誰もが確かめるまでもなく了解した。あれほどに凶悪な殺意の波動は、もはや狂乱の英霊の座クラスしか思い当たらない。

「で、坊主よ。サーヴァントとしちゃどの程度のモンだ？　あれは」

　ライダーからそう問われたウェイバーだったが、矮軀のマスターは呆気に取られたままかぶりを振る。

「……判らない。まるっきり判らない」

「何だぁ？　貴様とてマスターの端くれであろうが。得手だの不得手だの、色々と〝観える〟ものなんだろ、ええ？」

　ひとたび英霊と契約しマスターとなった者ならば、他のサーヴァントのステータスを〝読み取る〟ための透視力を授けられる。英霊を招いた聖杯から与えられる、マスターならではの特殊能力だ。アイリスフィールのような代行マスターでは叶わぬ相談だが、ライダーの正式なマスターであるウェイバーは、他のサーヴァントの能力偏差をライダーのそれと比較して、戦況をより有利な方向へ導くための策を練ることが可能だった。現にウェイバーは、目の前にいるセイバーとランサー、そしてアーチャーの能力値をすでに透視し把握している。だが──

「見えないんだよ！　あの黒いヤツ、間違いなくサーヴァントなのに……ステータスも何も全然読めない！」

　狼狽しきったウェイバーの弁明に、ライダーは胡乱げに眉を顰め、あらためて黒い騎士を凝視した。

　闇色の甲冑は、何の特徴もなく没個性で、装着者の素性を物語るような手掛かりは一切ない。──否、むしろ見れば見るほどに細部がぼやけ、ますます不鮮明になっていく。

　ライダーだけではなかった。セイバーもランサーも、そして見守るアイリスフィールも気がついた。いくら目を凝らして観察しても、バーサーカーの容姿は正確に捉えられないのである。

　まるで焦点のずれた映写のように、黒い甲冑の輪郭は常にぼやけ、霞み、ときには二重三重にぶれて見えた。どうやらそれは、ある種の幻覚であるらしい。その影響は視覚だけでなく、マスターの透視力にまで及んでいる。あの英霊は自らの素性を幻惑させるような特殊能力なり呪いなりを帯びているのだろう。少なくともバーサーカーのクラス別スキルでは有り得ない。

「どうやら、アレもまた厄介な敵みたいね……」

　アイリスフィールの呟きに、セイバーは頷いた。

「それだけではない。四人を相手に睨み合いとなっては、もう迂う闊かつには動けません」

　バトルロイヤルの常道で言うなら、もっとも劣勢な者を総掛かりで潰すのがいちばん堅実な戦術である。従って、もしこの場で弱みを見せようものなら、最悪の場合には四対一の絶望的な戦いを強いられる羽目にもなりかねないのだ。そうなってはいかにセイバーといえども勝ち目はあるまい。

　誰が誰に対して仕掛けるか、さらにその隙を誰が衝くか──この場を生き延びるためには、すべての敵の動向を正確に見極めるしかない。それはどの英霊に対しても言えることだ。

　セイバーとランサーにとっては、それぞれお互いが当座の敵だ。ひとたび誇りを懸けて斬り結んだ以上は、何を差し置いてでもその決闘が最優先である。が、それはあくまで一対一の尋常な勝負を、後こう顧この憂いなく行える場合の話であり、ここまで邪魔が入ったのでは、決着は見送らざるを得ない。

　ライダーは今のところ、明確に誰かを標的に見定めているわけではない。現時点での彼の目的は、この聖杯戦争に参ずる英霊たちの顔触れを見定めておきたいだけだろう。だが臆することもなく罷まかり出てきた以上は、誰の挑戦も受けて立つだけの覚悟はあると見ていい。

　アーチャーは、明らかにライダーとセイバーを敵視している。それぞれに『征服王』と『騎士王』の名乗りを上げたことが、この黄金の英霊にとってはいたく不興であるらしい。とりわけ挑発の主であるライダーについては、最優先の標的とするだろう。

　問題は、残る一人だ。

　バーサーカー。この見るからに異様な黒騎士がいったい何を目もく論ろんでこの場に実体化したのか、判断のつく者は誰一人としていなかった。ただでさえ状況は収拾がつかないほどに混乱している。まともな思慮のあるマスターであれば、こんな戦略もへったくれもない混沌の直中に敢えてサーヴァントを放とうとは思うまい。

　必定、誰もが一様にバーサーカーを懐疑と警戒のうちに注視していたが、ここにも一人だけ例外がいた。アーチャーの真紅の双眸だけは、疑いも迷いもなく、ただ純然たる怒気と殺意を秘めて眼下のバーサーカーを見下ろしていた。

　黒い騎士のおぞましい凝視が、街灯の上に佇立する彼一人だけに向けられたものであると、黄金の英霊は過たずに理解していたのだ。

「誰の許しを得て我オレを見ておる？　狂犬めが……」

　卑賤なる者は眼差しすらも卑しく汚らわしい。それを浴びせられるのは貴人として耐え難い屈辱である。いまやアーチャーにとって、王を僭せん称しょうしたライダーよりもなお、不ぶ躾しつけなるバーサーカーは度し難い咎とが人びとであった。

　彼の左右に浮いていた宝剣と宝槍が、やおら反転して向きを換えた。切っ先が新たに見据えるのは、最優先の抹殺対象となったバーサーカーである。

「せめて散りざまで我オレを興じさせよ。雑種」

　冷厳なる宣告とともに、槍と剣とが虚空を奔はしる。

　何処からともなく出現せしめた武器を、触れもせずに射出する──それがこの黄金の英霊の射手アーチャーたる所以ゆえんであろう。だがその無造作きわまる宝具の扱いは異常に過ぎた。英霊にとって虎の子であるはずの宝具を、まるで石礫つぶてか何かのように無造作に投げつける、そんな杜ず撰さんな投とう擲てきである。

　それでも、その破壊力は絶大であった。まるで発破をかけられたかのように路面が吹き飛び、木こっ端ぱ微塵に砕け散ったアスファルトが粉塵となって視野を覆い尽くす。

「……ッ！」

　誰からともなく全員が息を吞んだ。

　濛もう々もうたる粉塵の中から、黒い長身の影がゆらめき現れる。

　バーサーカーは健在だった。わずかに逸れた足許では、路面がクレーター状にごっそりと抉られている。アーチャーの投じた剣と槍のうち、やや遅れて飛んだ槍の方が標的を外した結果である。そして、槍よりも先に標的へと届いたはずの剣は、何の破壊ももたらしていない。

　なぜならば、その剣はバーサーカーの手の中にあったからだ。

　神速で展開された攻防を、はたして幾人が見届けたであろうか。少なくともアイリスフィールとウェイバーには、いったい何が起こったのか理解さえもできなかった。

　正確には──まず第一撃として飛来したアーチャーの宝剣を、バーサーカーは何の苦もなく摑み取り、そうやって獲得した得物によって、続く第二撃の宝槍を打ち払ったのである。

「……奴め、本当にバーサーカーか？」

　張り詰めた声で呟くランサーに、ライダーが唸り声を交えて応じる。

「狂化して理性を無くしてるにしては、えらく芸達者な奴よのぅ」

　宝具とは、そもそも使い手である英霊のためにだけ特化した専用の武器である。他の英霊が手に執ったところで満足に扱える道理もない。間髪容れず飛来した追い討ちを鮮やかに打ち払うなどという神業めいた剣技など、どう考えても発揮するのは不可能だ。

　だがそんな驚きよりもなお、アーチャーにとっては怒りが先に立ったらしい。艶やかな美貌からはあらゆる表情が削そげ落ちて、ただ零れい下かの殺意のみに凍えていた。

「──その汚らわしい手で、我が宝物に触れるとは……そこまで死に急ぐか、狗いぬッ！」

　ふたたびアーチャーの周囲に輝きが躍おどる。その背中を飾る後光のように、ぐるりと黄金の偉容を巡って展開した新たなる宝具の群れ──その数、一六挺。

　槍や剣ばかりではない。斧おのがある。槌つちも矛もある。さらには用途も素性も知れない奇怪な形態の刃物もある。

　そのいずれもがひとつ残らず鏡のように磨き上げられ、なおかつ膨大な魔力を滾らせていた。どれひとつとして遜色のない神秘の具現……それらはすべて例外なく、正真正銘の宝具であった。

「そんな、馬鹿な……」

　思わずそう漏らしたのはウェイバーだった。だが他の英霊たち、マスターたちとて思いは同じであっただろう。

　英霊の宝具がひとつ限りとは限らない。ときには三つ四つと宝具相当の超兵器を秘蔵する者もいるにはいる。だが多くてもその程度が限度だ。

　それを──あの黄金のアーチャーは、まるで無尽蔵の備えがあるかのように次々と抜き放っては使い捨てていく。しかも昨夜の対アサシン戦から通算して、ただの一つも同じ武器はない。

「その小こ癪しゃくな手癖の悪さでもって、どこまで凌ぎきれるか──さぁ、見せてみよ！」

　アーチャーの号令一下、虚空に浮いた宝具の群れが先を争ってバーサーカーへと殺到する。

　轟音は夜気を揺るがし、炸裂する閃光は夜空すら払わんばかりであった。

　これほどの大破壊が、刀剣やそれに類する武具の投擲に過ぎないなどと、いったい誰が信じようか。無数の宝具を雨のように浴びせられた倉庫街の街路は、もはや絨じゅう毯たん爆撃に晒されたかのような有様だった。

　それでもなお、アーチャーの猛攻は止まない。落雷のごとき宝具の落下は、バーサーカーの立ち位置を街区もろとも消し飛ばさんばかりの勢いで、撃って撃って撃ち据える。攻撃は間断なく、それどころか次第に激しさを増していく。──何故ならば、標的たるバーサーカーが一向に倒れ伏さないからである。

　誰もが驚愕に目を奪われていた。多数の敵と対峙する一触即発の場にあるという危機感さえ、このときばかりは皆の意中になかった。

　まさに初撃の驚異の再演であった。バーサーカーは、いの一番に飛来した矛を空いていた左手で摑み取り、あとは右手の剣ともども縦横無尽に振りかざして、続けざまに襲い来る宝具の洗礼を片っ端から打ち返していったのである。

　その技巧は精緻にして無謬。もはや華麗ですらあった。アーチャーから奪い取った宝具でありながら、扱いに窮する様子は微塵もない。まるで両手の延長であるかのように自由自在に駆使する様は、どう見ても、長年使い込んだ愛用の得物でしか発揮し得ない練度である。

　攻め手も受け手も、ともに常軌を逸していた。

　思えば他の三人とは異なり、あの黄金のアーチャーと暗黒のバーサーカーは、いまだ真しん名めいの知れない謎の英霊である。セイバーも、ランサーも、その脅威に戦慄した。いずれ聖杯戦争を勝ち進めば、あの二人と矛を交える展開も有り得るだろう。が、あそこまで理解を絶した怪物を前にして、彼女らは一体どういう処方で立ち向かえばいいのだろうか？

「──どうやらあの金色は宝具の数が自慢らしいが、だとするとあの黒いヤツとの相性は最悪だな」

　二人のサーヴァントが声もなく瞠目する一方で、独り余裕の構えを見せていたライダーが、したり顔で呟いた。

「黒いのは武器を拾えば拾うだけ強くなる。金色も、ああ節操なく投げまくっていては深みに嵌はまる一方だろうに。融通の利かぬ奴よのぅ」

　征服王の冷静な指摘の通り、バーサーカーはアーチャーの宝具の猛攻を前にして一歩も譲らない。それどころか、より強力な宝具が飛来するたびに、手元のそれを放り捨てて新たな得物を摑み取り、周到に持ち替えていく。

　ひときわ凄烈な轟音とともに、一六挺の宝具のうち最後の一つが打ち落とされた。

　真空のような静寂の中、立ちこめる粉塵の中に立ちはだかるのはバーサーカー独りだ。それ以外は倉庫も街灯も、周囲一帯の建造物はすべて倒壊して果てていた。黒い騎士の右手には戦斧、左手には片刃の曲刀が残っている。残る宝具はすべてバーサーカーの足許に散らばり、あるいは辺りの瓦礫の中に突き刺さったまま果てていた。黒い甲冑に届いた刃は、ただの一本もない。

　手元に残った二本の宝具を、バーサーカーは何気なく掲げ上げ──そして何の予備動作もなしにアーチャーめがけて投げ放った。

　投擲の狙いは曖昧だったのか、それとも最初から当てる意図などなかったのか、斧と曲刀とが命中したのはアーチャーの足場になっていた街灯のポールだった。曲刀は半ばの辺り、斧は頂上に近い辺りに直撃し、鉄柱をバターのように寸断してのける。

　三等分された街灯のポールは地響きを立てて倒壊した。が、無様に地に伏したのはそれだけだ。黄金の英霊は鉄柱が寸断されるより先に身を翻し、何事もなかったかのように地表に着地を決めていた。

「痴しれ者ものが……。天に仰ぎ見るべきこの我オレを、同じ大地に立たせるかッ」

　──否、何事もなかったという観察は余人の感覚でしかなかったらしい。

　ここにきてアーチャーの憤ふん怒ぬは臨界にまで達したのだろう。眉間に刻まれた縦皺が、美貌を凶相に変えている。

「その不敬は万死に値する。そこな雑種よ、もはや肉片ひとつも残さぬぞ！」

　怒りのあまり、いまや紅蓮に燃えるかの如き双眸をバーサーカーに向けながらアーチャーが吼える。みたびその周囲に空間を歪ませて現出する刃の群れ……

　次なる宝具の輝きは三二を数えた。今度ばかりはライダーまでもが押し黙った。

　一六宝具の連撃を、ついに凌いでのけたバーサーカーであったが、まさかそれに倍する攻撃までもが繰り出されようとは思うまい。それを言うなら他のサーヴァントたちとて同様だった。もはや黄金のアーチャーの潜在力は、誰にも見積もることなど出来ない域にあった。




『……ギルガメッシュは本気です。さらに『王の財宝ゲート・オブ・バビロン』を解き放つ気でいます』

　宝石通信機から届く言峰綺礼の実況に、遠坂時臣は頭を抱えた。

　戦場たる倉庫街から遠く離れた遠坂邸の地下においても、状況の把握に不自由はなかった。アサシンを操る綺礼との連携は期待した通りの成果を挙げている。態勢は万全のはずだった。

　唯一、計算外だった要素といえば──最強を期して呼び出した英霊ギルガメッシュが、よりにもよってアーチャーのクラスで現界を果たしたことか。

　アーチャーのクラスの特徴は宝具の強大さにあると言っても過言ではなく、ランクＥＸ相当という桁外れな宝具を持つギルガメッシュに対して聖杯がこのクラスを割り当てたことは、たしかに必定だったかもしれない。だが結果として唯我独尊の英雄王に、とりわけ高い単独行動スキルを与えることになってしまったのは、まったく誤算だったという他にない。

　英雄王ギルガメッシュの威名を畏敬する時臣は、認め得るかぎり最大限に相手の意思を尊重する気でいた。だがまさか、こうも早期からその許容範囲が脅かされることになろうとは……

　ギルガメッシュの動員は最後の切り札でなければならない。今はまだアサシンによる諜報のみに徹するべき時期なのだ。必殺宝具『王の財宝ゲート・オブ・バビロン』を繰り返し衆目に晒すような軽率──それもあのバーサーカーのような得体の知れない敵を相手に全力投球など、断じて見過ごせる話ではない。

　単独行動スキルを有し、マスターに依存しないサーヴァントを律するとなれば、あとは令呪に依よるしかない。ただ三度限りの強制命令権。マスターを尊重する心掛けなど欠片かけらも持ち合わせていないギルガメッシュをサーヴァントにするとあっては、なおのこと貴重なものだ。

　どんな時でも余裕を持って優雅たれ──それが遠坂に代々伝わる家訓である。それを肝に銘じてきた自分が、よりにもよって、他のマスターの誰よりも先んじて令呪を消費する必要に迫られるなどとは……

『導師マスターよ、ご決断を』

　通信機の向こう側から、綺礼が硬い声で催促する。

　時臣は歯嚙みしながら、右手の甲を凝視した。




　憎悪に燃えてバーサーカーを凝視していたアーチャーの眼差しが、ふいに方角を転じた。

　視線は東南。その彼方には深山町の丘陵と高級住宅街がある。まさしく遠坂邸の方角であると、はたして何人が気付いたか。

「貴様ごときの諫言で、王たる我オレの怒りを鎮めろと？　大きく出たな、時臣……」

　さも忌々しげに口元をひくつかせつつ、アーチャーが押し殺した声で吐き捨てる。周囲に展開していた無数の宝具が、一斉に輝きを潜めたかと思うや、何処にともなく消え失せた。

「……命拾いをしたな、狂犬」

　憤ふん懣まんやるかたない面相ではあったが、すでに真紅の双眸からは殺意の炎が失せていた。その傲岸さだけは揺るぎないままに、黄金のアーチャーは居並ぶサーヴァントたちを睥睨する。

「雑種ども。次までに有象無象を間引いておけ。我オレと見まみえるのは真の英雄のみで良い」

　最後にそう放言してから、アーチャーは実体化を解いた。黄金の甲冑姿が質感を失い、輝きの残滓だけを残して消えていく。

　誰も予想しなかった形で、黄金と闇の騎士の対決はあっけなく終結した。

「フムン。どうやらアレのマスターは、アーチャー自身ほど剛毅な質タチではなかったようだな」

　呆れた風に苦笑しながら嘯くライダー。だがそんな吞のん気きに構えている場合ではないことを、他の面々は心得ている。アーチャーに負けず劣らず脅威であったバーサーカーは、今も彼らの前に立ちはだかっている。

　兜のスリットの奥に茫ぼう洋ようと光る双眸は、当初の標的を見失ったせいか所在なげに虚空を彷徨さまよい……そして新たなる獲物を見定めて、ふたたび爛々と燃えさかった。

　怨念の色だけに染まった視線に見据えられ、セイバーの背筋を悪寒が奔り抜ける。

「……ｕｒア……」

　地の底から湧いたような声だった。祟たたるような、呪うような、人語としての意味すら成さない怨念の呻き。

　誰もが初めて耳にした、バーサーカーの声音だった。

「……ａｒア……ｕｒア……ッ‼」

　まるで人型の呪いであるかの如く総身に殺意を漲みなぎらせたまま、黒い騎士は白銀の騎士王を目掛けて突進した。
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　そもそもサーヴァントは現界を保つだけでなく、一挙手一投足に及ぶまで魔力を消費する。ことが戦闘に及んではその消費量も数倍増しだ。そのための魔力は、マスターの魔術回路から吸い出され、サーヴァントへと供給されていくことになる。

　そして魔術回路の活性化とは、間桐雁夜にとって、刻印虫に肉体を蝕むしばまれる地獄の苦痛に他ならない。

　サーヴァントが霊体化していれば、魔力の消費量は最低限で済む。この状態であれば雁夜も、時折、動悸や眩暈めまいに苛さいなまれる程度のことで済んだ。

　だが、バーサーカーを実体化させてからの苦痛は、まさに想像を絶していた。

　体内で覚醒した異物が蠕ぜん動どうを始め、肉に食い込み、骨を軋らせる。雁夜の疑似魔術回路たる刻印虫は、宿主である雁夜の許容量などお構いなしに、吸い上げた魔力を惜しみなくバーサーカーへと供給していった。

　痛みなどという表現すら生なま温ぬるい。身体の内側から別の生物に侵蝕され、略奪されていく──生きながらに貪むさぼり食われる激痛が、恐怖とおぞましさによって倍増しになる。

「ぐ……が、ぐぁ……ッ‼」

　身を潜めた闇の中で、雁夜は必死で悲鳴を嚙み殺しながら、喉から胸にかけてを搔きむしった。皮膚が裂け血が滲むのと同時に、両手の指の爪もまたメリメリと剝がれ落ちていく。

　なお悲惨なことに、バーサーカーのクラスがマスターに要求する消費魔力は他のサーヴァントよりも数段勝る。英霊召喚の折、臓ぞう硯けんがサーヴァントの〝狂化〟を雁夜に強いたのは、まさにあの悪あく辣らつな老魔術師ならではの歪んだ嗜し虐ぎゃくであった。

　虫どもが背骨を齧かじる。虫どもが神経を溶かす。虫どもが、雁夜の中に巣くうおびただしい虫どもが虫どもが虫どもが虫どもが虫どもが虫どもが虫どもが……

「がぁぁぁぁッ……」

　堪えきれずに漏らした悲鳴も、掠れた呻きにしかならなかった。激痛は喉の奥につかえたまま外に出ていかない。雁夜は啜すすり泣きを漏らしながら、体内を荒れ狂う幾千もの蹂躙に耐え続けた。

　表通りで展開されるアーチャーとバーサーカーの攻防も、もはや監視して見届ける余裕などはなかった。ふいに激痛の嵐が凪ないだときも、雁夜は状況を理解できるだけの思考力を、すぐには取り戻せなかった。

「……はぁ……はぁ……」

　荒い呼吸で苦痛の残滓を鎮めながら、雁夜はふたたび使い魔の視野を借りて戦場を観察する。いまだ残っているサーヴァントは三人。アーチャーの姿は既にない。戦闘は小休止を迎えていた。

　倒した──わけではあるまい。おそらくは戦況を不利と悟った時臣がサーヴァントを撤退させたのだろう。

　あれだけ圧倒的に見えた黄金のアーチャーを前に、雁夜のバーサーカーは一歩も譲らなかった。代々血を重ねて磨き上げた遠坂の魔術に、雁夜はたかが一年でものにした俄にわか仕じ立たての魔術で、充分、互角に張り合ったのだ。

「……ふふ、ははは……」

　憔しょう悴すいし、脱力しきったまま、雁夜は乾いた笑いを漏らした。

　やった。あの高慢な魔術師に、雁夜のような常人をつねに見下し続けてきた連中の顔に、ついに泥を塗ってやった。雁夜は胸の内で時臣に、臓硯に、それ見たことかと嘲笑を浴びせてやった。

　俺は負け犬なんかじゃない。虫けら同然の落伍者などと、もう誰にも呼ばせはしない。俺は貴様らと戦える。貴様らを恐怖させ、脅かしてやれる……

　今夜のところは、ここまででいい。怨敵たるアーチャーが撤退した今、さらに苦痛を押して戦い続ける理由はない。他のサーヴァントたちは勝手に殺し合うに任せておけばいいのだ。

　そう気を抜いた矢先だっただけに、バーサーカーが次なる標的をセイバーに見定めて突進していったとき、他の誰よりも狼狽したのは雁夜自身であった。

「やめろ……戻れ！　戻ってこいバーサーカー！」

　声に出して呼びかけて、思念を送る。この程度の単純な指示ならば離れた位置からの念話だけでも充分なはずなのに、黒い騎士はまったく応じる素振りを見せない。むしろバーサーカーの興奮によって要求された魔力量が、鎮まりかかっていた刻印虫を一斉に励れい起きさせ、ふたたび雁夜の肉体を激痛で打ちのめす。

「バーサーカァァッ！　やめろォ‼」

　痛みのあまり、雁夜の声は絶叫に近かった。もはや令呪を使うだけの精神的余裕もない。苦痛の奔流に攫さらわれて、雁夜は遠とお退のきかかる意識を手放さないよう繫ぎ止めておくだけで精一杯になっていた。




　黒い騎士は野獣の如き勢いで、アスファルトの舗装を蹴散らし突進する。ただ一人セイバーだけを目掛けて、黒い殺意を渦巻かせながら。

　無論、セイバーとて油断していたわけではない。即座に剣を構え直して防御に入る。

「～～～～～～～～～ッ！」

　低く地を這うような不気味な気迫とともに、バーサーカーは手にした〝得物〟をセイバーの脳天に振り下ろす。

　危なげなく不可視の剣で受け止めたセイバーだったが、受け止めたその武器の正体を見極めたところで、彼女は愕がく然ぜんとなった。

　鉄柱──さっきまでアーチャーが足場にし、バーサーカーに切り倒されて地に転がっていた街灯のポールの、残骸である。セイバーへと突進しながら、黒い騎士は足許にあったそれを拾い上げていたのだろう。

　長さ二メートル余りに寸断されたその鉄てつ屑くずを、さながら槍に見立てたかのように両手で構えて、バーサーカーは凄まじい圧力でセイバーの剣を圧迫してくる。だが驚くべきはその膂りょ力りょくより、得物がただの鉄屑でしかないという点だ。

『風王結界インヴィジブル・エア』に隠されたセイバーの剣は、まさしく宝剣の中の宝剣。他に並ぶものとてない至高の宝具である。たかが路傍で拾った鉄てっ塊かいなどで鍔迫り合うなど有り得ない。

　そんな風にセイバーの剣と拮抗しうるだけの強度を備えているとするならば、それは英霊の宝具しか他に考えようがない。が……

「なん……だと？」

　歯を食いしばって耐えながら、セイバーは目を疑った。

　バーサーカーの手にした鉄柱が、黒く染まっている。葉脈のような黒い筋が、幾重にも鉄柱に絡みつき、今もじわじわと広がりながら侵蝕していく。

　起点はバーサーカーの両手だった。黒い籠こ手てに摑まれたその場所から、黒い筋は蜘蛛の巣状に鉄柱全体に広がっているのだ。

　それはバーサーカーの魔力──殺意と憎悪に濁りきった、黒い騎士ならではの魔力であった。それが手を介して鉄柱全体に浸透している。

「貴様は……まさか⁉」

　驚愕とともにセイバーは理解した。このバーサーカーの宝具の正体を。

　見守るランサーとライダーも、辿り着いた結論は同じであった。

「……そういうことか。あの黒いのが摑んだものは、何であれヤツの宝具になるわけか」

　感心した風にライダーが唸る。英霊の宝具とは、形ある固有の武器として顕けん現げんするものばかりではない。時にはサーヴァント自体の身に備わった〝特殊能力〟として発揮されるタイプの宝具もある。このバーサーカーの場合がまさにそれだ。

　だとしても、なんと驚くべき能力ちからだろうか。アーチャーの投げ放った無数の宝具を、まんまと強奪して自在に駆使したバーサーカー。あの驚愕の手て練だれも、今ならば納得できる。バーサーカーの籠手で摑まれたその瞬間に、アーチャーの宝具はその支配権を黒い騎士に乗っ取られていたのである。

　のみならず、何の変哲もない鉄屑までもが、ひとたびバーサーカーの手に渡れば他の宝具と鍔迫り合うほどの強烈な魔力を帯びる。先の黄金のアーチャーとはまた違った意味で、バーサーカーは無尽蔵の宝具を持ち合わせているようなものだった。

　二撃、三撃──豪快な〝槍捌き〟でもって、バーサーカーはセイバーを攻め立てる。迎えるセイバーは防戦一方だった。剣柄に添えた左手には力が入らない。ここにきてランサーの『必滅の黄薔薇ゲイ・ボウ』に負わされた傷が響いていた。右手一本の握力しか当てにできない不自由な剣技を、魔力放出のサポートで何とか支えて応戦していたものの、勢いに乗ったバーサーカーの怒ど濤とうの連撃を前にしては防戦一方に立たざるを得ない。反撃の糸口が摑めないまま、次第次第にセイバーは劣勢へと追い込まれていく。

「セイバー……ッ！」

　切迫したアイリスフィールの声。騎士王の額に、いつしか焦燥の汗が滲みはじめる。




　遠く見守る衛宮切嗣の目にも、セイバーの危機は明白だった。だがサーヴァント同士の対決に、今の切嗣の武装では介入のしようがない。

　せめて、バーサーカーのマスターの居場所だけでも見抜ければ、まだ対処のしようもあるが……二つの暗視スコープを併用しても、一向にその姿は見当たらない。

「……舞弥、そっちからバーサーカーのマスターは視認できるか？」

『いいえ。見当たりません』

　インコム越しの返答に、切嗣は眉を顰めた。切嗣と舞弥のポジションは互いに死角をフォローしている。これで見当たらないということは、相手もまたサーヴァントに直接指示を与えられるような位置にはおらず、それよりも身を隠すことを優先しているのかもしれない。

　どうやら相手はランサーのマスターよりも慎重な性格と見える。なまじ優秀な魔術師よりも、切嗣にとってはこういう増長のない相手の方がむしろ難敵だ。

「まずいな……」

　状況はセイバーとバーサーカーの一騎打ちではない。その横には無傷のランサーとライダーが控えている。弱肉強食のバトルロイヤルにおいては、あからさまな劣勢に立たされるのは最悪の展開だ。他のサーヴァントのマスターたちは当然のように考えるだろう。──この場でバーサーカーに加勢すれば、いともたやすくセイバーを脱落させられる。さらにその後で消しょう耗もうしたバーサーカーを仕留められれば一挙両得。彼らは最低限の労力でもって二人の敵を脱落させられる……

　切嗣はライフルの照準を頭上へと向け、あらためてデリッククレーンの上を確認した。相変わらず髑髏の面のアサシンはそこに居座っている。迂闊な行動は切嗣自身の命取りにもなりかねない。

「……くそっ」

　歯嚙みしながらも、切嗣には静観以外の選択肢はなかった。




　指一本が利かないばかりに冴えを失ったおのれの剣が、セイバーにはもどかしい。

　いま自分がどれだけ危険な状況にあるのか、もちろん彼女は理解している。傍観するライダーへの牽制も含めて、このバーサーカーとの競い合いは互角の拮抗に持ち込んでおかねばならない。今、この状況につけ込まれたら──彼女に凌ぎきる余力は、ない。

　バーサーカーは容赦なく、まさに狂乱の英霊に相応しい獰猛な苛烈さでセイバーに食らいつく。矢継ぎ早に繰り出される鉄柱の〝槍〟は、まさに獣性と呼ぶに相応しい荒々しさでありながら、その技の冴えと正確さばかりは達人の域にある。

　セイバーを圧倒するのはその勢いだけではなかった。いかに手負いとはいえ、最強のサーヴァントたるセイバーにさえ反撃の隙を与えない猛連撃。しかもその得物は、魔力で強化されているとはいえ、歪みねじくれた鉄柱の残骸なのだ。

　断じてただの狂犬ではない。このバーサーカー、もとの英霊は相当な〝使い手〟である。狂化してなおこの手練。尋常な腕前ではない。

「貴様は……一体⁉」

　瞠目するセイバーに答えを返すはずもなく、黒い騎士は裂れっ帛ぱくの気迫とともに鉄柱を振りかぶる。次の一撃は大技だ。ガードもろともにセイバーの矮軀を叩き潰さんばかりの勢いで──

　だが、振り下ろされた鉄柱はセイバーにまで届かなかった。

　長さ二メートル余りもあった鉄柱が、その半ばあたりから切り落とされて宙に舞ったのである。セイバーの宝剣と鎬しのぎを削るほどに強固だったバーサーカーの疑似宝具。それを藁わらしべのように容易く両断してのけたのは、闇に閃いた一条の紅だった。

　呆気に取られたセイバーの前に、ランサーの背中があった。さっきまでの敵であった騎士王を背後に庇う体勢で、艶えん貌ぼうの槍兵はバーサーカーと対峙する。

「悪ふざけはその程度にしておいてもらおうか。バーサーカー」

　右手の長槍──『破魔の紅薔薇ゲイ・ジャルグ』の切っ先を黒い騎士に突きつけて、ランサーは冷ややかに宣言した。打ち合った宝具の魔力を打ち消す彼の赤槍であれば、なるほどバーサーカーの黒い魔力に侵蝕された疑似宝具であろうとも、ただの鉄塊と何の違いもない。

「そこのセイバーには、この俺と先約があってな。……これ以上つまらん茶々を入れるつもりなら、俺とて黙ってはおらんぞ？」

「ランサー……」

　死闘の最中ではあったが、これにはセイバーも感極まるものがあった。この槍の英霊は、その誇りの形において、まさに彼女が奉ずるのと同じ〝騎士道〟に忠実であった。

　とはいえ、それを天晴あっぱれと評する者ばかりがこの戦場に集ったわけではない。

『何をしているランサー？　セイバーを倒すなら、今こそが好機であろう』

　姿なき声が冷厳にそう糺す。不興も露わな声音は、よりにもよってランサーのマスターのものだった。だがランサーは、この英霊にしては意外なほど厳格な面持ちで、

「セイバーは！　必ずやこのディルムッド・オディナが誇りに懸けて討ち果たします！」

　そう虚空に向けて声高に言い放った。

「お望みなら、そこな狂犬めも先に仕留めて御覧に入れましょう。故にどうか、我が主あるじよ！　この私とセイバーとの決着だけは尋常に……」

『ならぬ』

　熱を帯びたランサーの嘆願を非情に断ち切って、彼のマスターは、よりいっそう冷ややかに断言する。

『ランサー、バーサーカーを掩護してセイバーを殺せ。令呪をもって命ずる』

　緊迫した空気でその場が凍りつく。

　令呪。サーヴァントに対する絶対命令権。いかな英霊であろうともこれに逆らうことは叶わない。故にランサーにはもはや自由意思などはなく──

　ぐるりと反転した赤槍の切っ先が、唸りを上げてセイバーに襲いかかった。咄嗟に飛び退いた彼女の眼前を、長短二本の魔槍が立て続けに擦過し空を切る。

　真後ろの標的に、振り向くのにすら先んじて左右の槍を繰り出すという驚愕の槍技は、まさに変幻自在の二槍流、ランサーの真骨頂である。その鋭さにはもはや一片の仮か借しゃくもない。

「ランサー……っ！」

　呼びかける途中で、セイバーは言葉に詰まった。こちらに向き直ったランサーの、怒りと屈辱で歪みきった悲痛きわまりない表情が、何よりも雄弁に英霊ディルムッドの心中を物語っていた。

　令呪に束縛されたランサーの身体は、もはや彼個人のものでなく、サーヴァントという冷酷無比な機械装置でしかない。英霊ディルムッドが鍛え上げた技と能力のすべてが、彼の信条とは関わりなしに発揮され、マスターの至上命令を遂行するためだけに動員される。その無念さは、同じ英霊としてセイバーにも察して余りあった。

　そんなランサーの傍らに、さらにバーサーカーが進み出る。状況が変わっても、依然、黒い騎士の標的はセイバーのみであるらしい。さっきランサーの赤槍で両断された鉄柱を、今度は長剣よろしく正眼に構えていた。若干形状が変わったところで、その宝具には何の支障もないらしい。

　絶体絶命だった。

　左手のハンデがなければ、あるいは活路も見出せたかもしれないが、今のセイバーはバーサーカー一人に対処するだけで既に限界にあったのだ。ここにきて更にランサーまでをも敵に廻しては、万に一つも勝ち目はない。

「……セイバー……済まん……」

　ランサーは苦しげな呻きとともに、じりじりと間合いを詰めてくる。その居たたまれない面持ちとは裏腹に、左右の二槍からは殺意を秘めた魔力が陽炎のようにゆらめき立ち上る。

　その隣に並び立つ黒い騎士は、相変わらず無言のまま、だが殺意の波動の密度は倍増しでセイバーに迫り寄る。黒い葉脈にびっしりと覆われた鉄柱の断片は、ただの剣よりもおぞましい異形の凶器となって、その鈍い切っ先でセイバーを威圧する。

　それら圧倒的な脅威を静かな眼差しで見据えつつ、セイバーはアイリスフィールへ向けて横目にちらりと目配せを送った。

「アイリスフィール、この場は私が食い止めます。その隙に──」

　進退窮きわまったセイバーの思考は、すでに極限の選択に向き合っていた。そうせざるを得ない窮きゅう地ちであった。いかに敗色が濃くなろうとも、アイリスフィールだけは守り抜かねばならない。たとえ身を挺ていすることになったとしても……

「その隙に、せめて貴女だけでも離脱してください。出来る限り遠くまで」

　淡々とそう注進するセイバーの真意は、アイリスフィールとて察するまでもなかった。誇り高き騎士の少女は、自らの命と引き換えにアイリスフィールの活路を拓こうというのだ。

　アイリスフィールは決然とかぶりを振った。ここでセイバーを死なせるつもりは毛頭なかった。

「アイリスフィール！　どうか──」

「大丈夫よセイバー。あなたのマスターを信じて」

　含みのある言葉の裏を察したセイバーは、だがむしろ当惑に眉を顰める。

〝切嗣が──この場に来ている？〟

　セイバーの困惑をよそに、実際、アイリスフィールは信じきっていた。

　彼女にも、セイバーにも、ここに到るまでは何の落ち度もない。彼に言いつけられた通り、二人は盛大に、華々しく戦った。現に今、セイバーはこの戦場の焦点にある。誰もが小さな騎士の窮地に目を釘付けにしている。

　破魔と必滅の二槍も、黒い殺意に染まった鉄塊も、アイリスフィールを脅おびやかしはしなかった。これは切嗣が目論んだ通りの展開。即ち──いま自分たちは敵に対して優位にある。

〝だから──どうかお願い。あなた〟

　何処にいるとも知れぬ夫に向けて、アイリスフィールは何の疑いも差し挟まずに、ただ念じた。




　妻の思念が届いたわけでもなく、ただ冷徹な状況の把握だけによって、衛宮切嗣は為すべき行動を判断した。

〝器の預かり主〟たるアイリスフィールの保護はすべてに最優先する。セイバーが彼女を護りきれなくなった以上は、もう一刻の猶予もない。

「……舞弥。僕のカウントに合わせてアサシンを攻撃しろ。制圧射撃だ」

　インコムの向こう側から緊張の気配が伝わり、それから即座に『了解』という返答が届く。

　今この場で、ランサーのマスターを殺す。状況を打破できる手段は他にない。

「──六」

　低い声で秒読みを始めながら、切嗣は熱感知スコープのレティクルをランサーのマスターに重ねる。

　このＷＡ２０００狙撃銃は、カスタマイズして日本に持ち込ませるより以前に、アインツベルン城でも試射しているから、銃自体のクセは吞み込んでいる。暗視システムとの相性までは確認していないが……そこは舞弥の手際を信じるしかない。

「──五」

　舞弥の報告によれば──照準器の調整は距離五〇〇メートルを零点としている。レティクルの十字線と銃弾の弾道が一致するのは、銃口から五〇〇メートル先、ということだ。

　長距離の射撃においては、銃弾は直進するのではなく、きわめて緩やかな放物線を描く。つまり零点規正時の距離より手前の標的を撃つ場合、着弾点はレティクルより上にずれることになる。

　ランサーのマスターまでの距離は三〇〇メートル弱。慎重に、切嗣は照準点を補正する。

「──四」

　ランサーはマスターの令呪によって不本意な行動を強いられている。マスターを喪った直後の彼がどういう反応をするかは予想できないが、そのまま継続してセイバーを襲うとは考えにくい。そして再び直接的な脅威がバーサーカー単体になれば、セイバーとてアイリスフィールを連れて脱出する算段がつけられるだろう。

　残る問題は切嗣本人の安全だ。アサシンのすぐ膝元で発砲するという無謀を、こうなれば断行するしかない。

「──三」

　せめてリスクを分散するために、タイミングを合わせて舞弥にも銃撃させる。彼女のＡＵＧが撒き散らす５・５６ｍｍレミントン高速弾の威力とて、サーヴァントであるアサシンを傷つけることは叶わないが、それでも予想外の銃撃を受けたアサシンは、すぐ手前から単射で発砲するもう一人の狙撃手を見過ごすかもしれない。──勿もち論ろん、見込みとしてはかなり甘いが。

「──二」

　もしもアサシンが陽動にかかって舞弥を敵と認識しても、充分離れた位置にいる彼女には逃げ切れるだけの公算がある。むしろそれ以前に、アサシンは他のマスターにまで存在が露ろ見けんするのを避けて退散するかもしれない。

　ただし、そのいずれの可能性も外れた場合には、アサシンはすぐ足許の切嗣に襲いかかってくることだろう。そのときは腹を括って対決するしかない。勝算云々は関係ない。他に選択肢はないのだ。

「──一」

　静かに息を吐き出しながら、切嗣はゆっくりと引き金を絞り込んでいく。ワルサーの銃口は微塵も揺るぐことなく、その虚ろな空洞でもって標的に必殺の凝視を送る。




　そのとき、耳を聾ろうする轟音が轟いた。

　舞弥のＡＵＧのフルオート射撃でも、もちろん切嗣の狙撃でもない。そんな小銃程度の発砲とは比較にならないほど盛大な、大地を揺るがさんばかりの衝撃。

　それはまさに、戦場を不意に見舞った落雷であった。昼夜を逆転させるほどの眩い閃光と、さらに──そんな雷鳴すらも圧するほどの猛々しい咆哮。

「ＡＡＡＡアァァァＬａラＬａラＬａラＬａラＬａラｉｅイッ‼」

　稲妻は天上から大地に降るのでなく、地表を真横に駆け抜けた。否──稲妻と見えたそれは、迸る雷気を纏った戦車の疾走であった。

　間一髪、身を翻したランサーは回避が間に合ったものの、セイバーだけに気を取られていたバーサーカーは振り向く暇さえなかった。

　ライダーが雄叫びとともに手綱を繰った二頭の神牛は、まず四本の前肢で黒い騎士を大地に踏み倒し、続く四本の後肢でもって容赦なく蹂躙した。滾る雷気の紫電をまとった蹄は、ただの一蹴りであろうとも大打撃であっただろうに、都合八回に亘って踏みしだかれたバーサーカーのダメージは致命的であったに違いない。ライダーの戦車が駆け抜けた後には、立ち上がる力さえ失せて仰ぎょう臥がしたままの黒い甲冑姿が転がっていた。

　急停止し反転した戦車の上で、たったいま轢れき殺さつしたばかりの敵を見下ろしたライダーは、闘気に昂った面相をニヤリと笑みの形に歪める。

「──ほう？　なかなかどうして、根性のあるヤツ」

　果たして、バーサーカーは息絶えてはいなかった。弱々しく痙けい攣れんしながらも、ゆっくりと上体を起こしにかかっている。神牛に蹴り潰された黒い騎士が、それでも辛うじて身を捻り、戦車の軌道から転がり出ていたことに、ライダーは気付いていた。そうやってバーサーカーは、とどめの最大打撃であった車輪による蹂躙を、辛うじて免れていたのだ。

　すぐ鼻先を駆け抜けていったライダーの宝具、その圧倒的すぎる破壊力を目の当たりにして、セイバーは言葉を失っていた。

『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』……その威力は明らかに対人宝具でなく、対軍宝具の域にある。今の疾走ですら、ライダーが手心を加えていたのは明らかだ。彼がその気であったなら、ランサーとて逃げ切れず、セイバーもまた諸共に蹄と車輪の餌食になっていたであろう。

　地に伏したバーサーカーは、立ち上がろうとして弱々しく足あ搔がきながらも、どうやら戦闘続行が不可能なまでに深刻な打撃を受けたものと自覚したらしい。やおら動きを止めたかと思うと、そのまま陽炎のように茫ぼうと輪郭を霞ませ、霧散するように消えていった。実体化を解き、霊体となって退散したのだ。

「と、まぁこんな具合に、黒いのにはご退場願ったわけだが──」

　まるで何事もなかったかのように、太い首を捻ってボキボキと鳴らしてから、戦車の上のライダーは虚空に向けて呼びかける。

「ランサーのマスターよ。どこから覗き見しておるのか知らんが、下衆な手口で騎士の戦いを穢けがすでない……などと説教くれても通じんか。魔術師なんぞが相手では」

　そこまで言ってから、巨漢のサーヴァントは獰猛きわまる含み笑いで見えざる相手を威圧した。

「ランサーを退かせよ。なおこれ以上そいつに恥をかかすというのなら、余はセイバーに加勢する。二人がかりで貴様のサーヴァントを潰しにかかるが、どうするね？」

『……』

　姿なき魔術師の怒りの気配が、その場一帯に立ちこめる。だが、それも長引きはしなかった。

『──撤退しろランサー。今宵は、ここまでだ』

　それを聞いたランサーは、安あん堵どの吐息とともに槍の切っ先を下げる。

「感謝する。征服王」

　美貌の槍兵の呟きに、ライダーはニンマリと満足げに破顔した。

「なぁに、戦いくさ場ばの華は愛めでるタチでな」

　もう一度、ランサーは視線だけでライダーに謝意を伝えると、続けてセイバーにも頷いた。

　言葉などは必要ない。交わすべき誓いは明確なのだ。セイバーもまた首しゅ肯こうを返す。

　決着は、いずれまた──

　それだけを確認してから、ランサーは霊体化し姿を消した。

　破壊の嵐が吹き荒れた戦場に、静寂が訪れる。

　そしてほどなく思い出したかのように、岸壁に打ち寄せる波の音が、遠く離れた市街地の喧噪が、ひめやかに夜気をくすぐりはじめた。ランサーのマスターが付近一帯に張り巡らしていた結界を解いたのであろう。

　セイバーは、最後に残ったライダーに向けて複雑な想いの入り混じった視線を向ける。

「……結局、お前は何をしに出てきたのだ？　征服王」

「さてな。そういうことはあまり深く考えんのだ」

　セイバーからの問いに対し、巨漢のサーヴァントはまるで他人事であるかのように平然と肩を竦めた。

「理由だの目論見だの、そういうしち面倒くさい諸々は、まぁ後の世の歴史家が適当に理屈をつけてくれようさ。我ら英雄は、ただ気の向くまま、血の滾るまま、存分に駆け抜ければ良かろうて」

「……それは王たる者の言葉とは思えない」

　憮然とそう返すセイバーの声は硬い。廉潔なる騎士道を奉じる彼女の信念は、ライダーの野放図な行動原理とは程遠いところにあった。

「ほう？　我が王道に異を唱えるか。フン、まぁそれも必定よな」

　ライダーは鼻で嗤って、セイバーの挑発的な視線を受け流した。

「すべて王道は唯一無二。王たる余と王たる貴様では、相容れぬのも無理はない。……いずれ貴様とは、とことんまで白黒つけねばならんだろうな」

「望むところだ。何なら今この場でも──」

「よせよせ。そう気張るでない」

　ライダーは軽く笑って、セイバーの左手を顎で指した。

「イスカンダルたる余は、けっして勝利を盗み取るような真似はせぬ。セイバーよ、まずはランサーめとの因縁を清算しておけ。その上で貴様かランサーか、勝ち昇ってきた方と相手をしてやる」

「……」

　言い返したいところではあったが、左手親指のハンディキャップはライダーを前にしては大きすぎる。バーサーカーを一撃で退散せしめたこの英霊の戦闘力は、決して侮あなどれるものではない。

「では騎士王、しばしの別れだ。次に会うときはまた存分に余の血を熱くしてもらおうか。……おい坊主、貴様は何か気の利いた台詞はないのか？」

　そう声をかけられても、ライダーの足下で御者台にへたりこんでいる少年は返事を返さない。ライダーが襟首を摑んで持ち上げてみると、矮軀のマスターは白目を剝いて気絶していた。どうやらバーサーカーに突撃した折のライダーの気迫が強烈すぎたらしい。

「……もうちょっとシャッキリせんかなぁ、こいつは」

　ライダーは嘆息して自らのマスターを小脇に抱えると、二頭の神牛に鞭むちを入れた。牡牛は嘶いななきとともに雷気を放つと、蹄から稲妻を散らして虚空へと駆け上がる。

「さらば！」

　轟雷の響きとともに、ライダーの戦車は南の空の彼方へと駆け去っていった。

　アイリスフィールは、ようやく張りつめていた緊張から解放されて安堵の吐息をついた。あらためて見渡せば、辺り一帯の破壊の程は凄まじい限りである。当然と言えば当然だった。五人ものサーヴァントが一堂に会し、うち何人かは惜しげもなく宝具を炸裂させたのだ。

「序盤からここまで派手なことになった聖杯戦争なんて、過去にあったのかしらね……」

　破壊の痕跡は、アイリスフィールたちが危惧するような事柄ではない。聖杯戦争の隠蔽は聖せい堂どう教きょう会かいの監督役が責任を負う。この大震災さながらの有様も、きっと教会の組織力を動員して、ぬかりなく糊塗することだろう。

　セイバーは黙したまま、ライダーの飛び去った空の果てを見据えている。その怜悧な横顔には、さっきまでの死闘から持ち越した興奮や憔悴の色はない。ただ凜然と静かに戦場の跡に佇む少女の鎧姿は、まるで一葉の画であるかのように美しく侵しがたかった。

　だがアイリスフィールは、そんなセイバーの端然たる居住まいとは裏腹に、彼女が負っている甚大な傷について知っている。

「セイバー、左腕は──」

「はい。手痛い失態でした。ライダーの言うとおり、まずはランサーと決着をつけて傷の呪いを解かないことには、他のサーヴァントとの戦いにも差し障ります」

　淡々とそう告げる騎士王の口調には、アイリスフィールに不安を与える要素など微塵もなかった。そんなセイバーの気丈さが、むしろアイリスフィールの胸には応えた。

「……ありがとうセイバー。あなたのお陰で、生き残れた」

　目を伏せてそう言うアイリスフィールに、セイバーは微笑みを向ける。

「私が前だけを向いて戦えたのは、背中を貴女に預けていたからです。アイリスフィール」

　その強さ、逞しさと優しさに、改めてアイリスフィールは痛感した。

　自分より一回りも幼い、年端もいかない少女の姿でありながら──こんな小さな軀で、細い腕で、なのに彼女はどこまでも騎士であり、英雄であった。

「勝負はこれからです、アイリスフィール。今夜の局面は、これから始まる戦いの最初の一夜でしかありません」

「……そうね」

「いずれも劣らぬ強敵揃いでした。異なる時代から招き寄せられた英雄たち……ただの一人として尋常な敵はいない」

　セイバーの声には、焦燥もなければ畏怖もない。嵐を前に、戦士の心は静かに奮い立つ。その昂揚、その血の滾りは、いかなる時代のいかなる世界にあっても変わらない、英雄たる魂の証であった。

　南の夜空を見据えたまま、少女は静かに呟いた。

「これが……聖杯戦争」
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　その空間は闇に閉ざされていた。

　空漠なる〝闇〟ではない。ねっとりと濃縮され、饐すえるほどに糜び爛らんした、限度を超えて黒すぎる──闇。

　噎むせ返るほどに濃密な血の臭気。そこかしこから湧き上がる、弱々しい呻きや啜り泣き。そんなおぞましい気配の数々から察するに、視界を閉ざす闇の帷とばりはむしろ慈悲深い目隠しであったのかもしれない。

　そんな闇の中、まるで水みな底ぞこから見上げた満月のように、茫ぼう洋ようとした光を放つ円形がある。

　手て鞠まり大だいの水晶球だった。おぼろな光と見えたのは、球の中に浮かび上がる映像である。

　荒れ果てた瓦礫の山の夜景だった。が、それは初めからそうだったわけではない。破壊し尽くされたその景観は、つい三〇分ほども前までは無人の閑静な倉庫街であった。そこで繰り広げられた熾烈なる戦いのすべてを、遠見の水晶球は余さず映し出していたのである。

　そして、そのすべてを見届けた二人の人物は、球の茫洋たる光を顔に浴びて、それぞれに異なる喜悦の相を浮かび上がらせていた。

「──スッゲェ。マジにスゲェ‼」

　切れ長の目を、童子のように無邪気な歓喜に輝かせて歓声を上げるのは、天文学的な確率の稀少度によって超常の世界に踏み込んだ快楽殺人鬼、雨う生りゅう龍りゅう之の介すけであった。

「なぁ青あお髭ひげの旦だん那な、今のアレ全部リアルなんでしょ？　ＳＦＸでも何でもないガチだったんでしょ？　たまんねぇ～。プレステなんか目じゃねぇわ！」

　ただの偶然でキャスターのサーヴァントと契約を果たして以来、日常と乖かい離りした怪異にばかり見舞われてきた龍之介であったが、刺激と娯楽に貪欲な彼は、それらすべてを極上のエンターテインメントとして、何の抵抗もなく享受していた。

「で、セイハイセンソウだったっけ？　旦那も今のアレに嚙むんでしょ？　やっぱり旦那もアレなの？　空飛んだり光ったりとか？」

「……」

　キャスターは答えずに、熱を帯びた眼差しで水晶球を見つめている。映し出される小さな夜景の中、そこに佇むさらに小さな人影に、まるで憑とりつかれたかのように見入っている。

　倉庫街での戦いを監視しはじめた当初から、キャスターはこの有様だった。マスターである龍之介の興奮を余よ所そに、他の英霊たちには目もくれず、ただ一人の人物を見定めて目で追い続けていた。

　華きゃ奢しゃな体軀を包み込む白銀の甲冑。流れる砂金のような美しい髪。七人のサーヴァントのうち一人として、セイバーの座クラスに招かれた英霊の少女。

　誰よりも小さな軀で、誰よりも雄々しく、凜々しく、いかな窮地にも怖じることなく毅然と立ち向かうその姿から、キャスターは目を逸らせなかった。逸らせるはずもなかった。その遠く懐かしき姿、どこまでも気高く高貴な横顔こそ、彼が時空を越えて追い求めてきた幻影であったのだから。

「……旦那？」

　龍之介は、さっきから一向に黙して答えぬキャスターの貌を窺い見て啞然となった。

　頰の瘦こけた青白い異相が、いつの間にか、澎ほう湃はいと溢あふれる涙に濡れている。

「──叶った」

　激情のあまりに掠れた声で、キャスターは呟いた。

「全て、叶った。まさか……或いは、とは思っていたが……聖杯は、まさしく本当に万能であった……」

「叶ったっ──てぇ？　ええと？」

　何が？　と問うしかない龍之介であった。キャスターの喜びようは何やら並々ならぬ事のようだが、彼にはその所以がまったく解らない。

「聖杯は私を選んだのですよ！」

　マスターの当惑など眼中にもないまま、己の歓喜を共有せんとばかりに、キャスターは龍之介の手を取ってぶんぶんと振り回す。

「ただの一度も戦うまでもなく、我々は勝利を遂げたのです。間違いない。すでに聖杯は我らが手中にある！」

「いやオレ……そのセーハイってやつ、まだ見たことも触ったこともないんスけども？」

「そんなことは問題ではない！」

　目を剝いて断言し、キャスターは水晶球に映る少女を指で指し示す。

「見たまえ！　彼女こそが答えだ！　あの凜々しき面影、神こう々ごうしき居住まい……あれこそは紛れもなく我が運命の〝乙女〟に他ならぬ！」

　龍之介は眉を顰めて、水晶球に映る人影をしげしげと観察する。時代がかった甲冑に身を包んだ少女だか少年だか、いずれにせよ現代日本においてはキャスターに負けず劣らず珍奇な恰好をした美人である。

「……知り合い？」

「いかにも。彼女こそは我が光。彼女こそは我が導き。彼女が私に命を与えた。我が人生に意味をもたらした……」

　語るうちにまた激情を抑えきれなくなったのか、キャスターは感涙に咽むせびながら、両手で頭を搔きむしる。

「かつて神にすら見捨てられ、屈辱のうちに滅んでいった彼女が──、今、ついに復活を遂げた！　これが！　これほどの奇跡が！　我が願望の成就でなくして何だというのか⁉」

　龍之介は、依然まったく事情が吞み込めなかったが、ともかく敬愛する『青髭』が今かぎりなくハイになっているということだけは理解できた。そして、まださほど長くもない付き合いの中で知ったことだが、『青髭』がこんな風に〝カッ飛んで〟いるテンションのときには、しばしば龍之介さえ仰天させ感嘆させるほどの素敵な趣向を提示することがある。まったく新しい犯し方、嬲なぶり方、そしてとどめの殺し方……龍之介が師と仰ぐこの怪人物は、まさに嗜虐の芸術家であった。

　そんな次第で、青髭ことキャスターが喜んでいるこの状況は──どういう事情であれ──龍之介にとっても期待のできる喜ばしい状況と思って間違いなかった。

「なんだかオレも楽しみになってきたよ。青髭の旦那」

「そうだろう！　そうだろうとも！」

　髪を振り乱して泣き笑いながら、キャスターは両手で水晶球を摑み抱えると、その冷たい表面に額を押し当てて、球の中に浮かぶ少女の面影に、むしゃぶりつかんばかりの執念を込めて熱い視線を注ぎ込んだ。

「嗚あ呼あ、〝乙女〟よ、我が聖処女よ……すぐにもお迎えに馳せ参じまするぞ。どうか、しばしお待ちを……」

　蛇へびの吐息のような湿った含み笑いが、いつまでも闇の中に尾を引いた。
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　顚末を見届けたところで、言峰綺礼は現地のアサシンに帰還を命じ、知覚共有を断ち切った。

　デリッククレーンの上からの眺望と、潮の香る夜風の感触が意識から分断され、綺礼の五感はもといた教会の地下室へと引き戻される。

　いつの間に現れたのか、璃正神父もまた綺礼の傍らに佇み、彼が時臣に宛てて語る実況に聴き入っていたらしい。戦いの終わった今は、表向きの監督役としての職務を果たすべく、さっそく携けい帯たい電話で誰かに指示を送っている。

「──神明二丁目、そう、海浜倉庫街だ。損壊は広範囲で甚大。……ああ、それでいい。都市ゲリラの線で処理しよう。Ｄプランに沿って、あとは現場の判断で頼む──」

　璃正の指示で動く聖堂教会のスタッフは、すでに冬木市のあちこちに分散して待機している。彼らは聖杯戦争から引き起こされるであろう様々なトラブルに対処するべく、事前からぬかりなく準備を整えている。

　警察や自治体への根回しも万全だ。おそらく明日の朝刊では、あの倉庫街の惨状が、とことん事実を歪わい曲きょくされた形で紙面を飾ることだろう。

　采配に奔走する璃正を横目に、綺礼は今夜の戦いから明らかになった事実関係について頭の中で分析する。

　時計塔のエリート魔術師ロード・エルメロイが、一度は英霊イスカンダルの聖遺物を手にしておきながら紛失したという情報は、時臣の間諜によってもたらされていた。にも拘わらずイスカンダルはライダーのサーヴァントとして聖杯戦争に参戦し、またそのマスターらしき少年に対しては、ランサーのマスターが並々ならぬ因縁を匂わせていた。

　即ち──まず間違いなく、ランサーのマスターはロード・エルメロイであろう。彼はあのウェイバーとかいう少年に聖遺物を奪われた後で、新たに英霊ディルムッドに縁ゆかりの品を入手したものと思われる。

　間桐の術者がバーサーカーを召喚したことは、監督役たる父、璃正に対して間桐臓硯から申告があった。当然、それは綺礼と時臣にも筒抜けだったわけだが、まさかあれほど強力なサーヴァントであったとは予想外だった。敵の宝具を奪取するというあの奇怪な能力は、時臣のギルガメッシュにとって天敵となるに違いない。

　時臣を利する展開を仕組むとすれば……まずは、他のサーヴァントにバーサーカーを潰させる必要がある。この場合ランサーが適任だ。ディルムッドが見せた宝具『破魔の紅薔薇ゲイ・ジャルグ』は、バーサーカーの能力を封じる決め手になる。

　いまだ謎の存在であるキャスターとそのマスターは、結局姿を現さなかったが、クラスの特性を考えればそれは意外でも何でもない。それ以外はバーサーカーを除いてすべてのサーヴァントの真しん名めいが明かされた。しかも脅威度の高いセイバーとバーサーカーが深手を負い、とりわけセイバーのダメージは後の展開に尾を引く甚大なものだ。ギルガメッシュが盛大に宝具をひけらかす羽目になったのはまずかったが、その真名までは露見せずに済んだし、アサシンが健在であるのも気付かれていない。状況は遠坂時臣の陣営が断然優位にある。

　冷淡に、そんな分析を脳裏で整理したものの、綺礼の胸の内には何ら高鳴るものがなかった。

　聖堂教会の意向通りに、遠坂時臣は勝利を収めることだろう。そう導くという綺礼の任務にも、さほどの障害は予見されない。これまでと何ら変わらない、何を期待するほどのこともない退屈な任務。それがこの三年の総括だ。

「──恐れながら、綺礼様」

　乾いた感慨に耽る綺礼の傍らに、黒い影が音もなく参じる。髑髏の仮面と黒いローブの女──倉庫街での斥候を務めたのとは別のアサシンである。

「……何だ？」

「はい。教会の外で気になるものを見つけましたので、ご報告を」

　そう言ってアサシンが恭しく差し出したのは、首をねじ切られた蝙蝠の死骸だった。死後幾いく許ばくもないらしく、いまだ微かすかに体温が残っている。

「──使い魔か？」

「はい。結界の外ではありましたが、明らかにこの教会を監視する意図で放たれたものかと」

「……」

　奇妙な話だった。この教会は聖杯戦争における中立の不可侵領域として定められている。徒いたずらに干渉しようものなら、監督役によって令呪の削減や一定期間の交戦禁止といったペナルティが科されることもある。

　そんなリスクを冒してまでこの教会を監視する理由は、誰にもないはずだ。──ひとつの仮定を除いては。

　綺礼がアサシンを失い教会に保護された顚てん末まつを、狂言ではないかと疑っているマスターが既にいるとしたら？

「……」

　アサシンの手から蝙蝠の死骸を摘つまみ上げ、綺礼はさらに奇妙なものに目を留めた。

　蝙蝠の腹にバンドで縛りつけられた、手の平大ほどの電子部品。ボタン電池と──おそらくはワイヤレスのＣＣＤピンホールカメラ。

　この蝙蝠が魔術師の使い魔だとするなら、これほど奇妙な組み合わせはない。魔術師という人種が世間一般のテクノロジーを軽蔑し忌避する傾向にあるのは綺礼とて知っている。いま師事している時臣などはその最たるものだ。使い魔の視覚を借りるだけでなく、機械的手段で映像記録まで録ろうなどという発想は、およそ尋常な魔術師には思い及ばない。

『──徹底して手段を選ばない。魔術師であるという誇りを微塵も持ち合わせていない──』

　まるで不意の稲妻のように、かつて時臣から聞かされた言葉が綺礼の脳裏に蘇る。

　そうだ。同じ魔術師でありながら、魔術をあくまで手段としか見なさず、ただの電子機械と同列に取り扱うような神経の持ち主であれば──使い魔にこういう細工を施すことも、やりかねない。

　その意図も正体も判らない、ちっぽけな小動物の死骸に、綺礼は長い間見入っていた。それは五人のサーヴァントが激突した今夜の大乱戦よりも、より深く重い意味合いを伴って、彼の心に位置を占めていた。








×　　　　　×　　　









　マンホールの鉄蓋を持ち上げ、横にずらす──ただそれだけのことにも小一時間近くを要した。それは憔悴しきった間桐雁夜にとって、最後の力を振り絞ってでも困難なほどの重労働だった。

　ようやく鉄蓋に隙間が開き、饐えた下水道の臭気の中に清々しい外気が流れ込んできたときには、僅かながらも生き返った心地がした。そうやってほんの僅かに蘇った力を総動員し、雁夜は鉄蓋を横に押しのけてから、ずるずると芋虫のように地表へと這い上がる。外の街路は無人だった。夜の静寂の中、雁夜の姿を見み咎とがめる者はいない。

　先にサーヴァントたちが激闘を交わしたのと同じ倉庫街だが、あの四車線道路からは三ブロックばかり離れた路地である。

　他のマスターたちとは違って即製の魔術師にすぎない雁夜は、およそ油断や驕おごりの類とは無縁であった。尋常にサーヴァントともども前線に立ったところで、他の魔術師と互角に渡り合う自信はない。そもそも彼の従えるサーヴァントはバーサーカーである。すぐ隣で戦略の指示を与えようなどと思ったところで、コントロールを受け付けるはずがない。

　ならばいっそ、バーサーカーは敵に爆弾を投げつけるぐらいの心積もりで解き放ち、暴れ狂うに任せて、雁夜自身は隠身を最優先して安全な場所から様子を窺うのみに徹するべきだと判断したのだ。

　昼間にランサーの気配を察知して追跡し、この倉庫街でついに戦端が開かれるに到ってからも、雁夜は姿を晒さないように万全を期して、臓硯から授けられた使い魔の『視し蟲ちゅう』だけを戦場に差し向け、自身は離れた場所から下水道に潜り込み、地下から接近して戦況を見張っていたのである。

　冷たいアスファルトの上に脱力しきった身体を仰臥させたまま、雁夜は長い時間を、乱れた呼吸を鎮めることに費やした。

　全身が血まみれだった。いたるところで毛細血管が破裂し、爛ただれて裂けた皮膚からじくじくと滲み出ている。

　重度の放射能被曝の末期状態と大差がなかった。生物としての雁夜の肉体はとっくに死滅し、崩壊しかかっている。それを強引に延命させ、まがりなりにも生者さながらに駆動させているのは、全身に触手を張り巡らした刻印虫の魔力である。

　雁夜自身、自分の身体が、今もこうして目に見える形で残っていることが信じられない。バーサーカーに魔力を供給している間に、身体中、肉片の一欠片たりとも残さず虫どもに貪り尽くされたような感がある。

　たった一度の戦闘を経験しただけで、この有様だ。

　バーサーカーを駆る負担は想像を大きく超えていた。おまけにまるで制御が利かない。あれはまさに血に飢えた獣だった。ひとたび解き放ったが最後、目に映るすべてを屠るか、今回のように力尽きるまでは決して止まらない。あれ以上戦いが長引いていたら、本当にまずかった。雁夜の身体は限界を超えた魔力消費に追いつかず、完全に刻印虫に食い潰されていただろう。

　雁夜にとって、サーヴァント戦は正真正銘の綱渡りなのだ。限界が訪れるより先に決着をつけてバーサーカーを鎮めなければ、待ち受けているのは自滅である。

「……、……ッ」

　これより先に待ち受けているだろう戦いの数々に思いを馳せて、雁夜は暗あん澹たんたる想いに嘆息した。

　はたして遠坂時臣を倒すまでの道程は、どれほどに遠いのか。

　さらにその果て、すべての敵を倒して聖杯に辿り着くまでは、なんと果てしない彼方にあることか。

　だが桜の救済は、そのすべてを乗り越えた先にしか──ない。

　進むしかないのだ。脱落は許されない。この血肉の最後の一滴まで燃え尽きることになろうとも、雁夜はそこに辿り着かねばならない。でなければ、すべてが無意味だ。

　衰弱しきり、軋みを上げる身体に鞭を打って、雁夜はよろめきながらも立ち上がった。いつまでも、ここで寝ているわけにもいかない。

　ライダーの宝具の直撃を受けたバーサーカーのダメージは甚大だ。完治させるまでには時間がかかる。勿論、その回復に要する魔力はすべて雁夜から、刻印虫を介して搾しぼり取られていくのだろう。

　休息が、必要だ。

　立っているのもおぼつかない身体を、路地の壁にしがみついて辛うじて支えながら、雁夜はよろめく足取りで夜の中へと消えていった。






ACT.5
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　冬木市の深山町からさらに西へと抜け、市街の光に背を向けて延々と続く国道線。行く手に待つのは、未いまだ開発の及ばない深い山林である。そのまま県けん境ざかいを跨またぐまで、国道は深しん閑かんとしたまま長い蛇だ行こうを続けている。

　道幅こそ二車線あるものの、街灯すら疎まばらな路上には行き交う車の姿などない。深夜零時の国道は、さながら静寂の中に忘れ去られたかのような有あり様さまだった。

　そんな夜のしじまを、荒々しく引き裂いて駆け抜けていく白銀の猛獣がいる。

　メルセデス・ベンツ３００ＳＬクーペ。古雅を匂わす流麗なボディラインは貴婦人を彷ほう彿ふつとさせながらも、直列六気筒ＳＯＨＣエンジンの咆吼はまさに猛獣の雄叫びである。

　時速一〇〇キロを上回る無謀きわまるスピードで高級クラシックカーを疾しっ駆くさせるのは──あろうことか、うら若き貴婦人の細腕であった。

「ね？　ね？　けっこうスピード出るもんでしょ？　これ」

　得意満面の笑みでステアリングを握るアイリスフィールに、助手席のセイバーは緊張に強張った薄笑いで頷くしかなかった。

「お、思いのほか……達者な、運転……ですね……」

「でしょ？　こう見えても猛特訓したのよ」

　そうは言うものの、えいと掛け声まじりにギアを変える手つきは荒々しく極端で、円熟したドライビングとは程遠い。

「切嗣がアインツベルンの城に持ち込んできてくれた玩具おもちゃの中でも、私はこれが一番のお気に入りなの。お城じゃ中庭をグルグル回るだけだったから、こんな広い所を走るのは初めてよ。もう最高！」

「玩具、ですか……」

　橇そりや自転車の類ならば、その認識にも異は唱えまい。だが時速一〇〇キロオーバーで蛇行する夜道を駆け抜ける機械装置には、相応しくない分類だった。扱いを誤れば死に至るような道具を、ふつう玩具と呼んではならない。

　四〇年も以前のクラシックカーとはいえ、排気量２９９６ｃｃのＭ１９８エンジンは時速二六〇キロの最高速度をマークする。アイリスフィールの暴走行為も、この車の潜在力からしてみれば、まだまだほんの序の口でしかないのだ。

　聞けば衛宮切嗣は、アイリスフィールとセイバーが冬木市入りを果たした後の移動手段にするようにと、事前にこの車をアインツベルン城から運び込んでおいたのだそうだ。半月あまりもホテルの地下駐車場に保管されていた愛車を引き取って、二人はいま彼女たちの拠点となるべきアインツベルンの別宅へと向かう途中だった。

「む。待ちなさいアイリスフィール。さっきまで貴女は道の左側を走っていませんでしたか？」

「あ、そうよね」

　さも些細な失敗であるかのようにアイリスフィールは気安く頷いて、ガクン、と走行車線を変更する。

　生まれてこのかたアインツベルン城の地所から出たことがないというアイリスフィールなのだから、当然、公道を走るのはこれが初体験だろう。セイバーはさっきから彼女の視線を目で追っているが、あきらかにアイリスフィールは道路標識など気にとめていない。そもそも道路を走るのに法律がある、という知識さえ持ち合わせているのかどうか。

　さすがに信号機の意味は察したようで、赤のサインで減速する程度の配慮は見せたものの、いかに交通量の減った深夜とはいえ、市街地を無事に抜け出せたのは奇跡に等しいかもしれない。

「……この地にあるアインツベルンの所領というのは、まだ先なのですか？」

「自動車で小一時間ぐらい、と聞いてるわ。近づけばそれと解るはずなんだけど──」

　セイバーとしては一分一秒でも早く、この危険きわまりない道中が終わってくれることを願って止まなかった。深夜の国道に対向車の姿が見当たらないのはせめてもの幸いだったが、それでも道がカーブに差しかかる都度、セイバーの血中アドレナリンは臨戦状態にまで高こう騰とうする。サーヴァントである彼女の超人的な体技をもってすれば、いざとなればアイリスフィールを抱えて瞬時に車外へと脱出することも充分に可能である。その場合、時価一〇〇〇万円を軽く上回る伝説のスポーツカーは無む惨ざんな鉄屑へと成り果てるだろうが、それを惜しむような経済感覚などセイバーは持ち合わせていない。

「……専門の運転手を雇っても良かったのでは？」

「駄目よそんなの。つまんない──じゃなくて、危険ですもの。いったん冬木市に入った以上は、いつどこで他のマスターに襲われても不思議はないわ。巻き添えを出すのは、セイバーだって嫌でしょう？」

「それは、そうですが……」

　この峠とうげ道みちの往来で襲われる可能性と、アイリスフィールの運転と、はたしてどちらが危険度として上なのか──半ば本気で検討しかかっていたセイバーは、そのとき意識に刃の切っ先のような冷気を感じ取った。

「止まって！」

「え？」

　突然の警告を判じかねたアイリスフィールが呆気にとられるのも構わずに、セイバーはなかばドライバーに覆い被さるような姿勢で強引に運転席まで半身を乗り出すと、片手でハンドルを摑み、左脚の爪つま先さきでブレーキを床まで踏み込んでいた。

　この暴走機械をいかにして御するか、即座に判断がついたのは、サーヴァントとして彼女が獲得した騎乗スキルの成せる業わざであった。未知、既知を問わず全ての乗用道具の操作について、今の彼女は通つう暁ぎょうしている。

　急ブレーキに舵だ輪りんがロックしたものの、幸いにも道路は直線だった。スピンに陥おちいることもなく、メルセデスはタイヤから白煙を巻き上げながらアスファルトの上を滑かっ走そうする。制御不能の空走が続く数秒間──その合間に、セイバーは自身を総毛立たせた霊感を改めて再認していた。

　まぎれもない、これはサーヴァントの気配。まさに噂うわさをすれば影、といったところか。

「セイバー、あれ──」

　メルセデスのヘッドライトが路上に投げかける光の輪の中、その怪異なる姿を見咎めたアイリスフィールが、言いさした言葉を失う。

　長身の人影は、迫りくる車両の危険などまるで眼中にないかのように、平然と道の中央に佇立していた。

　時代がかった豪奢な長衣。漆黒の布地に血のような真紅の染め抜き。異様なまでに大きい双眸が夜行性の獣けものを思わせる。その出で立ちの異様さを度外視しても、場所と時間を鑑かんがみれば、あれをただの通行人と思えるわけがない。

　車体の運動エネルギーがついにタイヤの摩ま擦さつに屈し、ようやくメルセデスが停止する。立ちはだかる人影との間隙は、わずか一〇メートルにも満たなかった。

「……セイバー？」

　緊迫したアイリスフィールの呼びかけに、セイバーは素早く状況を推し量る。

「私が降りたらすぐに、貴女も車外に出てください。なるべく側を離れないように」

　サーヴァントが相手とあっては、鋼管フレームの車体といえども紙箱も同然である。車内に留まったところで何の防備にもなりはしない。ならいっそ、すぐにも庇える位置にいてくれた方がいい。

　セイバーはガルウィングのドアを開け放つと、冷たい夜気の中へと降り立った。夜風に騒ぐ木々の匂いに混じって、タイヤの焼ける悪あく臭しゅうがツンと鼻をつく。

　対峙する孤影は、つい先刻に倉庫街で出くわした四人のいずれとも異なっていた。まだ未見のサーヴァントとなれば、キャスターか、あるいはアサシン……そうセイバーは見当をつける。

　前夜に遠坂邸で仕組まれた狂言劇をまだ知らないセイバーとアイリスフィールは、アサシンを可能性から除外できなかったわけだが、とはいえ逃げも隠れもせず堂々と立ちはだかる敵がアサシンとも考えがたく、そうなれば結論は消去法でキャスターに絞り込まれる。

　だが……

〝これが、戦いに赴いた者の表情か？〟

　そう騎士王を当惑させたのは、あらためて観察した相手の相そう貌ぼうである。

　笑っている、というだけならまだ解る。死地に臨んで歓喜を懐いだく戦士はけっして希け有うではない。だがこのキャスターの笑顔はどうか？　まるで生き別れの親兄弟とでも再会を果たしたかのように、いじらしいほどの無む垢くな喜びに輝くこの顔は……

　やや気後れしたセイバーが誰すい何かするよりも先に、キャスターはさらに彼女の予測を裏切る行動に出た。

　なんと恭しく頭こうべを垂れて、アスファルトの路面に膝をつき臣下の礼を取ったのである。

「お迎えに上がりました。聖処女よ」

「な……」

　セイバーの当惑は深まる一方である。たしかに彼女は王として、幾多の英雄豪傑から跪き拝はいを受けてきた。だがいま眼前に踞る男の風貌にはまったく心当たりがない。キャメロットで彼女に仕えた臣下に、こんな男はいなかった。

　第一、〝聖処女〟などという呼称がそもそもおかしい。アーサー王としてブリテン国を統治した彼女は、最期の時まで性別を偽いつわったまま生涯を終えたのである。

　遅れてメルセデスの運転席から降り立ったアイリスフィールが、用心しいしいセイバーの背中からキャスターを覗き見る。

「セイバー、この人、あなたの知り合い？」

「いや、見覚えはありませんが──」

　そう囁き交わすセイバーの声を聞き咎めたのか、キャスターは血相を変えて面おもてを起こした。

「……おおぉ、御無体な！　この顔をお忘れになったと仰おおせですか⁉」

　さも大おお仰ぎょうな言われように、セイバーはなおのこと憮ぶ然ぜんとなった。

「知るも何も、貴公とは初対面だ。──何を勘違いしているのか知らぬが、人違いではないのか？」

「おお、おおお……」

　キャスターは哀れをもよおす呻きを上げて、両手で髪を搔きむしった。さっきまでの歓喜から一転し、脂あぶらぎった異相は狼狽と落胆で戯ぎ画がのように歪んでいる。危ういほどに感情の振幅が激しい人物であることが、これだけでも窺えた。

「私です！　貴女の忠実なる永遠の僕しもべ、ジル・ド・レェにて御座います！　貴女の復活だけを祈願し、いまいちど貴女と巡り会う奇跡だけを待ち望み、こうして時の果てにまで馳せ参じてきたのですぞ。ジャンヌ！」

　嘆なげきを込めた訴えに、アイリスフィールが息を吞む。

「ジル・ド・レェ……⁉」

　彼女たちにとって、自ら真しん名めいを明かすサーヴァントはこれで二人目だった。その意図がどうあれ、なるほどキャスターとして現界するに相応しい伝説の威名である。

　だがセイバーにしてみれば、素性が知れたことでなお明らかに、疑念が否定へと固まっただけのことだった。

「私は貴公の名を知らぬし、そのジャンヌなどという名にも心当たりはない」

　呆れ半分の溜息とともにセイバーがそう言い放つと、キャスターはなおいっそう取り乱して喘ぎを漏らす。

「そんな……まさか、お忘れなのか⁉　生前の御自身を⁉」

　一向に話が通じないことに苛いら立だちを覚えつつも、セイバーはキャスターを冷厳に見据えて言い放つ。

「貴公が自ら名乗りを上げた以上は、私もまた騎士の礼に則のっとって真名を告げよう。我が名はアルトリア。ウーサー・ペンドラゴンの嫡ちゃく子したるブリテンの王だ」

　毅然と胸を張り、自らの誇りの由来を宣言した少女を前にして、キャスターはしばし呆然と言葉を失ったあと──

「おおぉ！　オオオオオッ‼」

　──なかば悲鳴に等しい嗚お咽えつを張り上げながら、無ぶ様ざまに地を叩きはじめた。

「なんと痛ましい！　なんと嘆かわしい！　記憶を失うのみならず、そこまで錯乱してしまうとは……おのれ……おのれぇぇッ！　我が麗しの乙女に、神はどこまで残酷な仕打ちを！」

「貴公、いったい何を言っている？　そもそも私は──」

「ジャンヌ、貴女が認められないのも無理はない。かつて誰よりも激しく、誰よりも敬けい虔けんに神を信じていた貴女だ。それが神に見捨てられ、何の加護も救済もないままに魔女として処刑されたのだ。おのれを見失うのも無理はない」

　畏怖とはまた違うおぞましさに、セイバーはうなじの毛が逆立つのを感じた。

　この男は、セイバーの言葉を聞いていない。最初から聞く意図がないのだ。セイバーの素性について、既に自分勝手な妄想を確信し、結論としている。それを覆すようなセイバーの発言には、いっさい耳を傾けようとしない。

　つまりは、この応答は会話でも何でもない。ただ狂人の世迷い言につき合わされているだけの茶番劇に過ぎないのだ。

「目覚めるのですジャンヌ！　これ以上、神ごときに惑わされてはならない！　貴女はオルレアンの聖処女、フランスの救世主たるジャンヌ・ダルクその人なのだ！」

「いい加減にしろ！　見苦しい！」

　もはや当惑も遠慮もなく、セイバーは跪ひざまずくキャスターを嫌けん悪おも露わに叱しっ責せきした。

「我が身はセイバー。そして貴様はキャスターの英霊。我らは共に聖杯を懸けて鎬しのぎを削るサーヴァント。ここで巡り会った縁えにしなど、それ以上でもそれ以下でもない」

「……セイバー、その男には何を言っても無駄よ」

　激高する騎士王を、背後からアイリスフィールが窘める。

　セイバーことアルトリアは、いまだ英霊として不完全であるが故に、英霊の座で与えられる時空を越えた知識を持ち合わせていない。故に知らぬのだ。『青髭』ことジル・ド・レェ伯爵の狂気に彩られた伝説を。

　フランス救国の英雄として元帥の座にまで登りつめながら、その栄光に背を向けて黒魔術の背徳と淫欲に耽たん溺できし、ついには数百人もの少年を虐ぎゃく殺さつするまでに到った『聖なる怪物モンストル・サクレ』──

　ジルの狂気への凋ちょう落らくは、彼と共に戦った女傑ジャンヌ・ダルクが悲運の末路を辿るのと時期を同じくしている。そのため両者を関連づける伝承は数多い。果たして、いま聖杯に招かれ現界した英霊ジル・ド・レェの見せる妄執は、まさに狂気と呼ぶほかなかった。セイバーことアルトリアの容姿や風采が、どこまでジャンヌ・ダルクと類似しているかは定かでないが、まさか見分けも付かぬほど瓜二つということはあるまい。にもかかわらずジル──キャスターは、セイバーを想い人そのものと確信したきり、疑念の余地すら許さないのである。

「ジャンヌ、もはや御自身をセイバーなどと御名乗り召さるな。私をキャスターなどと御呼び召さるな。既に我らはサーヴァントなどという頸くび木きに繫がれてはいない。聖杯戦争は既に決着している！」

「それはまた随ずい分ぶんな意見ね」

　怒りのあまり声もないセイバーに代わって、今度はアイリスフィールがキャスターを質す。

「ねぇジル元帥、戦いが終わったというのなら、いったい聖杯はどうなったのかしら？」

「勿論、万能の釜たる願望機は、すでに我が手に収まっている！」

　キャスターは満面の笑みも晴れやかに、堂々と胸を張って宣言した。

「なぜならば我が唯一の願望、聖処女ジャンヌ・ダルクの復活が、まぎれもなくここに果たされているのだから！　何なん人ぴとと競い争うまでもなく、既に我が願望は成就した。戦うまでもなく聖杯はこのジルを選んだのです」

　ギン、と凄烈な響きを上げて、キャスターの眼前のアスファルトが真っ二つに断ち割れた。

　セイバーの不可視の剣である。キャスターには見えざるとも、すぐ鼻先に突き立てられた鋭刃の存在は、立ちのぼる剣気だけでそれと知れたであろう。

「我ら英霊すべての祈りを、それ以上愚ぐ弄ろうするというのなら──次は手加減抜きで斬るぞ。キャスター」

　感情を抑えたセイバーの言葉は、まさに声音そのものが刃の温度であった。

「さぁ立て。平伏した者を斬るのは主義に反する。貴様も武人の端くれならば、妙な詭き弁べんを弄するのでなく、尋常に戦い抜いて真に聖杯を摑むがいい。最初の一人はこのセイバーだ。今ここで相手になってやる！」

　キャスターの双眸から、熱狂の炎がかき消えた。

　激情に歪んでいた異相が、それまでとはうって変わった静かな面持ちで、立ちはだかるセイバーを仰ぎ見る。が、その視線が孕む強烈な意志の力は、微塵も衰えていない。

　それは秘めた決意の眼差しだった。彼の内側の狂気は、ただそのままに違う質の意志へと形を変えただけなのだ。

「もはや言葉だけでは足りぬほど……そこまでに心を閉ざしておいでか。ジャンヌ」

　沈ちん鬱うつにそう呟く声にも、もう嘆きの色はない。

「致し方ありますまい。それなりの荒療治が必要、とあらば──次は相応の準備を整えてまいりましょう」

　黒いローブはするりと身を退くと、セイバーの間合いから大きく離れたところで立ち上がる。あらためて見る長身の体たい軀くには、跪いて無様な泣きゅう訴そを述べ立てていたのとは別人のような威圧感があった。それは一度ならず大地を血で染め上げた者のみが纏う威風……英雄と崇あがめられ、あるいは暴君と畏怖される者ならではの気迫であった。

　この男、断じて容易い敵ではない──立ち上がったキャスターと相対したセイバーは、直感でそう確信する。

「誓いますぞジャンヌ。この次に会うときは、必ずや……貴女の魂を神の呪いから解放して差し上げます」

「聞く耳持たぬ。剣を執る覇気がない者は去れ」

　すげないセイバーの答えに黙礼を返すと、キャスターは実体化を解いて夜の闇に消えた。

　深く吐息をついて、セイバーは臨戦態勢を解く。脱力したアイリスフィールも疲れ切った様子でベンツのフェンダーに寄りかかっていた。

「会話の成立しない相手って……疲れるわよね」

「全くです。が、次は言葉を交える前に斬ります。──ああいう手合いには虫むし酸ずが走る」

　キャスターが退散した後も、セイバーは憤懣やるかたない様子だった。

「むざむざ取り逃がしたのは悔しい？」

「ええ。いっそこの場で妄言を償つぐなわせてやりたかった。──と、言いたいところですが」

　怒気をやや神妙な色に曇らせて、セイバーは何やら不本意そうに眉を顰める。

「正直なところを言えば、キャスターの方から退いたのは、今夜の私にとって僥ぎょう倖こうだったかもしれません」

「え、そうなの？」

　セイバーの弱気な発言は、アイリスフィールにとって意外だった。

　魔術戦に特化したキャスターのクラスに対しては、最強の抗魔力を備えたセイバーのクラスが極めつきの鬼札となる。真っ向から勝負する限りにおいては、セイバーに圧倒的な優位があったはずなのだ。

　だがセイバーは、彼女自身も得心いかない面持ちのまま、苦々しくかぶりを振る。

「あのキャスターは……何かが違います。あるいは尋常な意味での魔術師とは違うのかもしれない。確証はないのですが……左手を封じられた今の状態で立ち向かうには、危険すぎる敵のように感じました」

　セイバーの第六感は、クラス特性によって強化され未来予知の域にまで達している。そんな彼女が不穏なものを感じた敵とあっては、アイリスフィールも評価を改めるしかない。

「兎とにも角かくにも、まずランサーね……」

「はい。幸い、あのランサーは高潔な戦士です。逃げも隠れもしないでしょう。彼もまた私との決着を望んでいる」

　敵でありながらもそう断言するセイバーは、よほどあのランサーに響くところがあったのだろう。が、それでもアイリスフィールは一いち抹まつの不安を拭えなかった。サーヴァントがいかに騎士道精神に溢れていようとも、そのマスターまでもが同じとは限らない。

　サーヴァントという枷かせに囚われたこの騎士王が、この先はたしてどこまで、その剣の誉れとするべき戦いを貫いていけるのか……それを思うとアイリスフィールは、やるせないながらも悲観を懐かざるを得なかった。




　アイリスフィールもセイバーも、そして先に退去したキャスターすらも窺い知らぬことだったが、彼らの邂かい逅こうの一部始終は、追跡者の監視下にあった。

　国道に隣接する深い森の中、闇に吞まれた梢こずえに身を潜めて、眈たん々たんと目を光らせていたのは、不ぶ気き味みな白い髑髏の仮面だ。

　影に溶け込むのみならず、自らが影そのものであるかのように、一切の気配を遮しゃ断だんしてセイバーたちの感知を逃れていた追跡者。他ならぬアサシンのサーヴァントである。言峰綺礼の下知により、倉庫街よりセイバーとアイリスフィールを追跡し続けて、ここまで馳せてきたのだ。

　アインツベルンのマスターと目もくされたアイリスフィールをマークしておくための任務だったが、ここにきて事態は思わぬ展開を見せていた。倉庫街での乱戦にも姿を現さなかった最後のサーヴァント、キャスターの存在を、ついにアサシンは捕捉したのだ。

　霊体化して離脱したキャスターの気配は速やかに遠ざかっていくが、アサシンの鋭敏な霊感は、まだその気配を捉えている。追うならば今だ。

「無論、追わぬ手はあるまいて」

　アサシンの背後から、そう呼びかける声が湧いた。闇に沈む森の中から朧おぼろに浮き上がったのは──なんと、新たなる白髑髏の仮面である。

　第二のアサシンの風体は、体格こそいささか違えど、仮面に黒ローブという装束は共通だった。そもそもこの二人は、体格といい、声音といい、それぞれ倉庫街での斥候を務めていたアサシンともまた異なる。同じクラスのサーヴァントであるとはいえ、各々明らかに別個の個体に違いない。

「では、頼めるか？」

「うむ。おぬしは引き続きセイバーとそのマスターを追尾せい。……ところで、綺礼どのはこの状況を見届けておいでか？」

「否、俺とは知覚共有をしていない」

　最初からアイリスフィールの追跡を請け負っていた方のアサシンがかぶりを振った。やはり、まぎれもなく倉庫街の斥候とは別人である。

　それを聞いた二人目のアサシンは、忌々しげに舌打ちをした。

「万全を期すならば、この展開、綺礼どのの耳にも入れておくべきではあるが……」

「その役は私が引き受けましょう」

　さらに割り込む第三の声。もはや驚くには値しないとはいえ、またも白い髑髏面が闇の中に現れた。今度はまだ子供とおぼしき甲高い声と矮軀の持ち主である。もはやこの場に何人のアサシンが集結しているのかすら知れたものではない。

　メルセデスのモンスターエンジンが夜気の中で息吹を吹き返し、咆吼も高らかに国道を遠ざかっていく。アイリスフィールとセイバーもまた、ふたたび先を急ぎはじめたのだろう。

　三つの影は首肯を交わし、旋風のように夜の闇へと消えた。








×　　　　　×　　　









　濃密すぎる血の色で黒に塗り込められた闇の中。ただひとつ灯ともされた燭しょく台だいの輝きが、雨生龍之介の細い顔を照らしている。

　男にしては優美すぎるほど細くて長い指は、べっとりと深紅に濡れていた。長机に向かって座す彼の前には、ぬめぬめと艶つや光びかる帯状の生肉が、横に三列、並べて張ってある。

　腸ちょうだ。長机の幅いっぱいに引き伸ばして釘くぎ留どめされた、人間の腸である。

　ひどく真剣な眼差しでその肉帯を凝視しつつ、龍之介は左手に持った小さな音おん叉さを机の角に打ちつけ、ちぃん、と澄んだ音を生み出した。

　清涼な響きが尾を引いているうちに、素早く右手の指を腸の各所に点々と押しつける。そのたびに──

　ひぃ……

　ぎぃ……

　──と、痛ましい苦く悶もんの声がじわりと闇の中に広がる。

　それらの声に注意深く耳を傾け、音叉の残響と聴き比べてから、龍之介は満足げに頷き、

「よぉし、じゃあ〝ミ〟はここ、と」

　そう呟いて腸の一点に音符の描かれたタグをピン留めする。同じような音符のタグは、ひくひくと震える肉帯の各所に、既にいくつも穿たれていた。

　このような仕打ちを受けながらも、この腸はまだ生きていた。正確には腸の持ち主が、だが。

　長机の上に掲げられた十字架の上には、絶え間ない痛みに啜り泣く少女が磔はりつけにされていた。その下腹部が横真一文字に切り裂かれ、引きずり出された内臓がいま長机の上で龍之介の慰なぐさみ物になっているのだ。

　生きた人間の腸を鍵けん盤ばんにして、悲鳴で歌うオルガンを作ってみようという龍之介のアイディアは、『青髭』も高く評価してくれた。素材に選んだ少女には、失血や感染症で死んだりすることがないよう幾重にも治癒再生魔術がかけられ、また脳内物質で痛みが麻痺することもないように痛覚にも処置が施してある。

　あまり凝こったことをするとすぐに生命活動を停止してしまう人体のデリケートさは、龍之介にとって以前から悩みの種だった。だが今では魔術師が工作を手伝ってくれるおかげで、何の困難もありはしない。生なま半はん可かなことでは消耗しない生いけ贄にえの肉体をカンバスにして、もはや龍之介は自由自在に感性の翼を拡げることができた。

「はーい。それじゃあワンス・モァ・タァイム。〝ド〟〝レ〟〝ミ〟～っと」

　自らも歌いながら龍之介は腸の鍵盤に指を押し当てる。が、それに応じて湧きあがった苦悶の声は、音程も何もない不協和音にしかならない。

「……んん？」

　血みどろの調律師は眉を顰めて首をかしげ、さっき音叉で確認したはずの腸の位置を、もう一度押してみる。磔にされた少女が漏らした呻きは、またしてもタグの表示と違う。

　よく考えてみれば、同じ痛点を刺激したからといって毎回同じ音程の悲鳴が出てくるとは限らないのではないか。そうなるとこの人間オルガンという構想には構造的な欠陥があることになる。

「あっちゃぁ……参ったなぁ」

　落胆の吐息とともに、龍之介は頭を搔いた。

　昨日まで悪戦苦闘し続けた人間パラソルの発明に続いて、またしても失敗である。こう挫ざ折せつが続くと、さしもの彼も自信を失ってしまいそうだ。

　だが龍之介は、昨夜の『青髭』の言葉──パラソルを壊して落胆する弟子を優しく慰めてくれた訓辞を思い出す。

『何事も最初の発想が大切です。たとえ満足行く結果が出なくても、挑戦する行為にこそ意義があるのです』

　そう笑って、偉大なる悪魔は龍之介を激励してくれた。それまで誰にも理解されない芸術を孤独に志してきた青年にとって、あの言葉はどれほど励みになったことか。

　頑張らなきゃならない。そう気を取り直して龍之介は弱気の虫を追い払った。失敗を恐れてはいけない。すべてはトライ・アンド・エラー。千里の道も一歩から。

　ともかく前向きに考えよう。この人間オルガンにしても、諦めるのはまだ早い。問題点を根本から見直せば、何か打開策が見出せるかもしれない。

　そもそも音はさておき、剝き出しの腸を弄いじられるときの少女の表情は素晴らしく魅惑的だ。こんなにも素敵な顔で啼なく素材を、みすみす廃はい棄きしてしまうのは惜しい。

　血臭たちこめる闇の大気が、そのとき大きくうねった。空気中の魔の密度が一段と濃さを増す。この魔術工房の主ぬしたる人物が帰還したのだ。

「あ、おかえり。旦那」

　燭台の光の輪の中にうっそりと立ち現れた『青髭』ことサーヴァント・キャスターは、能面のような仏ぶっ頂ちょう面づらのまま、龍之介には一瞥もくれない。出かける時は歌い踊らんばかりの上機嫌だったというのに、まるで一八〇度違う態度である。

　出先でよほど不愉快なことがあったのだろうか？　龍之介は少なからず心配になったが、それはそれとして自分の作業の成果についても報告しておかねばならない。

「旦那ゴメン。やっぱオルガン駄目だったわ。でもオレさぁ──」

「──足りない」

「え？」

　ぼそりと漏らした『青髭』の呟きは、明らかに龍之介の言葉を受けてのものではなかった。訝しむ龍之介を余所に、キャスターはローブの裾から手を伸ばし、十字架の上で生殺しのままに喘あえいでいる少女の頭を鷲わし摑づかみにする。

「まったく足りていません！　この程度では！」

「あ、うん。それはオレも気付いたんだけどね……あぁ⁉」

　龍之介の弁解の言葉は途中で立ち消えになった。キャスターが蜘く蛛もの足のような五指に力を込めて、少女の頭を果実のように握り潰してしまったのである。

「そ、そんなぁ」

　あまりのことに悄しょう然ぜんとなったものの、龍之介は『青髭』の機嫌が悪いどころの騒ぎではないことを理解した。彼はいま激げき昂こうしている。龍之介のことなど眼中にもなくなるほどに。

「忌いまわしくも神めは、いまだジャンヌの魂を束縛したまま放さない！　いまだ瀆とく神しんの生贄が足りないのです！」

　唾つば飛ばすほどの勢いでまくし立てる『青髭』の眼差しには、理性の光など欠片も残っていなかった。何があったのか知らないが、ジャンヌというのはきっと遠見の水晶球で見たあの鎧姿の娘のことだろう。

〝女絡がらみかぁ。こりゃ尾を引くかもなぁ〟

　龍之介は同情した。まだ付き合い始めて日は浅いものの、この異相の悪魔が実はひときわナイーブな精神の持ち主であることを、彼は既に知っている。

「この世界において、神の聖性などもはやまやかしにすぎないのだという現実を、彼女に知らしめねばなりません。世界に救済などないのだと、子羊の祈りなど決して天には届かないのだと！」

「うんうん、そうだよな。解るよ旦那」

　相槌を打つ龍之介は、もちろん『青髭』の語る意味などこれっぽっちも理解できずにいたが、深く追及する気はさらさらなかった。彼とて男女の問題に口を差し挟むほど野や暮ぼではない。

「もはや、ただ神を辱めるだけでは済まされない！　我々は証明しなくてはならないのです。神威の失墜を、神の愛の虚むなしさを！　神は既に裁きを下すこと能あたわず！　いかなる非道も、悪徳も、決して神罰には値せず！　そうですねリュウノスケ！」

「ああ。神なんてのはマスかきしか能のねぇチキン野郎だ。旦那の方がよっぽどＣＯＯＬだ」

「しからばッ！　我らはさらなる背徳を！　さらなる冒瀆を！　瀆神の生贄を山と積み上げ、しかと彼女の前に示すべし！」

『青髭』のその宣言に、龍之介はやや躊躇した。

「えぇと、そりゃつまり……これからは質より量、ってこと？」

「そうです！　その通りです！　さすがにリュウノスケ。ちゃんと心得ているではありませんか！」

　我が意を得たりとばかりに『青髭』は急に笑顔を取り戻し、龍之介の肩に手を回して何度も叩く。こういう躁そう鬱うつの激しい切り替わりは今に始まったことではないので、もう面食らうこともないのだが、それにしても彼の言うような方針転換には、いまひとつ気乗りがしなかった。

「さてリュウノスケ、いま牢にいる子供たちは何人です？」

「……生きてるのは一一人。そのうち三人ばかりは、ちょっと遊んじゃったから壊れかけ」

「宜よろしい。まずはその一一人から、速やかに贄とします。すぐにも始末し、それから朝が来るまでに新しい子供たちを補充しましょう」

「なんか……勿体ないなぁ」

　いわゆる大量虐殺というやつは、龍之介の趣味ではない。彼はあくまでアーティストであって、殺人機械とは違うのだ。味も素っ気もない死体の山を、ただ嵩かさだけ積み上げるなど、そんなのは戦争や天災と似たようなものであって、生命の全まったき浪費である。一人一人をじっくり時間をかけて嬲りものにしていくのが、殺しの妙味というものではないのか。

　そんな不服に『青髭』も気付いたとみえて、彼は持ち前の慈愛に満ちた天使の笑顔で、聞き分けのない子供をあやすように龍之介を窘めた。

「ねぇリュウノスケ。このさい吝りん嗇しょくは禁物ですよ。この世界のすべての生命は我らの財産なのだから、貴方はそう思って王侯の余裕を持つのです。浪費なさい。汲くめども尽きぬ己の財を知りなさい。そうやって貴方は、私のマスターたるに相応しい風格を身につけなければならない」

「王様、かぁ」

　そう、龍之介はすでに富豪なのだ。

　貨幣などに興味はない。龍之介にとって、消費することで価値を生むものとは人間の生命だけだ。そして『青髭』の助力を得た彼は、もはやどんな殺人を犯そうとも法の手で裁かれることはあるまい。いつ何処で誰を何人殺そうとも、彼の自由だ。そうするだけの権力を『青髭』は与えてくれた。

　この地上のありとあらゆる生命を恣ほしいままにできるというならば、それらは全て龍之介の所有物も同然だ。法王も大統領も比較にはならない。雨生龍之介こそは、いま世界で誰よりも富める者なのだ。

「でもなぁ、使い道ってのも大事だと思うんだけどさぁ……」

「リュウノスケ、この資本主義とやらに毒されきった時代に生を享うけた貴方には、抵抗のある概念かもしれません。だが心得なさい、貴族にとって浪費とは美徳なのです。富を持つ者は皆、それを誇りとして世に示す義務を持つ。そうやってこそ富とは輝きを放ち、意味を持つのです」

「うん……」

　四の五の言っても、龍之介の『青髭』に対する信任は既に揺るぎないものがあった。この死と退廃の巨匠であれば、あるいは思いもよらぬ形で彼に新たな感動を啓けい蒙もうしてくれるかもしれない。

　とりあえず今夜のところは、『青髭』の指示通りに、手早く子供たちを始末することに専念しよう。限られた時間の中でも、彼なりの拘りや趣向の凝らし方を模索できるかもしれない。そう考えると、それはそれで興味深い試みのように思えてくる。

　それにしても──

　これだけの説法を受けてもなお、龍之介は人間オルガンにするはずだった少女のことが頭から離れなかった。

『青髭』に握り潰されて、今はもう見る影もないが──あの顔、本当に可愛かったのに。
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　冬木ハイアットホテル客室最上階──地上三二階の高みから見下ろす眺望は、市内においては他に並ぶものがない。

　こと高さにおいては、ほどなく完成が予定されている新都センタービルにナンバーワンの座を譲ることになるだろう。新都はいまだ開発途上の都市であり、ここハイアットホテルはもっとも初期に落成を果たした建築物である。

　今後の新都の発展に伴い、新生のホテルは続々と増えていく。だが冬木市における最高級の設備とサーヴィスを誇るホテルとしての地位を、ハイアットが後発に譲ることはまずあるまい。支配人と従業員全員が共にそう自負して止まず、また利用者たちも揃って納得するだけの品質と格式を、このホテルは備えていた。

　そんな最高級のスイートルームフロアを借り切って、窓際の本革ソファを恣にしておきながらも、ケイネス・エルメロイ・アーチボルトの鬱うっ屈くつした気分はまったく晴れる見込みがなかった。

　彼に言わせてみれば、この部屋を誂えた俗物どもは、〝贅ぜいを凝らす〟という意味をまったく理解していない。ただ闇雲に広い部屋、ただ高価なだけの家具、華美なばかりの調度品。生まれついての貴族であるケイネスは、俗物が背伸びをした上面だけの豪奢さというものに敏感だった。まさにこのホテルの部屋がそうだ。歴史もない。文化もない。俗物ならではの〝富民像〟を演出するためだけに、借り物のセンスで表面だけを豪奢に飾り立てただけの、醜しゅう悪あくきわまる豚小屋だ。

　その卑ひ賤せんさを糺ただすとなれば、ホテルだけに限った話ではない、この日本というちっぽけな島国そのものが、どこまでもケイネスの神経を逆撫でする醜悪さに満ち満ちている。

　あの猥わい雑ざつな香港ですら、土着の風俗に対する執着とポリシーはあった。そういう異国ならではの情緒が、この冬木市新都には欠片もない。こうして高みから夜景を見下ろしてみても、いったい何処の国のどういう街なのか、判じうるだけのものが何ひとつ見あたらない。ただ新奇で薄っぺらなだけの粉飾を、どこからともなく搔き集めてきただけの集積物──都市の精神を問うならば、この街はゴミの山も同然だ。

　こんな東の最果ての島国ともなれば、辺へん鄙ぴな漁村のままで純朴な暮らしを保っていれば、まだ趣もあるというものを……そういう慎ましい分の弁えかたも、日本人という人種には無縁なのだろう。ほんの百年あまり以前には憲法すらなかった未開国が、科学技術だの経済力だのといった浅ましい駆け引きだけで西欧に張り合い、まるで文明国の仲間入りを果たしたかのような厚顔ぶりを晒している。まったくもって、度し難い。

　あまりの嫌悪感に偏頭痛さえ患わずらいつつある額を神経質に指で叩きながら、ケイネスは持て余す苛立ちを吐息にして吐き出した。

　実際のところは、たかが宿の質にそこまで向きになって怒るほど彼は狭量な人間ではない。苛立ちの源はまた他にある。

　据え付けのワイドテレビでは、深夜の番組編成を変更して緊急ニュースが報じられていた。ここ冬木市湾岸地区の倉庫街で発生した原因不明の爆発事故について、レポーターが興奮もあらわに現場からの中継を行っている。

　爆発を聞きつけた近隣住民からの通報により、消防車が駆けつけたのが四時間ほど前。まだ報道では伏せられているが、既に現場検証中の警官たちは、これ見よがしに撒き散らされた爆発物の痕跡を、喜び勇んで拾い集めていることだろう。その破壊が、実際は余人の与り知らぬ怪異によってもたらされたものだとは露つゆ知らず……

　監督役などと息巻くだけあって、なるほど聖堂教会の手際は中々なものだった。時間を逆算すれば、ケイネスが人払いの結界を解いてから三〇分足らずのうちに、すべての隠蔽工作を終えた計算になる。

　すでに真相は、現場に居合わせた者たちの記憶の中にしか存在しない。うち一人がケイネスだ。彼こそはランサーのサーヴァント、英霊ディルムッド・オディナを従えたマスターである。

　待ちに待った聖杯戦争の開幕。万全を期して臨んだ初うい陣じん。だがその成果といえば、期待したものとは程遠い。

　幼少の頃より、つねにケイネス・アーチボルトは他の子供たちより一歩抜きん出ていた。どんな課題も、ケイネスより上手く解決できる者はいなかったし、彼と競い合って勝ちを取れるようなライバルも存在しなかった。

　彼は執念じみた向上心で努力を積んだわけでも、並外れた目的意識があったわけでもない。ただ単に彼の成し遂げる成果が、いついかなる時も他者より立ち勝っていたという、それだけの事でしかなかった。

　当然の結論として、ケイネス少年は自分が〝天才〟と呼ばれる人種であるものと了解した。それは自他共に認める認識だった。誰も異論を挟みはせず、また彼の自信を脅かすような存在も決して現れることはなかった。だから彼は驕りもせず、とりたてて誇りもせず、ただ当然のように天才であり続けた。

　壁に突き当たることも、限界に悩むこともなく、若きケイネスの世界はまさに彼自身の支配下にあった。その認識には疑念の余地など何ひとつなかったのだ。条理を逸する魔術師であること。さらにその名門アーチボルト家の嫡子であること。代々続く魔導の成果を刻印として受け継ぎ、のみならず彼自身もまた稀き代たいの才能を持ち合わせていたこと。すべての『事実』がケイネスの栄光に当然の理由を与えていた。おのれの意に沿わぬ事柄など世界には一切有り得ないと、そう信じたところで無理もなかっただろう。それはケイネス一人の自負でなく、彼を取り巻く人々の共通の見解だった。

　時計塔における華々しい研究成果の数々も、破竹の勢いで位階を上り詰めていく異例の出世も、〝名にし負うロード・エルメロイ〟と誰もが納得して頷いた。神童と呼び慣ならわされ、羨望と嫉しっ妬とを一身に集める立場になろうとも、ケイネスには何の満足も達成感もなかった。すべては彼の人生において『当然の結果』でしかなかったのだから。

　過去においてそうであったように、未来においても彼の成功は約束されている。それは神聖にして不可侵な『人生との契約』であり、ケイネスにとっては疑う余地もない大前提なのだ。

　そうやって、世界の秩序は彼にとって自明のことであったが故に──滅多にあることではないが、ごく希まれに、予期せぬ不都合や偶然の積み重ねによって〝目論見が外れる〟などという事態が発生すれば、それはケイネスにとって断じて許し難い混沌、神の秩序を辱める冒瀆でしかなかった。

　たとえば。

　確実に仕留められるはずだったセイバーのサーヴァントを、みすみす取り逃がす、などという番狂わせは、言語道断と言うほかにない。

「出てこい。ランサー」

「──は。お側に」

　打てば響く速やかさで、美貌の英霊はケイネスの膝下に恭しく屈した姿勢で実体化した。霊体のままでも会話に支障はなく、とりわけ降霊科ユリフィスの主任講師たるケイネスであれば、姿なき霊との応答は慣れ親しんだものだったが、それでも直じかに顔を見て会話する手段があるなら、それに越したことはない。

　とりわけ、このサーヴァントを相手とするときには──ケイネスは、表情の些細な機き微びまで余さず観察しながら対話したかった。それが対話ではなく尋じん問もんに近い内容であれば尚更である。

「今夜はご苦労だった。誉れも高きディルムッド・オディナの双そう槍そう、存分に見せてもらった」

「恐縮であります。我が主あるじよ」

　淡々と淀みなく、ランサーは礼を返す。賛辞に驕ることも、露骨に喜き悦えつすることもなく、また逆に不平不満を胸に秘めた様子もない。控えめで慎み深い、武人の鑑かがみの態度である。

　だがそれがケイネスの目には、決して自らの真意を見せようとしない、不ふ埒らちな韜とう晦かいとしてしか映らない。

「ああ、存分に見せてもらった上で問うがな。……貴様、いったいどういう了見だ？」

「……と、申されますと？」

　やにわに詰きつ問もんの色を帯びはじめたケイネスの声音にも、ランサーは依然、慎みを保っている。

「ランサー、貴様はサーヴァントとして私に誓ったな？　この私に聖杯をもたらすべく全力を尽くすと」

「はい。相違ありません」

「ならばなぜ遊びに興じた？」

　そう断じられても、ランサーは決して怒りや狼狽で表情を曇らせることなく、ただ粛々と目を伏せただけだった。彼は彼なりに、この叱責を予期していたのだろう。

「……騎士の誇りに懸けて、戯れ事でこの槍を執ることはありませぬ」

「ほうそうか。言うではないか」

　小馬鹿にしたように鼻を鳴らしてから、ケイネスはさらに追い打ちをかける。

「なら問うが、なぜセイバーを仕留められなかった？」

「それは──」

「一度ならず二度までもセイバーを圧倒しておきながら、貴様は二度とも決め手を逃した。この私の令呪をひとつ削いだ上でもなお、だ」

「……」

　今度ばかりは返答に詰まり、ランサーは沈黙する。

「繰り返すがな。私は今夜の戦いを余すところなく見届けた。見届けた上で指摘しているのだ。ランサー、貴様は戦いを〝愉たのしんで〟いた」

　返す言葉もなく項うな垂だれる騎士を冷ややかに見下ろしつつ、ケイネスはたっぷりと皮肉を込めて詰なじる。

「そんなにも愉悦だったか？　セイバーとの競い合いは。みすみす決着を先送りにしたくなる程に？」

　傍はた目めに見ればランサーの活躍とて、充分に健闘を讃えられるだけのものだったかもしれない。だがマスターであるケイネスにとっては、それがただの健闘のみで終わったことが──確たる結果を出せなかったことが腹立たしくて仕方ない。

　もともとの召喚の本命であった英霊イスカンダルの聖遺物を、不肖の弟子であるウェイバー・ベルベットに奪われたこと。そのウェイバーが分不相応にイスカンダルのマスターとなった挙げ句、果たしてサーヴァントを制御しきれず完全に暴走させていたこと。そんなウェイバーの失態が、結果として戦況を乱戦にもつれ込ませ、ケイネスのランサーの勝機さえも潰してしまったという事実……それら諸々についての苛立ちは、今現在のケイネスにはない。怒りを叩きつけるべき対象はウェイバーただ一人であり、その当人が目の前にいない以上は憤ふん慨がいしたところで何の益もないからだ。怒りはじっくりと胸の内に蒸留しておき、いずれウェイバーと対峙したときに心行くまで発散すれば良いのである。そういう〝外に向けた怒り〟に関する限り、ケイネスという人間はきわめて実際的であり、冷静かつ冷酷であった。

　だがその反面、〝内に向ける怒り〟については、彼はまったく抑えが利かなかった。なまじ人並み外れた才能に恵まれ、失敗や挫折とは無縁の人生を送ってきただけに、彼の身内や部下が──ごく希にしかないことではあるが──彼の意に沿わぬ結果をもたらしたとき、決まってケイネスは癇かん性しょうを持て余してしまう。それは生まれつき成功を約束され、祝福ばかりを一身に浴びて育ってきた者ならではの脆もろさといえた。

　現に今も、ケイネスは彼の勝利を阻んだウェイバーの狼ろう藉ぜきよりも、彼に勝利をもたらし得なかったランサーに対して、数段勝る怒りを懐いていたのである。

「……申し訳ありません。主あるじよ」

　ケイネスの怒りの眼差しを、面を伏せて堪え忍びながら、ランサーは抑えた声で粛々と詫わびた。

「いずれ必ずや、あのセイバーの首級しるしはお約束いたします。どうか、いましばらくのご猶ゆう予よを」

「改めて誓われるまでもない！　それは当然の成果であろう！」

　いよいよ激高を露わにしたケイネスが、怒声で謝罪を一蹴する。

「貴様は私と契約した！　このケイネス・エルメロイに聖杯をもたらすと！　それは即ち、残る六人のサーヴァント全てを斬り伏せることと同義だ。この戦いの大前提だ！

　それを今更……たかだかセイバー一人について必勝を誓うだと？　それが価値ある約定だとでも抜かすのか？　いったい何を履き違えている？」

「──履き違えているのは貴方ではなくて？　ロード・エルメロイ」

　ランサーでもケイネスでもない、それは第三者の声だった。はたしてサーヴァントとマスターの遣り取りをいつから立ち聞きしていたのか、奥の寝室から一人の女性が現れる。

　燃えるような赤毛とは裏腹に、居住まいは凜烈な氷を思わせる美女だった。年の頃はケイネスよりやや若く、少女期を終えたばかりの瑞みず々みずしさを誇っている。愛あい嬌きょうや母性でなく、品位と理知によって磨かれた麗人なのは一目で知れた。きつい眼差しに見下すような高こう邁まいさが伴っても、それが威厳として魅力に繫がるような、まさに女帝の風格を漂わす女性であった。

　さながら臣下を叱責するかのような容赦ない非難の眼差しは──一人、ケイネスにだけ向けられている。

「ランサーは良くやったわ。間違いは貴方の状況判断ではなくて？」

「ソラウ、何を言うんだ……」

　ケイネスの性格であれば、ここで感情を爆発させても何の不思議もないところだが、そうはならずに口ごもるのは、この女が彼にとって格別の存在だからである。

　ソラウ・ヌァザレ・ソフィアリ。降霊科ユリフィスの長でありケイネスの恩師でもあるソフィアリ学部長の息女。そしてケイネスの栄光を完成させる運命の女神──即ち、彼の許いい嫁なずけである。

　ともに押しも押されもせぬ名門アーチボルト家とソフィアリ家の婚礼、それも稀代の秀才と学部長の娘という組み合わせは、時計塔を上を下へと揺るがす縁談であった。ソフィアリ家伝来の魔術刻印は、家督を嗣つぐ兄に譲ったため、ソラウ自身は魔術師として高い位階にあるわけではない。が、ソフィアリ家が代々高めてきた極めつきの魔導の血は、兄弟と等しく受け継いでいる。常人の域を遥はるかに上回る魔術回路を持ち合わす彼女は、〝神童〟ケイネスの種を受けて次代のアーチボルトに特級のサラブレッドをもたらすことだろう。まさに約束された栄光である。

　が──そんな将来が傍目にいかに輝かしく見えようとも、それが当事者たちにとってもまた幸あるものであるかといえば、必ずしもそうとは限らない。

　あからさまに見下しきった、侮蔑の眼差しとさえいえる視線を未来の夫へと注ぐソラウと、その屈辱に顔色を失いながらも堪たえ忍しのぶケイネスの様は、どう贔屓ひいき目めに見たところで睦むつまじいカップルとは思えまい。

「ねぇケイネス。私に言わせてもらえればね、あの場ではランサーの提言通り、バーサーカーを標的にするべきだったのよ。いったんセイバーと共闘させてでも」

　倉庫街での戦いには立ち会わなかったソラウだが、その顚末は彼女自身の使い魔を通じて逐一把は握あくしていた。むろん面白半分の観戦ではない。魔術刻印こそ持ち合わせないものの、彼女もまた名門ソフィアリ家の一員として魔術の薫くん陶とうを受けた人間である。聖杯戦争という魔術師同士の競い合いがどういうものかは、当のマスターであるケイネスに負けず劣らず知ち悉しつしていた。

　いや、むしろ彼女の理解に照らしても、ケイネスのマスターとしての立ち振る舞いには大きな不満があったのだろう。

「ランサーの『破魔の紅薔薇ゲイ・ジャルグ』はバーサーカーに対してとりわけ有効な宝具だった。さらにセイバーの助勢があれば、あの黒いサーヴァントは苦もなく倒せていたでしょう。敵の一人を、とりわけ効率良く排除できるチャンスだったのよ」

「……君はセイバーの脅威を知らない」

　やり場のない憤りを嚙み殺しつつ、掠れた声でケイネスは反はん駁ぱくする。

　彼とて許嫁の聡明さとその分析眼には一目置いている。が、断じてソラウは彼の盟主でも司令塔でもない。ケイネスは一人のマスターとして、徹頭徹尾、彼自身の判断で戦う覚悟でいる。それ以上に、未来の妻となるべき女性に、こうも頭ごなしに罵ののしられたのでは、男としてのプライドが成り立たない。

「私はマスターの透視力で、あのセイバーの能力を把握できた。あれはとりわけ強力なサーヴァントだ。総合力ではディルムッドを凌いで余りある。あの場で、着実に倒せる好機を逃すわけにはいかなかった！」

「貴方って人は……自分のサーヴァントの特性を、本当に理解しているのかしら？」

　断固と言い放つケイネスを、だがソラウは冷ややかに鼻で嗤わらった。

「何のための『必滅の黄薔薇ゲイ・ボウ』だと思っているの？　すでに治癒不可能の手傷を負わせたセイバーは、捨て置いたところでいつでも倒せたのよ。それよりも、あの時点では正体不明のバーサーカーの方が脅威度は上だったわ」

「……ッ」

　すかさず反論しようとしたものの、ケイネスは言葉に詰まった。論で折れたというよりも、ソラウの威厳と剣幕に、わずかながらも怯みが入ったのである。

「第一、そこまでセイバーを危険視していたのなら──」

　その沈黙の隙を逃さぬとばかりに、ソラウは重ねて畳みかけた。

「どうして貴方、セイバーのマスターを放っておいたの？　あんなに無防備に突っ立っていたアインツベルンの女。ランサーがセイバーを引きつけている隙に、貴方は敵のマスターを攻撃できたんじゃなくて？

　なのに貴方がしたことはといえば……最後までただ隠れて見てただけ。情けないったらありゃあしない」

　深々と嘆息するソラウを、ケイネスは怒りと屈辱にわななきながらも、ただ黙して睨にらみ返すしかなかった。

　他の何者であろうとも、ケイネスはこんな侮辱に耐えたりはしない。ロード・エルメロイの威信に懸けて、侮辱にはそれに倍する意趣がえしで応えてみせる。

　だがこの地上において唯ただ一人、ソラウ・ヌァザレ・ソフィアリだけは例外だ。

　恩師の娘という立場もある。彼女との婚礼によりもたらされる地位と名誉、約束された将来への執着もある。だが何よりも勝るのは、理屈ではない情念だ。

　この大粒の宝石のように高慢で怜れい悧りな令嬢こそは、若き天才魔術師が、一人の男として恋いこがれた唯一の女性であった。

　一目見たときから、まだ言葉を交わすより以前から、ケイネスの心はソラウの虜だった。支配力の位置づけでいえば、とうに彼は許嫁の風下に立っているのだ。ただそれは、誇り高きケイネスの深層心理が頑として理解を拒んでいる現実であったのだが。

　そんなケイネスの鬱屈した心中に、さすがに察しがついたのか、ソラウはやや口振りを和らげて揶揄する語調に切り替えた。

「ケイネス。貴方は自分が他のマスターに対してどういうアドバンテージを持っているのか、理解していないわけじゃないでしょう？　他でもない貴方自身が工夫したことじゃない」

「それは──無論──」

「マキリが完成させた本来の契約システムに、さらに独自のアレンジを加えてのけた貴方は、たしかに天才だわ。さすが降霊科ユリフィス随一の神童と謳われただけのことはあるわよね」

　賛辞の言葉などは聞き飽きるほどに聞いてきたケイネスだが、それがソラウの口から出るならば、決してまんざらなものではない。

　事実、ソラウのその評価はただの追つい従しょうなどではない。今回の聖杯戦争に臨んでケイネスが用意した秘策は、『始まりの御三家』が敷いた戦いのルールを根底から覆すほどの意味があった。

　サーヴァントとマスターの、本来なら単一しかない因果線を、二つに分割して配分する変則契約。魔力供給のパスと、令呪による束縛のパスとを分割し、別々の召喚者に結びつけるという荒技を、ケイネスはその才能の閃きによって実現させていたのである。

　令呪を宿すマスターとしてのケイネスとは別に、サーヴァントを支える魔力の供給源となっている二人目の魔術師……それが他ならぬソラウであった。まさにこの男女は二人で一組のマスターだったのだ。

「──でもねケイネス。貴方は魔術師として一流でも、戦士としては二流よ。せっかくの下準備を、戦略的にまったく活かしていないじゃない」

「いや、私は……」

「ねぇ、何のために私がランサーへ魔力を送っていると思うの？　本当なら貴方が支払うべき代価を、私が肩代わりしてるのよ？　すべては貴方の戦いを有利に運ばせるため。貴方に聖杯戦争を勝ち抜かせるため。

　貴方、サーヴァントという枷を負った他のマスターに対しては圧倒的に優位に立てるのよ。自分の魔力は自分自身の魔術を行使するために総動員できるんだから」

「だが……戦いはまだ序盤なんだ。緒戦のうちは慎重に……」

「あらそう？　なのにランサーにだけは結果を急がせるわけ？」

「……」

　最初の詰問に比べれば柔らかい口調ではあったが、それでもソラウは、言外にケイネスを臆病者と罵っているも同然だった。ケイネスはなおいっそう膨ふくれあがる悋りん気きを喉のどに詰まらせて、みるみる顔色を失っていく。

「ランサーを責める前に、まずは自分を省かえりみるべきよね。ケイネス。今夜の貴方は──」

「ソラウ様、そこまでにして頂きたい」

　凜と、低く通る声がソラウを制止する。

　ランサーだった。いつの間にか彼は面を上げて、ソラウを真っ直ぐに見据えていた。

「それより先は、我が主あるじへの侮辱だ。騎士として見過ごせぬ」

「いえ、そんなつもりじゃ……御免なさい。言い過ぎたわ」

　たった今まで、女帝さながらに厳しい剣幕でまくしたてていた令嬢は、ランサーに窘められるや否や、途端に恥じらうように目を伏せて、なんと詫びの言葉まで口にした。誰がどう見ても極端すぎる豹ひょう変へんだった。

　とりわけケイネスの胸中に、その光景は黒く鬱屈した感慨を呼び込んだ。あのソラウが、ただ一言の諫かん言げんで我を折るなどということはまず有り得ない。少なくともケイネスの言葉がそんな効果を挙げたことは一度もない。彼は遠からず彼女を娶めとる男である。ソラウは彼の妻となるべき女である。だが彼女にとっては、たかがサーヴァント風情の言葉が、未来の夫の言葉よりも重いとでもいうのだろうか？

　そもそも立ち返ってみれば、ソラウはランサーを庇うようにしてケイネスを論破しにかかってきた。彼女はただ単に、ランサーが叱責される様を見かねただけだったのではあるまいか？

　ケイネスは、伏し目がちにランサーを眺めるソラウの眼差しに、許嫁である自分にはまったく未知の感情が込められているような感覚を懐いた。そして視線を転じれば、何事もなかったかのように今も自分の足許に膝を屈しているランサーの──その右目の下で黒々と輝くかのような黒子を意識せずにはいられない。あらゆる雌めすを虜にするというディルムッド・オディナの『魅惑の黒子』……

　邪推するのは愚かしい。常人ならいざ知らず、ソラウは名家ソフィアリに連なる魔導の女である。いかに魔術刻印を嗣がぬ身とはいえ、たかだか魅惑程度の呪的影響に対しては充分すぎる以上の抵抗力を備え持っているはずだ。

　勿論それは、まず本人に抵抗しようという意思があって初めて効果を発揮するのだが──

　そのとき、何の前触れもなく鳴り響いた防災ベルの騒音が、ケイネスの諸々の想念を断ち切った。

「……なに？　何事？」

　ソラウが当惑の呟きを漏らすと、さらに続いて部屋に備え付けの電話がベルを鳴らしはじめる。ランプの点灯はフロントからの着信を表示していた。

　慌てず騒がず、ケイネスは受話器を取り上げて係員からの連絡に耳を傾ける。話を聞き終える頃には、その眼差しは魔術師ならではの怜悧な鋭さを取り戻していた。

「下の階で火事だそうだ。すぐに避難しろと言ってきた」

　受話器を放り捨てるようにして戻しながら、ケイネスはソラウに告げる。

「小火ぼや程度のものだそうだが、どうやら火元は何カ所かに分散しているらしい。まぁ間違いなく放火だな」

「放火ですって？　よりによって今夜？」

「フン、偶然なわけがあるまいさ」

　ケイネスは不敵に嗤った。胸の内を焦げ付かせていた諸々の憂鬱は、すでに微塵も残っていない。

「人払いの計らいだよ。敵とて魔術師。有象無象どもがひしめく建物で勝負を仕掛ける気にもならんだろうからな」

　ソラウが緊迫した面持ちで息を吞む。

「じゃあ──襲撃？」

「おそらくは。先の倉庫街でまだ暴れ足りないという輩やからが、押し掛けてきたのだろう。面白い。不本意だったのはこちらも同じだ。そうだろう？　ランサー」

「はい。確かに」

　ランサーは迷いなく頷く。まだ見ぬ敵の素性には、期待するところがあった。五人のマスターのうち、こうも事を急せいてまでケイネスを狙ってくる者がいるとするならば、心当たりは一人しかない。──『必滅の黄薔薇ゲイ・ボウ』の傷を受けたセイバーのマスターであれば、可能な限り早急に槍の呪いを解消したいところだろう。

「ランサー、下の階に降りて迎え撃て。ただし無下に追い払ったりはするなよ」

　含みを持たせたケイネスの指示に、ランサーは頷いた。

「承知しました。襲撃者の退路を断ち、この階に追い込めば宜しいのですね？」

「そうだ。お客人にはケイネス・エルメロイの魔術工房をとっくりと堪たん能のうしてもらおうではないか」

　金額にものを言わせてフロアひとつを借り切ったのは、ここを活動の拠点として徹底的に改装する必要があったからだ。もちろん物質的な意味ではなく、魔術的な強化である。この三二階にケイネスが敷いた結界の数は二四層。まさに魔術城壁とも言うべき備えである。さらに彼専用の魔力炉を三基と、猟犬代わりに召喚しておいた悪霊、魍もう魎りょうが数十体。トラップにもぬかりはなく、廊下の一部には異界化させている空間まである。

　敵地においても、まず自陣たる工房を完璧に整えるのは魔術師として当然の嗜たしなみ。そこへむざむざ踏み込んでくるという挑戦者には、ロード・エルメロイの真の恐ろしさを徹底的に理解させてやらねばならない。

「他の宿泊者どもが引き払えば、もう何の遠慮もいらない。お互い存分に秘術を尽くしての競い合いができようというものだ」

　抑えきれぬ笑いが、ケイネスの喉の奥から湧いて出た。歓喜すら伴う武者震いが総身を駆け抜ける。

　今まさに彼が必要としていたのは行動だった。ソラウに味わわされた屈辱感を帳消しにするだけの行動と結果。天才と謳われた持ち前の潜在力を存分に発揮し、おのれの有能さを証明できるだけの状況。

　そう、まさしく今のケイネスは血に飢えていた。彼が内側で持て余す黒い憤ふん怒ぬの念は、もはや誰かの血をもってしか鎮めようがなくなっていた。不幸にも今この瞬間に襲いかかってきた敵対者こそは、格好の生贄に他ならない。

「私が戦士として二流だという指摘、すぐにも撤回してもらうよ、ソラウ」

「ええ、もちろん期待してるわよ」

　普段は気難しいばかりの許嫁から、このときばかりは満面の笑みを投げ渡されて、ケイネスはより一層闘志を昂らせた。
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　就寝中を火災警報に叩き起こされ、屋外駐車場に誘導された宿泊客たちは、火事への恐怖と、眠気と寒さの不快感とが相半ばする顰め面で居並んでいた。そんな人々の間を、ホテルの従業員たちが慌ただしく右往左往している。

「……アーチボルト様！　ケイネス・エルメロイ・アーチボルト様！　いらっしゃいませんか？」

　宿泊者名簿にある名前のうち、まだ点呼の取れていない最後の一組を捜し求めて、宿直のフロント係が声を張り上げる。最上階のスイートルームをフロアごと借り切った大金持ちの奇人の存在は、全ホテルマンが注目していた。ある意味では、誰よりもトラブルに遭ってほしくない最重要人物である。

「アーチボルト様！　いらっしゃいませんか⁉」

「──はい私です。ご心配なく」

　背後から、落ち着き払った声でそう返答され、フロント係は振り向いてから当惑した。彼に声をかけたのは、くたびれたコート姿の冴えない日本人男性である。

　悪戯にしては度が過ぎる。苛立ったフロント係は相手を質す言葉を口に出そうとして──その男の目に釘付けになった。

　得体の知れない吸引力で、相手から目を逸らすことができない。思うように声を出すこともままならない。

「ケイネス・エルメロイ・アーチボルトは私です。妻のソラウともども避難しました」

　誰とも知れぬ東洋人は、落ち着いた明瞭な声で、言い含めるようにそう宣言する。奇妙に靄のかかった思考のまま、フロント係は何の疑いもなくその言葉を受け入れた。

「……そうですか。あぁ、はい。そうでしたか」

　フロント係は、手にした名簿に〝避難済み〟とチェックを入れ、宿泊客全員の安否が確認されたことで安堵の溜息をついた。たったいま交わしたアーチボルト氏との会話については、疑問も違和感も、跡形もなく消え失せていた。

　引き続き、他の避難客たちへの対処に奔走するフロント係を見送ってから、衛宮切嗣は人混みを離れた。当座凌ぎの暗示リライトだが、一般人の魔術抵抗力などはたかが知れている。しばらくは破れることはない。

　ホテルから一区画ほど離れた物陰で、誰の視線もないことを確かめてから、切嗣はポケットの携帯電話を取り出した。こういう道具が民間に普及したことで、切嗣の仕事は昔より大いに助けられている。簡易で万能な無線端末でありながら、誰が持っていようとも怪しまれることはない。

　まずは、監視ポジションにいる舞弥に連絡。

「準備完了だ。そちらは？」

『異常なしです。いつでもどうぞ』

　舞弥が配置についているのは、冬木ハイアットホテルの斜はす向むかい……未だ建設中である高層ビルの上階である。どこよりも近接した位置からケイネスたちのいる部屋を見張れるよう、切嗣が指示したポジションだ。

　短く一息つき、切嗣は片手でポケットの中から煙草の紙箱を探り出しつつ、残るもう一方の手で携帯電話に一連の番号を打ち込んだ。

　呼び出されるのは、架空名義で登録されたポケットベルである。ただし振動も呼び出し音も発しはしない。着信は改造された回路を通じて、Ｃ４プラスチック爆弾に接続された起爆信管に送られる。

　爆発そのものは小規模なもので、無人のホテルの外には音さえ漏れることはなかった。

　が、代わりに夜気の中に響き渡ったのは、鉄筋コンクリートが軋きしみをあげる不気味な断末魔であった。

　異常に気付いた避難者たちが、頭上に聳える高層建築の異変を見て悲鳴を上げる。

「ホテルが、ホテルが崩れる！」

　崩壊は無駄なく速やかに、そして徹底的だった。

　全高一五〇メートルに及ぶ高層ホテルは、直立の姿勢を保ったまま、まるで大地に吸い込まれるようにして崩落した。すべての外壁が内側に向けて倒壊したために、周囲には破片ひとつ飛び散ることなく、代わりに崩落で押し出された大気が粉塵を巻き上げて、さながら入道雲のような煙幕となって周囲一帯の街路を蹂躙した。

　爆破解体デモリッション──主に大規模な高層建築の解体に使われる高等な発破技術である。強度上の要となる支柱をピンポイントで破壊することにより、ビル自体の重量でもって全体を内側へと圧壊させる。最小限の爆薬で、効率よく確実にビルを瓦礫の山へと変えるテクニックだ。古今東西の破壊工作に精通する衛宮切嗣は、この破壊の芸術ともいうべき専門技法にも心得があった。

　冬木市に既存の建物で、魔術師が根城に選びそうなものは、すべて切嗣の破壊対象としてリストアップされている。この冬木ハイアットもその一つだった。予め建設図面は取り寄せてあったし、爆発物設置のポイントも見定めておいた。準備は万端。実作業には小一時間とかからなかった。

　崩落の危険域からは離れた場所にいた避難者たちだったが、それでも粉塵の洗礼をもろに浴びた彼らはパニックに陥り、我先にと逃げ出して往来に散っていく。それを後しり目めに見遣りながら、切嗣はようやく風圧が収まったところを見計らって、銜えていた煙草に火を点けた。

「舞弥、そっちは？」

『最後まで三二階に動きはありませんでした。標的はビルの外には脱出していません』

　と、いうことは──切嗣は灰かい燼じんに帰した冬木ハイアットホテルの残骸を、冷ややかな満足感とともに一瞥しつつ思った──『ロード・エルメロイ』ことケイネス卿きょうは、哀れあの瓦礫の山の仲間入り、ということで間違いない。

　ケイネスのいた三二階は、爆破解体の連鎖的破壊によって支えを失い、最終的には地上一五〇メートルの高みから自由落下して叩きつけられたに等しい。どんな魔術結界で防備を固めていたにしろ、そんな破滅的な状況から室内の人間を保護する術はあるまい。

　しゃくり上げる子供の泣き声が、切嗣の注意を瓦礫の山から引き戻した。

　怯えて泣きじゃくる子供を抱きかかえた母親が、一心不乱の足取りで切嗣の傍らを通り過ぎていく。着の身着のままの寝間着姿は、全身に粉塵を浴びて真っ白に汚れ、見るも無惨な有様だった。

　その後ろ姿に、切嗣は目を逸らすこともできずに凝じっと見入り……指を焦がす煙草の熱さで、ようやく我に返ると、半分以上が灰になった吸いさしの煙草を投げ捨て、苛立ち紛れに踏みつける。

　衛宮切嗣は、気の迷い、などというセンチメンタリズムを自分に許すことは決してない。そんな弱気は命取りに直結する。だが、自分自身の失敗から目を逸らすのも、それはそれで冷静な態度ではない。

　そう。認めたくはないが、事実だった。──惨劇から逃げる母子の姿に、ほんの一瞬だけ、イリヤとアイリの姿を重ねて見てしまった。

　かつての切嗣がやってきたことは〝犠牲の分別〟だ。すべての命を等価に量り、より犠牲の少ない道を選択する。その判定においては女子供の命でも特別視などしなかった。

　聖杯は世界を救う。そしてケイネスは聖杯獲得のために排除せざるを得ない障害だった。冬木ハイアットの中にいた人間は凡およそ一〇〇人余り。対して聖杯が救済するのはざっと五〇億人以上。必要とあらば切嗣は、宿泊客全員をケイネスの巻き添えにすることも辞さなかっただろう。

　ならばなぜ自分は、わざわざ事前に小火騒ぎなど演出したのだろうか？

　当初それは、当然の策術だと思えた。ケイネスに罠よりも襲撃を警戒させて、籠ろう城じょう策を取らせるためのブラフとして。実際それは功を奏した。かの天才魔術師は迎撃に鉄壁の自信を誇っていたと見えて、まさか床板そのものが崩れ落ちるものとはつゆ知らず、罠の内側に留まり続けた。

　だが、本当に自分の真意はそれだけだったのだろうか？

　無関係な宿泊客を避難させたいという感傷が、無意識のうちに働いたのではあるまいか？

　だとしたらそれは、致命的な甘さだ。戦場においては必ずや命取りになる。

　胸の内に生じたわずかな動揺を鎮めようと、切嗣は新たな煙草に火を点けた。

　衰えている。程度はどうあれ明らかに、今の自分は九年前の衛宮切嗣に劣っている。こんな調子で聖杯戦争を勝ち抜こうなどと思うのは甘い見込みだ。どうにかして、往年の冷酷さと判断力を取り戻さなくてはならない。一刻も早く。

　異変に目を覚ました深夜の町が、ようやく騒動の兆しを見せはじめた。わらわらと街路に群れ集まってくる野次馬たちを後目に、切嗣は紫煙を深く吸い込んで気持ちを切り替えると、舞弥に撤退を指示するべく携帯電話を耳に当てた。

　だが彼の耳に届いたのは部下の声でなく、冷え冷えと刃を鳴らす金属質の轟きだった。
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　未だ名もなき鉄骨の櫓やぐら。やがて落成の暁には、冬木センタービル三八階と呼ばれることになるであろう場所。

　建設工事の工程は半ばを過ぎ、いよいよ外装に差し掛かろうかという段階である。後の冬木市新都のランドマークともなるべき複合高層ビジネスビルも、まだ今は鉄筋コンクリートの地肌を剝き出しにしたまま、夜空を吹き抜ける強風に晒されている。

　地上の街の灯からも、天上の星明かりからも、等しく遠い虚空の闇。そんな直中に久宇舞弥はいた。片膝立ちのまま微動だにせず、ついさっきまで肩付けして構えていた暗視装置付きＡＵＧ突撃銃は、立てた左膝の上に預けてある。

　万が一にも魔術師ケイネスが切嗣の罠に気付き、窓の外か屋上へと逃れようとした場合には、ここから舞弥が銃撃して仕留める手筈であった。結局、その備えは杞き憂ゆうに終わったが。

『舞弥、そっちは？』

　耳に挿さしたイヤホンから、地上にいる切嗣の声が問うてくる。両手でライフルを扱う都合上、舞弥は携帯電話にインコムを装着してハンズフリー方式で使用していた。

「最後まで三二階に動きはありませんでした。標的はビルの外には脱出していません」

　口元のマイクに向けて、舞弥は見届けたままを手短に報告する。たったいま壊滅的な破壊を目の当たりにした直後でありながら、昂揚は微塵もない。

　この場での監視任務は終わった。出番のないままに終わった突撃銃から弾倉と銃身を取り外し、ケースに収納して肩に背負うと、舞弥は立ち上がって階下に降りる階段を目指す。

　異常に気付いたのは、そのときだ。

　臭いや物音といった兆しではない。もっと不明確な気配の変化。修羅場で研ぎ澄まされてきた兵士の直感のみが、明確に捉えうる気配。

「──察しがいいな。女」

　立ち止まった舞弥の背中に、低く冷ややかな男の声が投げかけられる。声は林立する鉄骨の中で反響し、その出所は判然としない。

　舞弥は誰何などしなかった。ただ平静に、かつ刃のように神経を尖らせて周囲を探りつつ、腰のホルスターから９ｍｍ口径のグロック拳銃を抜き放つ。

　この場に居合わす第三者、それも舞弥の存在を意識している何者か──それだけの理由で、彼女はそれを射殺の対象と見なしていた。

「──フン、それに覚悟もいい、か」

　姿なき男の声音に、小馬鹿にしたような含み笑いが加わる。

　とある柱の陰から、何かがゆるやかな放物線を描いて舞弥の足下にまで放り込まれた。

　咄嗟にグロックの銃口は投とう擲てき物ぶつを追ったものの、それが危険物でないと見て取った時点で、舞弥は即座に照準を投擲者の居所に切り替えた。だがそれでも視界の隅には、足下に落ちたモノが引っかかって離れない。そのぐらい、舞弥にとっては意識を向けざるを得ない代物だったのだ。

　小動物の死骸、である。

　蝙蝠。それも腹にＣＣＤカメラを括りつけられたそれは、まぎれもなく舞弥が放った使い魔であった。冬木教会の近辺に待機させたきり、消息を絶っていた一匹である。

　その死骸をわざわざ投げ寄越してきた者、ともなれば、その正体はもう問うまでもない。相手もまた隠すつもりはなかったのだろう。ゆっくりと身を潜めていた柱の陰から歩み出て、舞弥の視線と銃口の前に身を晒した。

　名伏しがたい威圧感を漂わせる長身の男であった。影そのものが厚みを得て立ち上がったかのような、漆黒の僧衣姿。舞弥にとって見知らぬ人物ではなかった。

「言峰、綺礼……」

「ほう？　君とは初対面なはずだが。それとも私を知るだけの理由があったか？　ならば君の素性にも予想はつくが」

　舞弥は呟きを漏らした迂闊さを悟って、胸の内で舌打ちした。

　綺礼は舞弥の銃口に怖じる素振りすら見せず、泰然と言葉を続ける。

「そうだとすれば、君は他にも色々と知っていただろうな。ここが冬木ハイアットの三二階を見張るには絶好の位置だったことも、あのホテルに誰が逗留していたのかも」

　今度は舞弥は沈黙を通した。だが胸の内では、いったい何を思って聖杯戦争のマスターの一人が……それも周到に姿を隠していたはずの言峰綺礼が、おめおめとこの場に姿を現したのか、その真意を推し量るのにかかりきりだった。

　その一方で、綺礼はわずかに首を巡らせてビルの外──もはや舞い上がる粉塵の靄もやだけを残して跡形もなく消え失せた冬木ハイアットホテルの位置を見やり、呆れ果てたと言わんばかりに長い溜息をつく。

「それにしても──建物もろともに爆破するとは。ここまで手段を選ばぬ輩が魔術師とは到底思えんな。或いは、よほど魔術師の裏をかくのに長たけている、ということか？」

「……」

　この男は──舞弥はかすかな驚きとともに悟った──知っているのだ。衛宮切嗣を。ちょうど切嗣が言峰綺礼を知るのと同様に。

「私にばかり喋しゃべらせるな、女。返答はひとつだけでいい。──おまえの代わりにここに来るはずだった男はどこにいる？」

　そう問われた時点で、舞弥は言峰綺礼についての判断を保留した。その真意を判ずるまでもなく、この男は殺すしか他にないと結論した。

　舞弥の速射は銃声に間断すら挿はさまず、三重奏の轟音を鳴り響かせた。軍用弾パラベラムと呼称される９ｍｍ口径の威力は、殺傷力として必要に足るものではあるが、それでも充分に過ぎるという程ではない。よって腹を狙っての三連射がプロフェッショナルの心得だ。即死に至る小さな急所より、より大きく狙いやすい箇所から重傷に至らしめる。殺人術としての射撃の鉄則であった。

　にも拘わらず、フルメタルジャケットの鉛弾が抉ったのは僧衣の下の内臓でなく、堅く脆いコンクリートの床面だけだった。

　身を躱わした綺礼の動きは、たしかに信じがたいスピードではあったが、なにも銃弾の超音速より速かったわけではない。舞弥が照準を定めてから引金を引き絞る、その思考の速度に先んじただけのことである。驚嘆すべきはその戦術判断だ。舞弥の視線から照準点を、銃の反動に備えた四肢の緊張から発砲のタイミングを読みとって、銃弾を見切ってのけたのである。たとえ魔術の域にはなくとも、既に常人に為せる業ではない。

　のみならず──

　咄嗟に身を翻して物陰に隠れたのは、舞弥の方だった。空になった右手にはべったりと血ち糊のりがつき、そこに握っていたはずのグロックは空しい音を立てて床面を転がり飛んでいく。そして彼女の驚嘆の眼差しが見つめるのは、さっきまで彼女が背にしていた鉄柱に突き立つ、冷ややかな刃の光であった。

　刃渡り一メートル余りの薄刃はフェンシングフォイルを連想させるが、刀剣にしては柄が極端に短い。『黒鍵』と呼ばれる、聖堂教会の代行者が使う特徴的な投擲武器である。たった今、舞弥の右手の甲を浅く裂いてグロックを取り落とさせた刃がそれだった。綺礼は銃の弾道から逃れる動作と連動して、この剣を投げ放っていたのだ。

　手投げ武器でありながら鉄骨に突き刺さる程の威力。それでいて必殺を期したわけでもなく、狙いはあくまで舞弥の手からグロックを奪うためだけのものだった。武器だけでなく舞弥の戦意までも奪おうという意図があってのことだろう。生かしたまま捕らえようというのだ。──舞弥は、まだ先の綺礼の問いに答えていない。

「動きもなかなかに悪くない。相当に仕込まれているようだな」

　攻守逆転して完全に優位に立った綺礼が、焦ることもなく悠然と歩み寄ってくる。その両手にはさらに一本ずつ新たな黒鍵が抜き放たれていた。長い刃は魔力を編んで構成された半実体で、携行時には小さな柄部分だけを隠し持っておけばいい。綺礼があの長い僧衣の下にあと何本の黒鍵を潜ませているのかは見当もつかない。

　聖堂教会においては代行者の基本装備のひとつに数えられている黒鍵だが、その取り扱いは難しく、実戦において使いこなせるのはごく一握りの達人のみであるという。そういう希有な一人に、どうやら舞弥は行き会ってしまったようだ。

　舞弥は武人ではなく兵士である。己が身につけた戦闘術には誇りも愛着もなく、ただその効果を推し量るのみだ。そんな彼女の思考は、何の執着もなく〝敗北〟を認めていた。言峰綺礼の戦闘能力は、明らかに自分のそれを凌駕している。装備もなく、策略も地の利もない、そんな状況下で対峙していい相手ではない。

『どうした舞弥？　何があった？』

　耳のインコムから切嗣の問う声が届く。ポケットの中の携帯電話は、まだ地上の切嗣と繫がったままだ。が──答えるわけにはいかない。舞弥の声は綺礼に聞かれる。あの恐るべき代行者が本命として狙っているのは、舞弥ではなく切嗣だ。綺礼が察している通り、彼女が切嗣の部下であり、その指示に従って動いているという事実には、この場で確証を与えるわけにはいかない。

「どうした？　助けを呼ばないのか？　衛宮切嗣は近くにいるんだろう？」

　もはや綺礼はその名を口にすることを慎みもしなかった。彼もまた確信していたのだ。アインツベルンに囲われた切嗣が今回の聖杯戦争に嚙んでいるのなら、間違いなく今夜のうちに動くと。

　ディルムッドの黄槍の呪いは、その伝承により明らかだ。緒戦で片手を封じられたセイバーは、残る六人のサーヴァントがすべて健在である現状、いの一番に脱落しかねない窮地にある。呪いの源であるランサーを一刻も早く排除するのが、アインツベルン陣営の急務なのは間違いない。

　だから綺礼はケイネスの拠点の傍で網あみを張り、襲撃者を待ち受けた。結果、ここぞと見定めた場所に姿を現したのは、衛宮切嗣ではない別人だったが、彼女が切嗣の指示で行動していることに綺礼は確信を持っていた。いま追いつめたこの女こそ、切嗣に至る鍵になろう。

　殺してはならない。生かしたまま捕らえる。とはいえ口さえ利ければいいのだ。腕や足まで残しておく必要はない。

　冷酷な判断を胸に秘めたまま、綺礼は柱の陰に身を潜めた女へと詰め寄っていく。すでに相手は丸腰のはずだ。いったん解体してしまった突撃銃はすぐに組み立て直せるものではないし、弾き飛ばされた拳銃を拾いに走る猶予もない。勝敗はすでに決している。

　だがそのとき綺礼を阻んだのは、予期すらしなかった妨害だった。

　突如、目前の獲物との間に割り込んで視界を覆い尽くした白い闇。化学反応の刺激臭しゅうが鼻をつく。

〝煙幕⁉〟

　猛烈な勢いで辺り一面に充満したのは、軍用の携行発煙筒の煙だった。視野を封じられて綺礼が怯んだその隙に、脱だっ兎との如く駆け去る足音がコンクリートのフロアに反響する。

　逃げる女を目掛けて、綺礼は音だけを頼りに黒鍵を投げ放とうとしたが、すんでの所で思いとどまった。歴戦の代行者としての直感が、迂闊に動いてはならないと告げていた。

　両手の黒鍵を構えたまま、綺礼は油断なく周囲の気配を探りつつ煙幕が晴れるのを待った。強風が吹き抜ける剝き身のビルの中とあって、濃密な煙幕も数秒とかからず吹き払われる。──が、それは女が姿を晦くらますには充分な時間だったようだ。

　独り、無人のフロアに取り残されているのを知って、綺礼は鼻を鳴らしつつ黒鍵を収納した。深追いをする気はない。そこまで侮ってかかれる敵でもあるまい。

　置き土産とばかり床に転がっていた使用済みの発煙筒を拾い上げ、検める。米軍の装備品で手投げ式のタイプだ。特殊なものではなく、然るべきコネさえあれば誰にでも調達できる。

　あの女が投げたものではない。そんな素振りを察していれば即座に黒鍵を投じて阻んでいた。誰か別の人間が、綺礼の前に投げ込んだのだ。あの女を逃がす意図で。

　無論、このフロアに第三者がいたわけではない。とあれば、この発煙筒はビルの外から放り込まれたと判断するしかない。

　綺礼はフロアの縁まで歩み寄り、強風に僧衣を煽られるのも構わず眼下を睥睨した。

　冬木ハイアットが消滅した今、肩を並べるような高層建築は周囲にない。地表から、このフロアを狙ったのだとすれば──高度差は一五〇メートル余り。グレネードランチャーを使ったとしても正確な射撃は至難の業だ。それが手投げ式の発煙筒ともなれば、悪い冗談でしかない。

　だが綺礼は、かつて幾多もの魔術師を仕留めてきた異端狩りの代行者である。条理の外にある敵と渡り合うのは慣れていた。この程度の怪異は驚嘆に値しない。

　眼下に瞬く街の灯、その隙間にわだかまる闇のどこかに、彼を阻んだ魔術師がいる。

　それを確認できただけでも、今夜のところは収穫だ。

　そのとき、綺礼は傍らに忍び寄る冷ややかな異形の気配を感知した。

「アサシンか？」

「は。恐れながら」

　綺礼の膝下に屈する姿勢で、漆黒のローブ姿が実体化する。いかにもアサシンのサーヴァント──つい先刻、遠く離れた国道沿いの森の中でセイバーとキャスターの邂逅を見届けた三人のうち、伝令役を請け負った一人であった。

「市街ではみだりに姿を晒すなと言っておいた筈だが？」

「申し訳次第もありませぬ。ですが、早急に御耳に入れておかねばならぬ儀がございました故……」
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　一連の死闘の夜が明け、東の空に黎れい明めいの差し掛かる頃、綺礼は魔導通信機で深山町の遠坂邸を呼び出した。父の璃正も交えて、緊急の対策会議を開くためである。

『そうか。ついにキャスターも捕捉したか』

　真鍮の朝顔から流れ出る時臣の声は満足げであった。綺礼とアサシンの働きは目論見通りの効果を発揮している。自身のサーヴァントには手を焼かされているものの、弟子の方の首尾はすこぶる順調であった。

「さすがに魔術師の英霊だけあって、私のアサシンでも気取られることなく『工房』の近辺にまで踏み込むことは困難です。それでも大おお凡よその位置は特定できたので、現在も周囲一帯を包囲して監視下に置き、キャスターが工房の外にいる間の動向は逐一、把握しております」

『つまり、キャスターは工房に籠城するのでなく、その外で活発に活動していると？』

「はい。それなのですが……」

　報告の後に予期される時臣の剣幕を思って、綺礼はその先を言い淀んだ。それほどキャスターとそのマスターの行動は、由々しい事態を招いていたのだ。

「……二人は深山町から隣市を股に掛けて、就寝中の児童を次から次へと誘ゆう拐かいして回りました。夜明けまでに一五人です。その大方については穏便に事を運んでいましたが──うち三件では家人が目を覚まして騒ぎになり、一家皆殺しという結末に」

　通信機の向こうの気配だけでも、時臣の動揺はまざまざと伝わった。相手が何か言う前に、綺礼は重ねて追い打ちをかける。

「キャスターは何の配慮もなく魔術を行使し、その痕跡の秘匿も一切行っていません。既に父の指示で、聖堂教会のスタッフが隠蔽工作を遂行中です。が……今後にキャスターとそのマスターが行状を改めるとも思えません」

『……いったい何を考えているんだ？　何者なのだ？　キャスターのマスターは』

「アサシンの聴覚で、二人の会話を盗み聞いた限りでは──マスターは、キャスターを召喚するより以前から同じような凶行を重ねていた模様です。まだ確証はありませんが、この男、いま評判の連続殺人犯と同一人物ではないかと」

『……ッ』

　苦い呻きを漏らして、時臣は押し黙った。

　今月に入ってから報道を賑わせている『冬木市の悪魔』こと謎の連続殺人犯。近年希に見る残虐な手口を揮ふるい、市内だけで既に四件、しかも最後の一件については就寝中の家屋に忍び込んで一家全員を惨殺したという、極めつきの凶悪犯である。すでに冬木市警察は捜査本部を設け、近隣の所轄とも連携して総動員態勢で事件の解決を急いでいるのだが、依然、容疑者どころか犯人像すらも特定できないのが現状だ。

　時臣にとっては、よりにもよって聖杯戦争の実施に重なってこんな大事件が引き起こされたのは頭痛の種でしかなかったが、それはすべてのマスターにとっても同じ思いのはずだった。聖杯戦争の進行は秘密裏に行われるのが鉄則だ。今の時期にこの土地が世間の注目を惹くような事態を、歓迎する者がいよう筈がない。

　そもそも、なべて魔術師とは秘ひ蹟せきの担い手である。誰であろうとも魔術の存在が公にならないよう、己の業を徹底して秘匿するし、守秘を徹底できないような愚か者は速やかに魔術協会によって排除される。こと事態の隠滅に関する限り、魔術協会は断固として徹底的だ。その追及を恐れない魔術師などいはしない。

　従って──仮にも魔術師の端くれたる者が、連日に亘って三面記事の紙面を飾るような狼藉者であり、のみならずサーヴァントを従えるマスターであるなどとは、二重の意味であり得ない事態である。

『……その二人組についてだが、何か身元の知れる手掛かりはないのか？』

「両者の呼称を聞き取ったところ、マスターの名は『龍之介』、またキャスターは『青髭』と呼ばれている様子です」

『青髭ブルー・ビアド？　ではキャスターの真しん名めいはジル・ド・レェ伯か？』

「有り得る話かと思われます。錬金術と黒魔術への耽溺でも知られている人物だけに」

　その伝説の知名度からすれば、サーヴァントとして聖杯に招かれたとしても何の不思議もない威名である。ただしその性質は英霊とは真逆──まさに『怨霊』と呼ぶに相応しい存在であろうが。

「会話の流れから察するに、この龍之介というマスターには聖杯戦争の知識どころか、魔術師としての自覚すら備わっていない模様です」

『さもありなん、だな。大方なにかの偶然で、魔術の素養もない部外者がサーヴァントとの契約を果たしてしまったのだろう。……ではそのマスター、サーヴァントの傀儡に成り果てているわけか』

「いえ、それが……」

　アサシンの耳を借りて聞き届けた会話の内容を顧みると、さしもの綺礼といえど言葉を濁さざるをえなかった。

「……どうにもキャスター自身の言動もまた、常軌を逸しておりまして。聖杯はすでに我が手にあるだの、ジャンヌ・ダルクの救済がどうの、と、まったく要領を得ない話ばかりです。

　私個人の感想としては──キャスターとそのマスターには、もはや聖杯戦争そのものが全く眼中にないのではないかと」

　それを聞いて、時臣は内心の腹立ちを吐き捨てるかのように、深々と溜息をついた。

『錯乱して暴走したサーヴァントと、それを律することもないマスター、か。一体どうしてそんな連中が聖杯に選ばれたのやら……』

　サーヴァントが人を襲う──それ自体は決して奇異なことではない。魔力を糧かてとする霊的存在であるサーヴァントは、マスターから供給される魔力だけでなく、殺傷した犠牲者の魂を貪ることでも力を得られる。サーヴァントに充分な魔力を提供できない非力なマスターは、時として生贄を捧げることで不足分を補うこともある。

　今回の聖杯戦争においても、そういう手合いが現れるであろうことは時臣とて予測の内だった。それ自体はいい。魔術師は条理の外にある存在だ。倫理で是非を問うことはない。無関係な一般人に犠牲が出ようとも、それが慎重に隠蔽され、秘密裏に行われる限りにおいては黙認して構わない。

　だがそういった殺戮を憚りなく堂々と繰り広げ、いらぬ騒動を引き起こすとあっては、言語道断というほかない。

「これは放任できんでしょう。時臣くん」

　苦虫を嚙み潰したような渋面で、璃正神父が口を挿はさむ。

「キャスターたちの行動は、明らかに今回の聖杯戦争の進行を妨げるものだ。ルールを逸脱して余りある」

『無論です。それ以前に、私は魔術の秘匿に責任を負う者としても、断じて赦せない』

　遠坂の家門は代々、冬木の地のセカンドオーナー──即ち、この地における霊脈の管理と怪異の監視を、魔術協会から直々に委い託たくされてきた責任職にある。遠坂が『始まりの御三家』の一角に数えられるのも、聖杯戦争の舞台として自らの管轄地を提供したことが要因だ。

　従って時臣は、聖杯を巡るマスターとしてでなく、それ以前に地元の責任者としてキャスターたちの狼藉を阻まなくてはならない立場にあるのだ。

「おそらくは、四度目の殺人事件より以降に引き続いている児童失踪事件も、この二人の仕業でしょう」

　そう綺礼は淡々と見立てを述べた。

「報道されているだけでも、行方の知れない子供たちは一七人。今朝の〝再調達〟も含めれば三〇人を超す勢いです。彼らの行状は今後さらにエスカレートしていくものと思われます。父上、早急に手を打つ必要が」

「うむ。既に警告や罰則の程度で済まされる問題ではない。キャスターとそのマスターは、排除するしか他にあるまいな」

「──問題は、そこです。サーヴァントにはサーヴァントを以もって抗するしか手段はない。さりとて、私のアサシンを差し向けるわけにもいきますまい」

　綺礼の指摘はもっともだった。わざわざ策を弄して存在を隠匿したアサシンを、今さら表立って動かすわけにはいかない。

　璃正神父はしばし黙考してから、時臣に向けて提案を切り出した。

「若干のルール変更は、監督役である私の権限の内です。ひとまず尋常なる聖杯争奪を保留し、全てのマスターをキャスター討伐に動員しましょう」

『ほう、それは……何か策がおありですか？　神父』

「キャスターを仕留めた者には、後の戦局を有利に運べるだけの恩賞を用意します。他のマスターたちとて、キャスター一人の暴走で聖杯戦争そのものが破は綻たんするような結末は望まんでしょう。必ずや応じてくるはずです」

『──成る程。ゲームの趣向を変えてキツネ狩りを競う、というわけですな』

　昨夜の乱戦で手傷を負った者はいれど、まだ脱落したサーヴァントは事実上一人もいない。その全員から一斉に標的とされれば、キャスターの命運は風前の灯ともし火びに違いない。

『しかし、キャスター討伐の報奨によって余程のアドバンテージがもたらされるようでは……それが後々に跳ね返って我々の障害になりかねませんな』

　通信機越しの時臣の言葉に、璃正神父は含み笑いで応じる。

「無論、それは好ましくない。やはり他の猟犬たちに追いつめられ、消耗しきったキャスターに最後のとどめを刺すのは、アーチャーでなければなりますまい」

『──成る程。当然ですな』

　綺礼のアサシンの眼があれば、頃合いを見計るのは造作もない。戦いのルールが変更されても、遠坂陣営の戦術はあくまで同じだ。

「では早速、他のマスターを招集する準備を整えますので」

　方針が固まったところで、璃正神父は席を立って地下室を出ていった。綺礼もまた退出しようと腰を上げたところで、時臣の声に呼び止められる。

『──ときに綺礼、聞けば昨夜の君は冬木教会の敷地を出て行動を起こしたそうだが？』

　時臣の追及を受けるのは、綺礼も覚悟の上だった。表向き、彼の弟子は聖杯戦争の敗退者としてこの教会に保護されている身の上である。迂闊に出歩いていいわけがない。

「申し訳ありません。危険は承知の上でしたが、小うるさい間諜に目をつけられたため、処置するためにやむを得ず……」

『間諜？　教会にいる君に対してか？』

　時臣の声音がさらに厳しくなる。

「ご心配なく。曲者の口は封じました。抜かりはありません」

　さらりと言ってのけてから、綺礼は、この師に対する初めての虚言に何の抵抗も感じなかったことに、むしろ彼自身が驚いていた。

『なぜサーヴァントを使わなかった？』

「それには及ばない瑣さ事じと判断しまして」

　重い沈黙の間を開けて、時臣は不興の念を露わにした。

『……たしかに君ほどの手て練だれの代行者ともなれば、己の手練を頼みとするのも解るがね。今のこの局面においては、いささか軽率すぎたのではないか？』

「はい。今後は慎みます」

　またしても噓だった。

　今日より後も、自分は幾度なりとも忍んで戦場へ赴くことだろう。衛宮切嗣の影を追い求めて、いずれ巡り会うその時まで。

　それきり沈黙した通信機に暇いとまを告げて、今度こそ綺礼は地下室を後にした。




　一階にあてがわれた私室のドアを開けた途端、綺礼はまるで誤って他人の部屋に踏み込んだかのような違和感にとらわれた。

　匂いでもなく、温度でもなく、もはや雰囲気としか言いようのない空気の感触が、明らかに変質している。質素に徹した綺礼の部屋が、まるで宮廷の一室か何かのように、華やいだ雅みやびな気配で満たされている。

　むろん調度も照明も何ひとつ変わってはいない。ただ単に、一人の男が我が物顔で長椅子にくつろいでいるだけのことである。

　無断で部屋を占拠していたその人物が、あまりに意外な相手であったため、綺礼は少なからぬ驚きに眉を顰めた。

「──アーチャー？」

　燃え立つような黄金の髪に紅玉ルビーの如き双眸。他でもない遠坂時臣のサーヴァント、英雄王ギルガメッシュである。それも英霊としての本来の姿である黄金の甲冑ではなく、派手なファーをあしらったエナメルのジャケットにレザーパンツという現代風の服装だ。

　召喚されて以来、単独行動スキルに物を言わせて好き勝手に物見遊山を繰り返しているこの英霊は、最近では霊体化したままでは飽きたらず、実体化した上で『遊び着』に着替えて夜の街を闊歩しているのだという。時臣が愚ぐ痴ちを交えて語るところに聞いてはいたが、それがまさか自分の部屋にまで出向いてくるなど、綺礼は想像もしていなかった。

　アーチャーは無断の入室にも何ら悪びれた素振りを見せず、それどころか勝手にキャビネットから持ち出したワインをグラスに注いで、優雅に呷っている有様だ。

「数こそ少ないが、時臣の酒蔵よりも逸品が揃っている。けしからん弟子もいたものだ」

「……」

　その来訪の意図を判じかねたまま、綺礼はテーブルの上にずらりと並べられた酒瓶の列を見渡した。どうやら部屋にあるボトルを片っ端から持ち出して利き酒をしていたらしい。

　傍はたから見れば意外すぎる側面と思われることだろうが、綺礼は極上の美酒だと聞けば、ひとまずは購入してみるという奇癖があった。

　酒というのは、質を追究しだせば底抜けに奥深い世界だ。ともすれば或いは、彼の心の空洞を満たすほどの味覚というのがあるかもしれない。もしそんな出会いがあるならば、いっそ酒精に溺おぼれるのも悪くはない、と──この袋小路に行き詰まった求ぐ道どう者しゃは、半ば本気でそう思っていたのだ。

　とはいえ目下のところ、渉猟が報われた試しはない。ただ仰々しいラベルの酒瓶が増えていくばかりである。むろん客を招いて振る舞おうなどと思ったことは一度もない。まして勝手に押し掛けてきた酔漢ともなれば、たとえ酒を褒ほめられたところで歓迎する気になろう筈もない。

「一体、何の用だ？」

　感情を殺してそう問うと、アーチャーはグラスを掲げて、意味深な視線を綺礼に投げ返す。

「退屈を持て余している者が、我オレの他にもいる様子だったのでな」

「退屈？」

　そう問い返しはしたものの、胸の内では綺礼も、すぐさまアーチャーの言葉の含みに気付いていた。──どういう次第かは解らないが、この英霊は、昨夜の綺礼が時臣の意図から離れた行動を取ったことを知っている。

「どうなのだ綺礼とやら？　お前も、あの時臣めに奉仕するばかりで心満たされているわけではないのだろう？」

「……今さら契約が不服になったのか？　ギルガメッシュ」

　綺礼はアーチャーからの問いに返答するでなく、そう憮然と混ぜ返した。伝説の英雄王といえど、臆するつもりは毛頭ない。時臣個人の意識がどうあれ、あくまでサーヴァントとはマスターの下僕。この英霊が何者であろうとも、アーチャーのサーヴァントである限りは時臣の下に位置する存在でしかない。時臣の直弟子である自分と比較しても、せいぜいが同格の立場であろう。無駄に謙へりくだる理由などどこにもない。

　そんな綺礼の態度にも、アーチャーはべつだん機嫌を損ねることなく、フンと鼻を鳴らして手の中のグラスを呷る。

「我オレを招いたのは時臣だし、この身の現界を保っているのも時臣の供物によるものだ。そして何よりも奴は臣下の礼を取っている。まぁ、応えてやらんわけにもいくまい」

　そんな、思いのほか律儀な発言をした後で、ギルガメッシュは人間離れした赤い瞳を憂いに翳かげらせる。

「だが正直、あそこまで退屈な男とは思わなんだ。まったくもって面おも白しろ味みの欠片もない」

「……とてもサーヴァントのものとは思えん言いい種ぐさだな、まったく」

　ほとほと呆れ果てるあまりに、綺礼の中では既に、アーチャーの不躾きわまりない居直りように対する腹立ちや、その来訪の真意を訝る気持ちが薄れつつあった。妙に弛緩した空気の中で、すでに綺礼はこの部屋におけるアーチャーの存在を容認しかかっていた。

「そんなにも退屈か？　時臣師の差配は」

「ああまったく退屈だ。万能の願望機を以てして『根源の渦』に至る、だと？　つくづくつまらん企くわだてがあったものだな」

　すべての魔術師の悲願とするところを、英雄王は失笑ひとつで一蹴する。その感覚は、だが綺礼とて解らなくもない。

「『根源』への渇望は魔術師だけに固有のものだ。あれは、部外者がとやかく言えるものではない」

「そういうお前も部外者だそうだな、綺礼。──しかも聞くところによれば、本来は魔術師どもと対立する立場にあるそうではないか」

　綺礼の複雑な立場については、どうやらアーチャーも聞き及んではいるらしい。唯我独尊のようでいて、不思議と耳みみ敏ざとい男でもあった。

　綺礼は腕組みをして黙考する。遠坂時臣の弟子としてでなく、聖堂教会・第八秘ひ蹟せき会かいの代行者として見た場合に、時臣の聖杯戦争はどういう意味を持ち合わすのか。

「……『根源』へと至る道程とは、いわば世界の〝外側〟への逸脱だ。それによって〝内側〟であるこの世界に何がもたらされるわけでもない。だから〝内側〟の視野しか持たない教会われわれにとって、魔術師たちの探究はまったく意味のない、つまらない企てとしてしか理解できない」

「成る程な。たしかに我オレは我が庭たるこの宇宙を愛でるだけで満たされている」

　世界そのものを我が物と宣言するその言葉は、なるほど英雄王ならではの傲岸さである。

「我オレは我オレの支配の及ばぬ領域になど興味はない。『根源』とやらには何の関心も湧かぬ」

　綺礼は苦笑した。まさにこのアーチャーこそは、魔術師の対極に位置する存在だ。魔術師の鑑のような遠坂時臣に辟へき易えきするのも無理はない。

「もし冬木の聖杯が『根源』を求めるためだけに特化した装置であったなら、いくら魔術師どもが血眼になろうとも聖堂教会は放任していただろう。ところが不幸にも聖杯は〝万能〟であった。世界の〝内側〟をも変革しうる可能性を無限に秘めている。まさに極めつきの異端であり、我らの信仰を脅かすものだ。

　だからこそ聖堂教会は遠坂を選んだ。放置できないほど危険な異端であればこそ、それを〝無意味でつまらない〟用途に使い潰してくれるなら、我々にとっては望ましい結末だからな。──もっとも私の父には、それとは別な私情もある様子だが」

「では時臣以外のマスターどもは、時臣とはまた違った動機で聖杯を求めているわけか？」

　アーチャーの問いに、綺礼は頷く。

「時臣師は魔術師の典型であると同時に最右翼だ。今日きょう日び、あれほど純粋に魔術師の本道を貫いている人間はそういるまい。他の連中が求めているのは総じて浮き世の名みょう利りであろうよ。威信、欲望、権力……すべて世界の〝内側〟だけに完結する願望だ」

「結構ではないか。どれも我オレが愛でるものばかりだぞ」

「おまえこそは俗物の頂点に君臨する王だな。ギルガメッシュ」

　アーチャーは不敵に笑って手の中のグラスを干した。綺礼の評価を、決して侮辱とは受け取らなかった様子である。

「そういうお前はどうなのだ？　綺礼、聖杯に何を望む？」

　そう問われて、はじめて綺礼は虚を衝かれた。

「私は──」

　そう、最大の疑問だ。何故に言峰綺礼の右手には聖痕が刻まれたのか？

「私には……べつだん望むところなど、ない」

　迷いを孕んだ綺礼の返答に、アーチャーの赤い瞳が妖しく光る。

「それはあるまい。聖杯は、それを手にするに足る者のみを招き寄せるのではなかったか？」

「そのはずだ。が……私にも解らない。成就すべき理想も、遂げるべき悲願もない私が、なぜこの戦いに選ばれたのか」

「それが迷うほどの難題か？」

　綺礼の硬い表情を茶化すかのように、アーチャーは失笑した。

「理想もなく、悲願もない。ならば愉悦を望めばいいだけではないか」

「馬鹿な！」

　綺礼が声を荒らげたのは、まったくの無意識のうちだった。

「神に仕えるこの私に、よりにもよって愉悦など──そんな罪深い堕落に手を染めろと言うか？」

「罪深い？　堕落だと？」

　色めき立った綺礼を前にして、アーチャーはますます面白がるように底意地の悪い笑みを返す。

「これはまた飛躍だな、綺礼。なぜ愉悦と罪とが結びつく？」

「それは……」

　綺礼は返答に詰まった。同時に、いったい自分がいま何に触発されて狼狽を露わにしてしまったのか、それすらも解らず途方に暮れた。

　押し黙る綺礼をからかうように見据えながら、アーチャーはしたり顔で先を続ける。

「なるほど悪行で得た愉悦は罪かもしれん。だが人は善行によっても喜びを得る。悦そのものが悪であるなどと断じるのは、いったいどういう理屈だ？」

　この程度の問答でなぜ言葉を返せないのか、綺礼には解らない。まるで自分の内側に、まったく未知の空洞の領域を見出してしまったかのような、そんな漠然とした不安に囚われる。

「──愉悦もまた、私の内にはない。求めてはいるが見つからない」

　ようやくのことでそう答えたものの、声には普段の彼にあるような自信の裏打ちが欠け落ちていた。体裁を繕う返答がそれ以外に見つからなかったかのような、そんな空虚な言葉であった。

　アーチャーは、その赤い瞳でじっくりと吟味するように綺礼を見つめ、それからにんまりと破顔した。それは艶やかな食虫花が毒を滴したたらせるかのような、おぞましくも凶まが々まがしい笑みであった。

「言峰綺礼──俄然、お前に興味が湧いてきた」

「……どういう意味だ？」

「言葉通りだが。まぁ気にすることはない」

　グラスに新しい酒を注ぎ直してから、アーチャーは再びソファに背を預け、滔とう々とうと語り始める。

「愉悦というのはな、言うなれば魂の容かたちだ。〝有る〟か〝無い〟かではなく、〝識しる〟か〝識しれない〟かを問うべきものだ。

　綺礼、お前は未だ己の魂の在り方が見えていない。愉悦を持ち合わせんなどと抜かすのは、要するにそういうことだ」

「サーヴァント風ふ情ぜいが──私に説法するか？」

「粋がるなよ雑種。この世の贅と快楽とを貪むさぼり尽つくした王の言葉だぞ。まぁ黙って聞いておけ」

　綺礼は遅おそ蒔まきながら気がついた──口ではどう言おうとも、既に内心ではアーチャーの言葉に進んで耳を傾けようとしている自分に。

　この時臣のサーヴァントの、傲岸で憚ることのない物言いは、どうしたことか不思議と綺礼の神経に障ることがない。

「ともかく綺礼、お前は、まずは娯楽というものを知るべきだ」

「娯楽──だと？」

「ああ。内側にばかり目を向けていても仕方ない。まずは外に目を向けろ。……そうだな、手始めに我オレの娯楽に付き合うところから始めてはどうだ？」

「今の私には、遊興に費やしていられる時間などない」

　おまえとは違ってな、と、綺礼はそう胸の内で付け加える。

「まぁそう言うな。時臣に課された役務の片手間に出来ることだ。そもそも綺礼、お前は他の五人のマスターに間諜を放つのが役目であろう？」

「……確かに、そうだが」

「ならば連中の意図や戦略だけでなく、その動機についても調べ上げるのだ。そして我オレに語り聞かせろ。造作もないことであろう？」

　たしかにその程度であれば、今の綺礼の任務から大きく逸脱する行為ではない。監視対象が周囲の者と交わす会話に終日耳を傾けていれば、それぞれが聖杯を求めるに至った経緯についても、おのずと推察がつくようになるだろう。そういった話題も聞き漏らさずにおくよう、各マスターを監視するアサシンたちに言い含めておけば良い。

「──だがアーチャー、そんな事を聞いてどうするというのだ？」

「言ったであろう？　我オレはヒトの業を愛でる。条理を捻じ曲げ、奇跡にまで縋ろうとする度し難い願望の持ち主が五人も雁がん首くびを揃えておるのだ。きっと中には面白味のある奴が一人か二人は混じっているさ。少なくとも、時臣に比べれば如い何か程ほどかマシであろうしな」

　綺礼はつとめて冷静に熟考した。彼としては衛宮切嗣以外のマスターなどまったく眼中にないし、アーチャーの注文に応じるような義理もない。が、時臣一人では御しきれずにいるこのサーヴァントに対し、綺礼もまた何らかの形で影響力を及ぼせるようになったなら、将来的には時臣陣営のプラスに働く結果をもたらす可能性もある。

「……いいだろうアーチャー。請け負った。ただし、それなりに時間はかかる」

「構わぬ。気長に待つとする」

　再びグラスの中身を干してから、アーチャーはソファを立った。この男の動作が空気を動かすだけで、まるで部屋の照明が揺らいだかのような印象を受ける。天上天下の黄金律を我が物としたこの英霊は、目では見えざる輝きの気配をつねに燦さん然ぜんと放っているのかもしれない。

「まあ、今後も酒の面倒は見に来るぞ。ここの酒は、べつだん天上の美酒とまでは言わんが、僧侶ごときの倉で腐くさらせておくには惜しいものばかりだからな」

　拒んだところで聞き届ける相手でもあるまいし、綺礼は仏頂面のまま否定も首肯もしなかったが、アーチャーはそれを許諾と受け取ったのだろう。さも満悦そうに笑いながら部屋から出ていった。

　途端に室内の華やぎが翳り、綺礼の私室は普段のままの殺風景な空気を取り戻す。

　ようやく独りになれたところで、綺礼は風変わりな客人との風変わりな問答について、あらためて思いを馳せた。

　アーチャーと直に言葉を交わすのは、じつにこれが初めての経験だったのだが、それにしては我ながら随分と饒じょう舌ぜつに語ったものだ。

　思えばマスターであれサーヴァントであれ、この聖杯戦争に集ったのは悲願の成就を求めて血眼になっている者ばかりであるはずなのに、あの放埒な英雄王は、べつだん聖杯を求めるわけでもなく、彼の窺い知らぬところで宝物の所有権を争う騒動が起きることを良しとせずに参戦しているにすぎない。いま冬木に集う七人のサーヴァントのうち、おそらくあの英霊ほどに戦う理由が希薄な者は他にいるまい。そういう意味では、綺礼と通ずる所がある。──なぜ自分が聖杯戦争に参加しているのか解らないマスターなど、やはりこれも他にいるとは考えにくい。

　否、理由はどこかにあるのだろう。でなければ、遠坂時臣に続いて二番目に令呪を宿したという順位には説明がつかない。綺礼自身すらも未だ識しらずにいる、内なる心の領域で、言峰綺礼は聖杯の奇跡を求め欲しているのかもしれない。

　だがそれは、断じてアーチャーの言うように〝愉悦〟などではない。そこばかりは綺礼とて、これまでの生涯のすべてを求道に費やしてきた身として、意地に懸けてでも譲れない。

　真に答えを知るべき男は、アーチャーではなく他にいる。

　衛宮切嗣。綺礼の求め欲する解答に、誰よりも迫ったであろう男。ついさっきアーチャーと語らったように、あの男と問答できたなら──綺礼はそう思わずにはいられなかった。

　無論、お互いの立ち位置はあくまで違う。そんな二人が交わしあうのは言葉ではなく銃弾と刃になるだろう。だがそれでも構わない。綺礼は切嗣という人間を識りたいだけだ。ならば生命の応酬は、あるいは言葉よりなお雄弁にあの男の魂の形を浮き彫りにしてくれるかもしれない。

　空しい祈りを胸に沈めたまま、綺礼はアーチャーの飲み散らかしていった酒瓶を片づけにかかった。
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　冬木ハイアットホテルの倒壊現場で、レスキュー隊の作業は夜を徹して行われた。

　ホテル側の避難誘導に手違いがあったことが後になって発覚し、当初は倒壊の時点で無人と思われていたホテル内に、じつは二人の宿泊客が取り残されていたことが解ったのである。

　客室最上階のスイートをフロアごと借り切っていたというその男女の生存は、もはや絶望的ではあったが、ともかく遺体だけでも確認しなければ始まらない。照明車のハロゲン作業灯が煌々と照らし出す中で、重機を使った瓦礫の撤去は急ピッチで進められた。

　やがて夜が明け、隊員たちの表情にも疲労の色が濃くなりはじめた頃に、その怪事は起こった。

「妙なものが見つかったって？」

　知らせを受け、駆けつけた現場主任が目にしたのは、直径三メートル余りもあろうかという銀色の球体である。どう見てもビルの建材ではないそれは、瓦礫の山の中から忽然と現れたのだという。

「……内装品か？　展望レストランにあったオブジェとか」

「それにしちゃ、傷ひとつないってのは妙じゃありませんか？」

　言われてみれば球体の表面には欠損がまったくない。艶やかな光沢は鏡のようですらある。まるでたった今この場で磨き上げたばかりかと見紛うほどだ。

「なんか──水銀の滴しずくみたいだな」

　ふと思いついたままの感想を述べながら、現場主任は近寄って球体の表面に手を触れた。

　軍手を塡めた掌てのひらが、ずぶりと銀の中に沈み込む。

「？」

　瞠目したものの、よく見れば手は硬く冷たい球体の表面に触れたまま、何の異常もない。

「主任？」

「……」

　周囲の隊員たちは誰一人として気付かなかったらしい。狐につままれたような表情で立ちすくむ現場主任を、胡乱そうに眺めている。

「あの、どうかしましたか？」

「……こいつを、運び出さないと」

「は？」

「トラックに載せるんだ。さあ、急げ」

　現場主任は奇妙なほど落ち着き払ったまま、有無を言わさぬ語調で隊員たちに指示を飛ばした。

　みな一様に訝りはしたが、この球体が何なのかはさておき、さっさと撤去しなければならない障害物のひとつなのは間違いない。すぐさまパワーショベルが動員され、銀の球体を掬すくい上げてダンプトラックの荷台へと搬送する。

「あれ？　主任は？」

　はたと隊員の一人が気付くと、ついさっきまで作業を監督していた主任の姿がない。途方にくれた隊員の背中を、突如エンジンを始動させたダンプトラックの排気音がどやしつける。

　悠々とステアリングを巡らせて倒壊現場から走り去ってゆくダンプトラックの運転席に、虚ろな目をした現場主任の姿を認めたときには、もう何もかも手遅れだった。銀の球体を荷台に載せたまま、トラックは黎明の街の中へと消えていった。




　五時間後、市郊外を警けい邏ら中のパトカーが、手配中だったダンプトラックと、その車内で人事不省に陥っている現場主任を発見することになるのだが、そのとき既にトラックの荷台はもぬけの殻からだったという。








×　　　　　×　　　









「……」

「……」

「……あの、こちらはマッケンジー様のお宅で宜しいでしょうか？」

「うむ。それはここの家主の姓で相違ない」

「……えぇと、征服王イスカンダル、様って──いらっしゃいますか？」

「余のことだが」

「……。ああ、はい、そうでしたか。アハハ……。あ、ここに受け取りのサイン、お願いします」

「署名か、宜しい。──では、確かに受け取ったぞ」

「毎度ありがとうございました。し──失礼します」

「うむ。大儀であった」




　既に我が家も同然に慣れ親しんだグレン・マッケンジー宅二階の寝室で、ウェイバー・ベルベットは眠りから覚めた。

　外はもうだいぶん日が高い。何の変哲もない休日の朝を寝過ごしたというだけの、気け怠だるい目覚め。そんな風に思い込もうとすれば何の苦もなく納得できそうな、いつもと変わらぬベッドの中。

　今ならば、すべてが夢だったと思うことさえできそうだ。あの凄絶なる血闘も、大破壊の数々も……

　だが令呪は依然として右手の甲にある。夢ゆめ幻まぼろしなどではなく、ウェイバーはライダーを統すべるマスターであり、昨夜の五大サーヴァントの激突は、まぎれもない現実だ。

　昨夜、少年は初陣に立った。生と死が交錯する狭はざ間まを駆け抜けた。

　恐怖した。戦慄もした。かつてないほど鮮烈に。

　なのに、いまだ胸に余韻を残す感覚は──決して悪寒やそれの類ではない。むしろ喜びと呼んでしまうには面おも映はゆい、ささやかな誇りと昂揚が、今も静かに心に滾る。

　昨夜のウェイバーが何をしたわけでもない。すべての行動はイスカンダルの独断であり、そのマスターである彼はサーヴァントの隣にしがみついていたというだけで、何の働きもしていない。あまつさえ途中で気絶してしまい、最後まで局面を見届けてすらいない。

　そんなウェイバーだが、彼自身にとって、あれは大きな意味を持つ戦いだった。彼が得たものとその価値は、おそらく彼自身にしか理解できない。

　居並ぶ敵を前にして、ライダーが並べた数々の放言。あの戦場に集った魔術師もサーヴァントも、おそらくはみな顧みることもなく、記憶すらしていないかもしれない、そんな無意な言葉の数々のうちの、たったひとつ。それが今もウェイバーの胸に残っているのだ。

〝──姿を晒す度胸さえない臆病者なぞ、役者不足も甚だしい──〟

　ライダーがランサーのマスターに向けて投げかけた侮蔑の言葉。あの恨めしくも恐ろしいロード・エルメロイを、臆病者と一笑に付した剛胆な声。

　ライダーが讃えるような蛮勇は愚行でしかない。もし戦いの采配がウェイバーの手にあったなら、サーヴァントを正面に立て、マスターである自分は隠れて戦況を見守る策を取っただろう。つまりはケイネスとまったく同様に。それが戦略として正しい。

　だが──

〝──余のマスターたるべき男は、余と共に戦場を馳せる勇者でなければならぬ──〟

　ウェイバーは決して自ら進んでライダーに同伴したわけではない。言うなれば巻き添えも同然だ。橋のアーチの上に取り残されるよりはまだマシだと、逃げるようにしてライダーの戦車に乗った。まかり間違っても勇気を示そうなどと思ったわけではない。

　が、それらはこの際、どうでもいい。

　そんな理屈の諸々をすべて棚に上げてしまえるほどに、あのときの肩を抱かれたライダーの掌の大きさ、いかつい力強さは、今もまざまざと確かに心に蘇ってくる。

　ウェイバーを指して、おのれのマスターに相応しいと──あのときライダーは確かに言った。

　それも神童の呼び名も高き天才講師、かつてウェイバーがその足元にも及ばなかったロード・エルメロイと比較して、その上でなおウェイバーに秤はかりを傾けたのだ。

　自分の価値が、認められた。──思えばそれは、物心ついて以来初めてのことだった。

　賞賛など屑ほどの価値もないと思ってきた。他人の賞賛に気を良くすることこそ愚かだと、それまで誰に顧みられることもなかった少年はそう信じて疑わなかった。

　だから今、ウェイバーは胸の内のこそばゆい歓喜をどう処していいか解らない。躍る心は抑えがたいが、さりとて有頂天になるにはプライドが邪魔をする。

　およそマスターに対する礼節など意中にない、それどころかウェイバーを名前で呼ぶことすらしない傲岸にして不遜なサーヴァント──だがそれでも、これまでの屈辱的な扱いの数々を忘れてやってでも、自分は感謝の念を抱くべきなのだろうか？　この自分の価値を認めてくれた最初の一人である男に対して。

「……」

　複雑な想いに囚われて、ウェイバーは頭を毛布の下に引っ込めた。今日これから一日を始めるに至り、いったいどんな顔をしてあの巨漢のサーヴァントと向き合えばいいのだろうか……

　そこではたと、ウェイバーは気がついた。普段ならばすぐ横から聞こえてくるはずの大おお鼾いびきが、今朝はない。

　がばと毛布を撥ね除けて顔を出してみれば、あにはからんや、床で寝ているはずのライダーが見あたらない。あれだけ霊体化するのを疎んじていた男である。まさか何の理由もなく実体化を解いて不可視になることはあるまいし、もし不可視だったとしても自分のサーヴァントの気配ぐらいはウェイバーにもはっきり判別できる。今この部屋にライダーの存在はない。

　ウェイバーはつとめて冷静に考えようとした。今朝の自分は寝過ごした。ライダーが先に起きたとしても不思議はない。だが、いやそもそも、問題なのは今この場に彼がいないという事態であって、つまりライダーはウェイバーの窺い知らない場所を勝手にほっつき歩いているということであり──

　廊下の階段を、階下からずしんずしんと踏み鳴らす音が上ってくる。

　聞き慣れたその質量感にウェイバーは安堵しかかったものの、すぐさまそれの意味するところに気付きまた蒼白になる。

「おぅ、起きたか坊主」

　のっそりとライダーの巨軀がドアから入ってきた。その重厚な胴鎧は、すでに見慣れたウェイバーにとっても、日常と常識の外にある異物だ。当然ながら、マッケンジー夫妻にはサーヴァントのことは伏せてある。こんな奇天烈なモノを見せてしまったら、あの老夫婦にかけてある催眠暗示が一発で御破算になりかねない。

　そのため、平時を霊体化して過ごすことを頑として拒むライダーには、せめて二階の個室から出るなと厳命してあった。──今朝までは。

「……オマエ……その格好で下に降りたのか？」

「案ずるな。家主の夫妻であれば、今朝は早くから外出中だ。だが二人の留守に荷物が届いたのでな。余が受け取りに出た」

　とりあえず、家主との鉢合わせは回避できたと知って安堵しかかったものの、ライダーの語るところがよりいっそう由々しい事態であることに気付いて、さらにウェイバーは色を失った。

　見ればライダーは、宅配便の伝票が貼られた小包を手に持っている。

「……その格好で、玄関に？」

「仕方あるまい。届け物を預かってきた使者を、ねぎらうことなく帰らせるわけにはいかんだろうが」

　もう手遅れだ。フォローのしようがない。

　せめてライダーを目の当たりにしたのが、毎日顔を合わせる同居人でなく、一いち期ご一いち会えの他人であったのが幸いだったと思うしかない。おそらくは配達員の口から、この家に前ヘレニズム時代の甲冑を着た大男が居着いているという噂が流れることになるのだろうが、それが悪い冗談で済まされることを祈るしか他にない。

「あのな、別にオマエ宛ての荷物じゃないんだから、ねぎらうとか何とか関係ないだろ」

「いや。受け取ってみたら余の荷物であった」

「……なに？」

　ライダーが自慢げに見せびらかす小包の宛名書きを確かめる。──『冬木市深山町中なか越ごし二‐二‐八マッケンジー宅・征服王イスカンダル様宛』と冗談のような内容が大真ま面じ目めに書かれている。送り主は『キャラクターグッズ専科・アニメンバーなんば店』とあった。

「……説明しろ。ライダー」

「通信販売というヤツを試してみたのだ。『月間ワールドミリタリー』の広告欄に、なかなかそそられる商品があったのでな」

「つ、通販……？」

　そういえば数日前、いつものようにライダーの要求で軍事関係の雑誌やらビデオやらを買い出しに行かされた時、なぜか官製ハガキ一枚が買い物リストに加わっていたのを思い出す。その時点ではウェイバーも、ライダーがそれを何に使うのか判らなかった。いや判ろうという努力を放棄しつつあった頃合いだった。

「オマエ、一体どこでそんな知識を手に入れた？」

　まさか聖杯による知識の供与に、カタログショッピングなどという項目が含まれていたとは思えない、というか思いたくないウェイバーがいる。

「ん？　その程度のこと、本やビデオの巻末にいつも載ってるではないか。端々まで検めれば歴然であるぞ」

「一体いつの間にポストに……っつーか、代金はどうしたんだよ⁉」

「問題ない。ちゃんと代引きで申し込んだからな」

　はっはっは、と朗らかに笑いながら、ウェイバーに財布を投げ返すライダー。どうやらマスターの寝坊中に勝手に持ち出したらしい。

　何せ無邪気にステルス爆撃機を購入したがるような非常識な男である。一体どれほどの高額商品を面白半分に買い入れたことやら知れず、ウェイバーは怒りより何よりもまず恐慌のあまり半泣きになりながら、財布の中身を確認した。

　結果、一万円札の数に変動はなく、わずか数枚の千円札が失せたにすぎないと判って、深く安堵の溜息をつく。安心して脱力しすぎたあまり、勝手に財布を持ち出されたことへの怒りをついうっかり失念してしまう、そんな自分の駄目さ加減について自覚がないのは、この少年にとって幸いなのか不幸なのか。

　そんなウェイバーを余所に、鼻歌交じりの上機嫌で包装を解いたライダーは、「おおっ！」と歓声を上げてその中身を掲げ持った。

「良し良し、気に入った！　実物は写真で見るよりも一段と素晴らしいな」

「……Ｔシャツ？」

　ＸＬサイズの、いかにも安っぽい半袖プリントシャツである。胸には世界地図をからめたタイトルロゴで『アドミラブル大戦略Ⅳ』と刷ってあった。どうやら雑誌の誌面で特集記事を組まれていたゲームの関連商品らしい。

「丁度良い。昨夜のセイバーを見てな、余もひらめいたばかりだったのだ。当代風の衣装を着れば、実体化したまま街を出歩いたって文句はあるまい？」

　この英霊がなにかと霊体化を厭いとう──というより実体化しているのを好む傾向はウェイバーにとっても少なからぬ負担だったのだが、このうえ外を出歩く算段まで始めようとは思いもしなかった。ウェイバーは、彼のサーヴァントにこんな着想を与えた昨夜のセイバーとそのマスターを、今さらながら呪い殺してやりたくなった。

　一方ライダーはといえば、さっそく新たな衣装に袖を通すと、一人でさも楽しげにポージングなど決めている。

「フハハ！　この胸板に世界の全図を載せるとは、ウム！　実に小こ気き味み良い！」

「──ああ、そう」

　いっそこのまま毛布を頭から被って寝直すというのはどうだろうか。そうすれば、プリントシャツ姿で小躍りしているライダーを視界から締め出して、慈悲深い睡眠の中に逃避できる。ウェイバーには、それが今の自分に可能な最良の選択のように思えてきた。次に目を覚ます時には、もしかしたら世界はもうちょっとマシな場所になっているかもしれない。

　だがその魅惑的な選択肢も、続くライダーの行動によって諦めざるを得なくなった。

「……おいライダー、待て、ちょっと待て！」

　さも平然と部屋から出ていこうとするライダーを、ウェイバーは慌てふためいて呼び止める。

「オマエ今どこへ行こうとした？」

「無論、街へ。この征服王の新たなる偉容を民草にみせつける」

　一一月の寒空にＴシャツ一丁という風体だけでも充分に異常だろうが、それ以上に問題なのは、ライダーがその逞しい体軀にＴシャツのほかに何ひとつ身につけていないという点だ。

「外に出る前にズボンを穿け！」

「ん？　ああ脚きゃ絆はんか。そういえばこの国では皆が穿いておったっけな」

　ぱんつはいてない褐色の巨漢は、やや困った風に拳をぐりぐりと額に押し当ててから、しごく真剣な顔でウェイバーに問うた。

「あれは、必須か？」

「必要不可欠だッ！」

　既に顔を洗うまでもなく、ウェイバーの眠気は綺麗さっぱり消し飛んでいた。

　こんな思慮も分別も常識もデリカシーも一片だに持ち合わせていないゴリラ同然の筋肉バカに──いかに寝ね惚ぼけた頭だったとはいえ、つい今し方まで心を許す気になりかかっていたのかと思うと、もう悔しいやら情けないやらで、ウェイバーは自分が腹立たしくて仕方ない。

「先に断っとくが、ボクはオマエのために街まで出向いて特大ズボンを買ってくるなんてことは絶対にしないからな！」

「なんだとぅ⁉」

　ライダーが仰々しく目を見開いてウェイバーに迫る。だが今日という今日は断じて譲らない──すでにウェイバーは鉄の意志でそう心に決めていた。

「坊主、きさま余の覇道に異を唱えると申すか？」

「覇道とオマエのズボンとは、一いっ切さい合がっ切さい！　金こん輪りん際ざい！　まったくもって関係ない！　外を遊び歩く算段なんぞする前に、敵のサーヴァントの一人なりとも討ち取ってみろ！」

「ええい、気き忙ぜわしい奴よのう。サーヴァントの相手なんぞいつだってできるではないか！」

「じゃあ今やれ！　今すぐ誰か倒してこい！　そしたらズボンでも何でも買ってやる！」

　むぅ、とライダーは獰猛に唸って沈黙した。

「……成る程、あい判った。とりあえず敵の首級を挙げさえすれば、そのときは余にズボンを穿かすと、そう誓うわけだな？」

　案に反して拍子抜けするほどあっさり譲歩したライダーに、むしろウェイバーはなおのこと脱力した。

「……オマエ、そんなにそのＴシャツで外を歩きたいのか？」

「騎士王の奴めがやっておったのだ。余も王として遅れを取るわけにはいかん。──何より、この服の柄は気に入った。覇者の装束に相応しい」

　こんな度外れた馬鹿者を英雄として後の世に語り継いだのは、もしかしたら過去の歴史家たちの壮大なる悪ふざけなのではあるまいか？　ウェイバーは、そんな時空を越えたミステリーにまで思いを馳せるようになっていた。

　そのときである。どん、という遠く重い破裂音がウェイバーの耳朶を打った。いや正確には音ではない。聴覚に感じた刺激かと錯覚しかかったものの、今のはウェイバーが魔術師として鍛えた霊感に響く波動だった。──つまりは魔力のパルスだ。

「何だ？　今のは……東の方角か？」

　サーヴァントであるイスカンダルにも、今の音ならぬ音は聞こえたらしい。

　窓を開けて外を見ると、晴れ渡った空の上に、たなびく煙のようなものが見て取れる。ちょうど打ち上げ花火の残滓のようにも見えるが、雲うん母もを散らしたかのようにチカチカと煌きらめくそれは、明らかにただの煙ではない。

　ウェイバーの目にこそはっきりと見えているが、あの煙は魔術に縁のない人間には不可視のものだ。先の音についても同様で、常人の耳では爆竹程度にしか聞こえなかったに違いない。おそらくは何らかの呪香を混ぜ込んだ火薬を破裂させたのだろう。打ち上げられたのは、言うなれば魔力で彩色した花火であった。

「あの方角って、たしか……冬木教会のある辺りだよな」

　聖杯戦争に携わるマスターとしての基礎知識を持ち合わすウェイバーは、その意味するところにもすぐ察しがついた。

　戦いを見守る聖堂教会の監督役が、何か重大な決定事項をマスターたちに知らしめる際には、確か、ああいう狼煙のろしで合図を送る取り決めになっていたはずだ。各々の所在すら定かでないマスターたちへ同時に信号を送るには、なるほど最適な手段であろう。

「あれは我々に関わりのあるものか？」

　ライダーに問われたウェイバーは、いささか返答に窮した。

「そうと言えなくもないんだが、どうしたもんかな……」

　実のところウェイバーは、冬木教会の監督役にマスターとしての申告をしていない。

　サーヴァントを従えて冬木の地に立てば、その時点で押しも押されもせぬマスターとしての立場が確固たるものになる。ならば教会の顔色なぞ窺う必要はまったくない──と、それがウェイバーの判断だった。第一、彼はあまり褒められたものではない手段によって聖遺物を手に入れたという経緯がある。なにが藪やぶ蛇へびになって痛くもない腹をつつかれる羽目になるやら知れたものではない。

　とはいえ、だからといっていま東の空に示されている招集の狼煙を無視できるかといえば、そうもいかない。ウェイバーの知る限りでは前例のない事態だ。全てのマスターに対する監督役の用件というのが何なのか……想像しうるところでは、何らかのルールの変更や条件付けの告知、といったところか。それに伴う情報の開示もあるかもしれない。

　それを知るか知らないかが、今後の戦いにおける鍵となる可能性もなくはない。今の戦局にまつわる情報の収集、と考えれば、監督役の話にも耳だけは傾けておくべきかもしれない。それがもし足枷になるような告知ならば、そのときは聞かなかったふりをして無視すれば良いだけのことだ。

「……ライダー、ズボンの件は後回しだ。その前にちょっと用事ができた」

「何だというのだ忌々しい。せっかくの散歩日和びよりだというのに！」

　憮然となるライダーを放置して、ウェイバーは支度にとりかかった。
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　信徒席に蟠わだかまる深い闇。

　ただの暗がりにしてはあまりにも濃すぎる妖気の密度が、言峰璃正神父の背筋を冷ややかにくすぐる。

　思いのほか集まりがいい──老神父は皮肉な心持ちで、闇の奥からこちらを見つめてくる視線の数々に苦笑した。

　マスター招集の信号から一時間。堂々と冬木教会に姿を現すような無防備なマスターは一人もいなかったが、代わりに差し向けられてきた使い魔はきっちり五体。表向き脱落したことになっている綺礼と、おそらくは信号の意味合いすら理解していないであろうキャスターのマスター、龍之介を除けば、すべてのマスターが揃った計算だ。全員が全員とも、教会への表敬など意中になく、ただ話だけは聞いておこうという魂胆である。

　狂言の相方である遠坂時臣もまた、ぬかりなく使い魔を参列させている。よって残る四体の使い魔はおそらく、アインツベルン、間桐、そして外来のマスター二人……冬木ハイアットホテルの爆破で消息不明になっていたロード・エルメロイも、これで生存が確認できたも同然だった。

「礼に適かなった挨拶を交わそうという御仁は、どうやら一人もおらぬ様子ゆえ、ここは単刀直入に用件に入らせていただく」

　皮肉な前置きとは裏腹に淡々とした口調で、老神父は無人の信徒席──少なくとも〝人〟たる聴衆はいない──へ向けて語り始めた。

「諸君らの悲願へと至る道であるところの聖杯戦争が、いま重大な危機に見舞われている。

　本来ならば聖杯は、それを求める者に対してのみ、その力を分け与えてサーヴァントとの契約を可能ならしめる。ところがここに、一人の裏切り者が現れた。彼とそのサーヴァントは、聖杯戦争の大義を忘れ、貸し与えられた力を己の浅せん薄ぱくな欲望を満たすべくして濫らん用ようしはじめている」

　つい神父はいつもの説法の習慣で、聴衆の反応を見るべく語りに間を空けたが、当然、信徒席の闇に潜む魔性たちは重い沈黙のままに身を潜めている。咳払いして、老神父は先を続けた。

「キャスターのマスター。この男は昨今の冬木市を騒がせている連続殺人および連続誘拐事件の下手人であることが判明した。彼は犯行に及んでサーヴァントを使役し、しかもその痕跡を平然と放置している。この重大な違反行為がどのような結果をもたらすか──諸君らには説明するまでもあるまい」

　使い魔たちは何の反応も示さないが、その視覚と聴覚を借りて璃正の言葉を盗み聞きしているマスターたちは、さぞや動揺したことだろう。朝の時臣然り、それが魔術師として当然の反応だ。

「彼とそのサーヴァントは諸君ら一人一人の敵であるばかりでなく、聖杯の招来そのものを脅かす危険因子である。

　よって私は、非常時における監督権限をここに発動し、聖杯戦争に暫定的ルール変更を設定する」

　厳かにそう宣言してから、璃正はカソックの右袖を捲り上げ、右腕の肌を露わにした。

　老いて肉こそ落ちたものの、壮年の頃の鍛錬ぶりを窺わせずにはおかない筋張った下腕……その肘から手首にかけてを、びっしりと刺青の文様が覆っている。──否、それは刺青ではない。聖杯戦争のマスターにとっては、より身近に見知ったものだ。

「これは、過去の聖杯戦争を通じて回収され、今回の監督役たる私に託されたものだ。決着を待たずしてサーヴァントを喪失し、脱落したマスターたちの遺産──彼らが使い残した令呪である」

　まさにそれこそ、璃正の監督役としての権威を裏打ちするものだった。過去のマスターが未使用のまま持ち越した令呪、そのすべてを彼は管理者として預かり保管しているのだ。

　令呪とは聖痕であり、聖杯によって戦いの運命を背負わされた証である。だがそれが宿命として意味するところと、サーヴァントに対する制御装置としての機能とは別のところにある。

　令呪を宿すという現象そのものは奇跡であっても、ひとたびマスターの身体に顕現したあとの刻印それ自体は、たしかに強力無比なものであるとはいえ、あくまで消費型フィジカル・エンチャントの一種でしかない。その機能は、呪的手段によって移植や譲渡が可能となるのだ。

「私はこれら予備令呪のひとつひとつを、私個人の判断によって任意の相手に委譲する権限を与えられている。今現在サーヴァントを統べるところの諸君らにとって、これらの刻印は貴重きわまりない価値を持つはずだ」

　相変わらず沈黙のまま、見聞きした情報を主あるじに伝達するばかりの使い魔たちが相手ではあったが、璃正はすでに聴衆たちの傾聴ぶりを手応えとして感じ取っていた。

「すべてのマスターは直ちに互いの戦闘行動を中断し、各々、キャスター殲滅に尽力せよ。そして、見事キャスターとそのマスターを討ち取った者には、特例措置として追加の令呪を寄贈する。

　もし単独で成し遂げたのであれば達成者に一つ。また他者と共闘しての成果であれば、事に当たった全員に一つずつ。我が腕の令呪が贈られる。そしてキャスターの消滅が確認された時点で、改めて従来通りの聖杯戦争を再開するものとする」

　再びカソックの袖を戻してから、璃正神父は、ここではじめて皮肉な笑みを口元に浮かべて付け加えた。

「さて、質問がある者は今この場で申し出るがいい。──尤もっとも、人語を発音できる者のみに限らせてもらうがね」

　闇の中に羽ばたきの音が湧く。続いて、ずるずると床を這う音、かさこそと駆け去る足音が、ひめやかに消えていく。

　監督役の説明は端的にして明瞭であり、質問の余地はどこにもなかった。聖杯を巡る闘争者たちは、新たなる形態の競い合いに向けて力を尽くすばかりである。そうと決まれば、もはや教会などに長居は無用だ。

　ようやく本当の意味で無人の静けさを取り戻した礼拝堂に独り取り残された璃正神父は、後の展開に想いを馳せてほくそ笑んだ。

　仕込みはこれで上々──あとは放っておいても、飢えた四頭の猟犬がキャスターに襲いかかる。

　既に標的であるマスターの顔と名前や、キャスターの工房の大まかな位置についても知れているのだから、それらの情報も開示すればより効率的に事を運べただろうが、どうやってそれを調べ上げたのかを疑われると藪蛇になりかねない。アサシンを使役して得た情報は、まだ今の段階では伏せておくしかない。

　はたしてキャスターはどこまで持ちこたえるだろうか。璃正たちとて、いきなり六対一の包囲戦までは期待していない。すべてのマスターが、監督役の提言通りにキャスターだけを標的として行動するとは考えにくい。彼らにとってもキャスター狩りは戦いのほんの一過程でしかなく、本命はその後に再開されるバトルロイヤルを勝ち抜くことだ。

　みな追加の令呪は喉から手が出るほど欲しよう。が、それに勝るとも劣らず、他のマスターが令呪を得ることもまた厭うはずだ。いくら得点を稼いだところで、後々に敵となる者が自分と同じ得点を得たのではアドバンテージとしての意味合いを失う。

　よって、彼らはより容易く令呪を得るために他者と協力しあうよりは、他者を出し抜いて自分だけが追加令呪を独占しようと奔走するだろう。互いに妨害工作で足を引っ張り合うことになるのは、まず間違いない。

　そうであってくれなくては困る。迂闊に結託なぞされたのでは、最後にアーチャーに漁夫の利を狙わせるのが困難になるからだ。

　すべてのマスターの動向は、その存在すら忘却されたアサシンたちが逐一追跡し続けている。誰であれ出し抜くのは造作もない。綺礼は実によくやっている。俄仕込みの魔術師でしかない彼が、ここまで敏腕のマスターとしてサーヴァントを御するとは、時臣とて予期していなかっただろう。

　信仰のため、教会のため、そして亡き友との約束のために、自慢の一人息子が持ち前の有能さを発揮して尽くしている。それは父親としてこの上もなく誇りに思える成果であった。
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体・出来事などとは一切関係ありません。




収録されている内容は、作品の執筆年代・執筆された状況を考慮し、初版発売当時のまま掲載しています。
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